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ご注意

HP 製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によ ってのみ規定

される ものと し ます。 こ こでの記載で追加保証を意図する ものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編  

集上の誤 り 、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更される こ と があ り ます。

権利の制限

機密性のある コ ンピ ュータ  ソ フ ト ウ ェアです。 これら を所有、 使用、 または複製するには、 HP からの有効な   

使用許諾が必要です。 商用コ ンピ ュータ  ソ フ ト ウ ェア、 コ ンピ ュータ  ソ フ ト ウ ェアに関する文書類、 および   

商用アイテムの技術データは、 FAR12.211 および 12.212 の規定に従い、ベンダーの標準商用ラ イセンスに基づ    

いて米国政府に使用許諾が付与されます。

技術データは、 ベンダの標準商用ラ イセンスに基づき、 米国政府にラ イセンス供与されています。

著作権について

© Copyright 1996-2010 Hewlett-Packard Development Company, L.P. 

商標

JavaTMは米国における Sun Microsystems, Inc.の商標です。

Microsoft® および Windows® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。 

Oracle® は、 Oracle Corporation ( カ リ フ ォルニア州レ ッ ド ウ ッ ド  シテ ィ ) の米国内での登録商標です。

UNIX® は The Open Group の登録商標です。
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ド キュ メ ン ト の更新情報

このガイ ド の表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ン番号は、 ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ンを示し ます。

• ド キ ュ メ ン ト  リ リ ース日は、 ド キ ュ メ ン ト が更新される たびに変更されます。

• ソ フ ト ウ ェア リ リ ース日は、 このバージ ョ ンのソ フ ト ウ ェアの リ リ ース期日を表し ます。

最新の更新のチェ ッ ク、 またはご使用の ド キュ メ ン ト が最新版かど う かのご確認には、 次のサイ ト をご利用

く ださい。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、HP パスポー ト への登録と サイ ン イ ンが必要です。HP パスポー ト  ID の取得登録     

は、 次の Web サイ ト から行な う こ と ができ ます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポー ト のロ グイ ン ページの [New users - please register] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

適切な製品サポー ト  サービ スをお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HP  

の 営業担当にお問い合わせ く ださい。
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サポー ト

次のHP Softwareサポー ト Webサイ ト を参照して く ださい。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソ フ ト ウ ェアが提供する製品、 サービス、 サポー ト に関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソ フ ト ウ ェア サポー ト  オン ラ イ ンでは、セルフ ソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要    

な対話型の技術支援ツールに素早 く 効率的にア クセスいただけます。 HP ソ フ ト ウ ェアサポー ト  Web サイ ト の    

サ ポー ト 範囲は、 次の とお り です。

• 関心のあ る技術情報の検索

• サポー ト  ケース と エンハン ス メ ン ト 要求の登録 と ト ラ ッ キング

• ソ フ ト ウ ェアパッチのダウ ン ロード

• サポー ト 契約の管理

• HP サポー ト 窓口の検索

• 利用可能なサービ スに関する情報の閲覧

• 他のソ フ ト ウ ェアカス タマ と のデ ィ ス カ ッ シ ョ ンへの参加

• ソ フ ト ウ ェア ト レーニングの調査および登録

一部を除き、 サポー ト のご利用には、 HP パスポー ト ユーザーと してご登録の上、 ログ イ ン していただ く 必要 

が あ り ます。 また、 多 く のサポー ト のご利用には、 サポー ト 契約が必要です。 HP パスポー ト ID を登録するに     

は、 以下の Web サイ ト にア クセス して く ださい。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

ア クセス レベルに関する詳細は、 以下の Web サイ ト を参照して く ださい。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 HP Service Managerの実装計画
こ こ では、 組織にHP Service Manager 9.20 を実装する方法について説明し ます。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 12ページの 「イ ン ス ト ール環境のタ イプ」 

• 13ページの 「本番環境のコ ンポーネン ト 」 

• 18ページの 「実装参照 リ ス ト 」 
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イ ンス ト ール環境のタ イプ

Service Managerは、 さ まざまな環境にイ ン ス ト ールでき ます。

• 本番環境

• 非本番環境

― 開発環境

― テス ト 環境

― レポー ト 環境

本番環境

Service Manager を本番環境に イ ン ス ト ールする と、 独自のカ ス タ マ イ ズ を配置し て対象 

ユーザにサービ ス を提供でき ます。 ほ と んどの本番環境は 1 日 24 時間連続で稼働し、 多数 

のユーザを同時にサポー ト するだけでな く 、大量の ト ラ ンザク シ ョ ンや要求を処理し ます。

通常、本番環境ではシステムパフ ォーマン ス を最大限に高めるために、専用サーバにService

Managerの各種コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールし ます。

非本番環境

次のセ ク シ ョ ンに、 非本番環境にService Manager を イ ン ス ト ールする一般的な目的を示し 

ます。

開発環境

Service Manager を開発環境に イ ン ス ト ールする と、 本番環境に配置する前にアプ リ ケー 

シ ョ ン機能を評価し、 イ ン ス ト ールをカ ス タマ イ ズでき ます。 開発環境では通常、 ユーザ 

およびデータ数が制限された 1 つのテス ト システムにすべての Service Manager コ ンポーネ 

ン ト を イ ン ス ト ールし ます。
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テス ト 環境

テス ト 環境は、 パフ ォーマン ス、 ア ッ プグレード、 バッ ク ア ッ プ /復元手順のテス ト に使用

でき る、 本番環境を反映し た イ ン ス ト ールです。 テス ト 環境では通常、 本番環境 と 同じ構 

成でService Manager を イ ン ス ト ールし ます。

レポー ト 環境

レポー ト 環境は、 本番環境のデータ を反映し た イ ン ス ト ールです。 レポー ト の生成と表示

に使用し ます。 レポー ト 環境では通常、Service Managerを イ ン ス ト ールし て本番環境とデー  

タ を同期させますが、 システムにア ク セスするユーザの数を制限し ます。

本番環境のコ ンポーネン ト

本番環境は、 次のコ ンポーネン ト から構成されます。

表 1 本番環境のコ ンポーネン ト

層 要件 コ ンポーネン ト

ク ラ イ アン ト 層 必須 Web ク ラ イ アン ト （オプシ ョ ン）

Windows ク ラ イ アン ト

サーバ層 必須 Service Managerサーバ

データベース層 必須 別個のサーバ上のRDBMS （必須）

Web Tier オプシ ョ ン 別個のサーバ上のWeb アプ リ ケーシ ョ ン

別個のサーバ上のWebサーバ

Service Manager webtier-9.20.warフ ァ イルの配置

サポー ト サーバ オプシ ョ ン ヘルプサーバ

追加の接続および統合 オプシ ョ ン HP 製品

Webサービ ス
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ク ラ イアン ト 層

ク ラ イ アン ト 層は、 次の2つのコ ンポーネン ト で構成されます。

• Web ク ラ イ アン ト

• Windows ク ラ イ アン ト

Web ク ラ イ アン ト を使用する と、 ユーザはWeb ブラ ウザを使用し て Service Manager サーバ 

に接続でき ます。 Web ク ラ イ アン ト を使用するには Web Tier を イ ン ス ト ールする必要があ  

り ます。 ただし、 ユーザのデス ク ト ッ プで追加ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし た り ダウ ン 

ロードする必要はあ り ません。

Windows ク ラ イ アン ト を使用する と、 ユーザは専用ク ラ イ アン ト で Service Manager サーバ 

に接続でき ます。 Service Manager に接続する各システムに、 Windows ク ラ イ アン ト を個別  

にイ ン ス ト ールする必要があ り ます。

Web ク ラ イ アン ト と Windows ク ラ イ アン ト の相違点の リ ス ト については、 Service Manager 

のオン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださ い。

サーバ層

サーバ層は、 Service Manager サーバで構成 さ れ ま す。 Service Manager サーバは、 Service   

Manager アプ リ ケーシ ョ ン を実行し、 ク ラ イ アン ト 層 - データベース層 と Web Tier- データ 

ベース層間の接続を管理し ます。

Service Managerサーバに対する変更については、『HPService Manager 9.20での更新内容』 オ   

ン ラ イ ンヘルプ を参照 し て く だ さ い。 サーバ を ア ッ プ グ レ ー ド す る 前に、 『HP Service  

Manager 9.20 Upgrade Guide』 を参照し て く ださい。

データベース層

データベース層は、 サポー ト さ れる 1 つ以上の RDBMS サーバで構成さ れます。 ご使用の 

Service Manager アプ リ ケーシ ョ ンデータは、 外部RDBMSサーバ上に置 く 必要があ り ます。

詳細については、 21ページの 「データベースの準備」 を参照し て く ださい。
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Web Tier

Web Tierは、 次のコ ンポーネン ト で構成されるオプシ ョ ン機能です。

• Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバ

• Webサーバ

• Service Manager webtier-9.20.warフ ァ イル

Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバは、 sebtier-9.20.war フ ァ イ ルを配置する こ と で Service

ManagerWeb ク ラ イ アン ト か ら の接続を可能にする、 サー ド パーテ ィ 製サーバソ フ ト ウ ェ

アです。

Web サーバは、 Service Manager Web ク ラ イ アン ト に HTTP または HTTPS コ ンテンツを提供  

する サー ド パーテ ィ 製サーバ ソ フ ト ウ ェ アです。 Web サーバが組み込まれた Web アプ リ  

ケーシ ョ ンサーバやバン ド ルされた Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバも あ り ます。 

Service Manager webtier-9.20.warフ ァ イルは、 Service Manager Web ク ラ イ アン ト からの    

接続をサポー ト する ために、 互換Webサーバに配置する必要があ る Web アーカ イブです。

HP統合の最新 リ ス ト については、Service Managerの互換性一覧表を参照し て く ださい。 HP  

サポー ト 一覧表を参照するには、 HP Passportユーザ と し て登録し た上でサイ ン イ ンする必 

要があ り ます。

HP Passport IDは、 次のサイ ト でご登録いただけます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

既にHP Passport アカ ウ ン ト をお持ちの場合は、 次のサイ ト にお進み く ださい。 

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp

ヘルプサーバ

Service Managerヘルプサーバは、 エン ド ユーザが Windows ク ラ イ アン ト およびWeb ク ラ イ 

アン ト から、 あ るいはWebブラ ウザから直接、 ド キ ュ メ ン ト にア ク セスするための設定済

みのWebサーバです。 このオプシ ョ ン機能の詳細については、 105ページの 「ヘルプサーバ 

のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。
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その他の統合

次のHP製品は、 HP Service Managerサーバ と統合されます。 

• HP Asset Manager （Connect-It経由）

• HP UCMDB （Webサービ ス経由）

• HP Business Availability Center （Connect-It経由）

• HP Configuration Management （Connect-It経由）

• HP Operations Manager for Windows （HP OpenView ServiceCenter Automation （SCAuto） 

経由）

• HP Operations Manager for Unix （SCAuto経由）

• HP Network Node Manager （SCAuto経由）

• Release Control （Webサービ ス経由）

• HP DecisionCenter （Connect-It経由）

HP統合の最新 リ ス ト については、Service Managerの互換性一覧表を参照し て く ださい。 HP  

サポー ト 一覧表を参照するには、 HP Passportユーザ と し て登録し た上でサイ ン イ ンする必 

要があ り ます。

HP Passport IDは、 次のサイ ト でご登録いただけます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

既にHP Passport アカ ウ ン ト をお持ちの場合は、 次のサイ ト にお進み く ださい。 

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp
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これらのコ ンポーネン ト は、 次の図のよ う に論理的に接続されています。
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実装参照リ ス ト

Service Manager 9.20 リ リ ースには、 各種の新機能が追加されています。 Service Manager に   

は、 さ ま ざ まな設定オプシ ョ ンや配置オプシ ョ ンが用意されています。 製品の機能向上、

環境への統合、 将来のサポー ト や更新のため、 これらのオプシ ョ ンを最初から考慮する こ

と を推奨し ます。 次のチェ ッ ク リ ス ト に、 独自の実装および更新計画に組み込むこ と がで 

き る考慮事項と推奨手順を示し ます。

次の手順に従って Service Manager を実装し ます。

1 Service Managerの本番環境に必要なハード ウ ェアを決定し ます。

必要なサーバハー ド ウ ェ ア を予測する手順については、 Basic Server Sizing Worksheet   

（基本サーバサイ ジング ワーク シー ト ） を参照し て く ださい。 こ のワーク シー ト は、 カ 

ス タマサポー ト Webサイ ト のナレ ッ ジベースから ダウ ン ロード でき ます。

2 ServiceCenterから ア ッ プグレー ド し ますか？

はい。 手順については、『HP Service Manager 9.20 Upgrade Guide』 を参照し て く ださい。

3 RDBMSへの接続を設定し ます。

手順については、 21ページの 「データベースの準備」 を参照し て く ださい。

4 Service Managerサーバを開発環境にイ ン ス ト ールし ます。

手順については、 41ページの 「サーバのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

5 Service Manager に接続する ク ラ イ アン ト （Windows または Web、 あ るいは両方） を決 

定し ます。

手順については、 Choosing Clients Worksheet （ク ラ イ アン ト 選択ワーク シー ト ） を参照  

し て く だ さい。 このワーク シー ト は、 カス タマサポー ト Web サイ ト のナレ ッ ジベース 

から ダウ ン ロード でき ます。

6 Windows ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールする必要があ り ますか？

はい。 Windows ク ラ イ アン ト の イ ン ス ト ール要件を確認し ます。 手順については、 75  

ページの 「ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

7 Web ク ラ イ アン ト をサポー ト する必要があ り ますか？

はい。 開発環境にService Manager Web Tier を イ ン ス ト ールし ます。 手順については、85     

ページの 「Web Tierのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

8 オン ラ イ ンヘルプを提供し ますか？
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はい。 ヘルプサーバを イ ン ス ト ールし ます。 手順については、 105 ページの 「ヘルプ  

サーバのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

いいえ。 手順9へ進みます。

9 スプラ ッ シュ画面の変更、 カ ス タ ム画像の追加、 会社ブラ ン ド設定の追加、 デフ ォル

ト 設定および接続の保存、 ヘルプサーバへの接続の設定など、 Windows ク ラ イ アン ト

のカス タマイ ズを行いますか？

はい。 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールし ます。 手順については、 113  

ページの 「ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ール」 を参照し て く ださ い。

いいえ。開発環境にWindowsク ラ イ アント をイ ンス ト ールし てから 、手順12へ進みま す。

10 ク ラ イ アント 構成ユーティ リ ティ を 使っ て Windows ク ラ イ アント を カス タ マイ ズし

ま す。

手順については、113ページの 「ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ール」 を  

参照し て く ださ い。

11 開発環境にカス タマイ ズ し た Windows ク ラ イ アン ト を配置し ます。

12 ユーザの環境でService Manager アプ リ ケーシ ョ ンをカ ス タマイ ズ し ます。

a 新しいケ イパビ リ テ ィ ワード を使って、 開発環境でオペレータ レ コード を追加ま

たは更新し ます。

新し いオペレータ の追加手順 と 新し いケ イ パビ リ テ ィ ワー ド の リ ス ト について

は、 Service Managerオン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。

b 開発環境で Service Manager イ ン タ フ ェース を最適化し ます。 例えば、 パブ リ ッ ク  

お気に入 り と ダ ッ シ ュボード の追加、 Web Tier で表示する フ ォームのカ ス タマイ 

ズ、 ア ク セシブルアシス ト ユーザのフ ォームのカ ス タマイ ズを実行でき ます。

新しいお気に入 り と ダ ッ シ ュボード の追加、Web Tierのフ ォームのカ ス タマイ ズ、 

ア ク セ シ ブル ア シ ス ト ユーザの ニー ズ への対応の手順につい て は、 Service

Managerオン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。

c Release Control、 Connect-It、 Web Services などの外部データ ソースおよびアプ リ   

ケーシ ョ ンからの接続 と統合を受け付け る よ う に、 Service Manager サーバを設定 

し ます。

そ の他の ア プ リ ケ ー シ ョ ン への統合 を 有効にす る 手順につい て は、 Service

Managerオン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。
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Service Manager と の接続およびデータの共有が可能なアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト  

については、 Service Managerの互換性一覧表を参照し て く ださい。 HPサポー ト 一  

覧表を参照するには、 HP Passportユーザ と し て登録し た上でサイ ン イ ンする必要 

があ り ます。

HP Passport IDは、 次のサイ ト でご登録いただけます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

既にHP Passport アカ ウ ン ト をお持ちの場合は、 次のサイ ト にお進み く ださい。 

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp

13 開発環境をテス ト し ます。

ク ラ イ ア ン ト およびサーバのカ ス タ マ イ ズ、 ク ラ イ アン ト 接続、 シ ス テム全体のパ

フ ォーマン ス を確認し ます。 問題を修正し、 開発環境を再テス ト し ます。

14 開発環境を本番環境へ切 り 替え るか、 本番環境に拡張し ます。

開発環境を切 り 替え るには、Service Managerサーバを本番環境ネ ッ ト ワーク に接続し、 

必要な ク ラ イ アン ト を本番環境に配置し ます。

開発環境を本番環境に拡張するには、 アプ リ ケーシ ョ ン と オペレータ カ ス タマイ ズの

アン ロー ド フ ァ イルを作成し、 フ ァ イルを本番環境システムにロー ド し ます。 手順に 

ついては、 Service Managerオン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。
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2 データベースの準備
 
こ こ では、 お使いのRDBMS （Relational Database Management System、 リ レーシ ョ ナルデー  

タベース管理シス テム） に HP Service Manager データベース を イ ン ス ト ールする前に、 満  

た し てお く 必要があ るデータベース設定要件について説明し ます。

次の推奨事項は、 従来のデータベースチューニングおよびパフ ォーマン ス測定値を実現し

ている こ と を前提 と し ます。 実際の結果は、 チューニング方法や選択し たハー ド ウ ェ アお 

よびソ フ ト ウ ェ アによ ってシステムご と に異な り ます。 これらの推奨事項は単にひ とつの 

指針を示し た ものであ り 、 万全なテス ト を実施せずに本番システムにこのデータベース を

実装し ないで く ださ い。

こ の章の内容は、HP Service Managerサーバーのイ ン ス ト ール と サポー ト を準備し よ う と し  

ている システム管理者およびデータベース管理者を対象と し ています。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 22ページの 「IBM DB2 Universal Databaseの準備」 

• 27ページの 「Microsoft SQL Serverの準備」 

• 32ページの 「Oracle Serverの準備」 

• 40ページの 「サンプルデータベースのイ ン ス ト ール」 
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 IBM DB2 Universal Databaseの準備

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Service Managerでのサポー ト されている IBM DB2 Universal Database    

の実装の概要を説明し ます。 こ こ での説明は、 Service ManagerおよびDB2 Universal がイ ン   

ス ト ール済みであ る こ と を前提と し ています。 

Service Managerデータベースの初期ロード前に次の手順を実行し て く ださい。  

タ スク 1: データ を格納するのに十分なデータ容量を割り当てます。

23ページの 「全般的な容量要件」 を参照し て く ださい。 

タ スク 2: ユーザ全員に十分な追加サーバ接続を割り当てます。

23ページの 「サーバ接続」 を参照し て く ださい。 

タ スク 3: DB2 サーバに接続する際に使用する Service Manager のログイ ン IDと パスワード を 作成し  

ます。

23ページの 「ロ グ イ ン ID」 を参照し て く ださい。 

タ スク 4: DB2 ツールを使用し て Service Managerデータについてのレポー ト を作成する場合は、 タ イ 

ムゾーンを設定し ます。

25ページの 「DB2 レポー ト のタ イ ムゾーン」 を参照し て く ださい。

タ スク 5: DB2の大文字と小文字の区別を設定し ます。

24ページの 「大文字と小文字の区別」 を参照し て く ださい。

タ スク 6: DB2の接続を有効にし ます。

24ページの 「Service Manager と の接続」 を参照し て く ださい。

タ スク 7: ページサイズを 32 KBに設定し ます。

25ページの 「ページサイ ズ」 を参照し て く ださい。

タ スク 8: データベースのマルチページフ ァ イルの割り当てを有効にし ます。

25ページの 「複数フ ァ イルの割 り 当て」 を参照し て く ださい。

十分な資格を取得し た DB2 Universal Database管理者がこの準備作業を支援し て く ださい。
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タ スク 9: データベースのカ タ ログを作成し ます。

25ページの 「DB2データベースのカ タ ロ グ作成」 を参照し て く ださい。

タ スク 10: データベースのコー ド ページを設定し ます。

26ページの 「コードページの考慮事項」 を参照し て く ださい。

全般的な容量要件

新しいService Manager システムを設定する場合、テス ト システム用に最低1 GBの容量を割  

り 当てる必要があ り ます。本番システムに必要な総容量は、格納するデータ量や実装によ っ

て異な り ます。 

サーバ接続

フ ォ アグ ラ ウ ン ド ま たはバ ッ ク グ ラ ウ ン ド で実行するすべての Service Manager ス レ ッ ド 

に、 DB2 サーバへの接続が必要です。 Service Manager バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセ ッ サを実行 

するには、 17個の接続が必要です。 データベース を設定する際には、 ユーザ全員に十分な

接続を割 り 当て る よ う にし て く ださい。 詳細については、 お使いの DB2 ベンダーの ド キ ュ 

メ ン ト を参照し て く ださ い。

ログイ ン ID

DB2サーバに接続する際に使用する Service Managerのロ グ イ ン ID と パス ワード を作成し ま 

す。 ロ グ イ ンには、 ターゲ ッ ト データベースへの CREATE/ALTER/DROP TABLE 権限が必 

要です。 

Service Manager データはすべて、 1 つの DB2 イ ン ス タ ン ス内の 1 つ以上の専用テーブルス 

ペースに格納し て く ださい。 これら テーブルスペースには、 Service Manager データのみを  

格納する必要があ り ます。 複数のイ ン ス タ ン スは、 単一イ ン ス タ ン ス ソ リ ューシ ョ ン よ り

も多 く のシステム リ ソース を消費し ます。

CREATE/ALTER/DROP TABLE権限は、 新しい Service Manager テーブルのイ ン ス ト ール と  

作成中にのみ必要と な り 、さ らにテーブル と イ ンデッ ク ス を作成する DDLの発行を Service

Managerに許可する場合にのみ必要 と な り ます。 
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ロ グ イ ン IDには、 次のDB2接続特権が必要です。

• データベースへの接続

• テーブルの作成

• スキーマの暗黙の作成

Service Managerにロ グオンする と、 そのロ グ イ ン IDに対し て定義されたデフ ォル ト テーブ 

ルスペースにテーブルが作成されます。

大文字と小文字の区別

Service Managerは大文字と小文字を区別する DB2だけをサポー ト し ます。 

Service Manager との接続

Service Managerは、DB2 ク ラ イ アン ト を通じ てデータベースに接続し ます。 Service Manager   

アプ リ ケーシ ョ ンサーバ と DB2サーバ間の接続を設定するには、 次の情報を入力する必要

があ り ます。

• データベース名。 

• データベースサーバに接続するために必要な ロ グ イ ン と パス ワード。 これは、 23ペー

ジの 「ロ グ イ ン ID」 で作成し た ロ グ イ ン と パス ワー ド です。

Service Manager の初期設定フ ァ イルには、 sm.ini と い う 名前が付け られています。 こ の 

フ ァ イ ルは、 Service Manager サーバのRUN デ ィ レ ク ト リ の下に置 く 必要が あ り ま す。 

sm.iniフ ァ イルでは、 Service Managerサーバパラ メ ータ を設定でき ます。 

接続を作成し た後、 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行し て、 接続を検証し、 シ ス テム を DB2 に

ロード でき ます。 詳細については、 70ページの 「サーバの設定」 を参照し て く ださい。 

Service Managerが使用するすべてのテーブルスペース （一時テーブルスペース を含む） に 

対し て、 使用特権が必要です。
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DB2 レポー ト のタ イムゾーン

DB2 ツ ール を使用 し て Service Manager デー タ につい て の レ ポー ト を 作成す る 場合は、 

sm.ini フ ァ イルsqltzパラ メ ータ を設定し ます。 sqltzパラ メ ータの使用方法について 

は、 Service Managerヘルプのシステムパラ メ ータの ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。 

ページサイズ

DB2のデフ ォル ト ページサイ ズは、 4096バイ ト （4 KB） です。 Service Managerには、 32768  

バイ ト （32 KB） のページが必要にな り ます。 32 KBのページサイ ズバッ フ ァプール、 テー   

ブルスペース、 およびシ ス テム一時テーブルスペース を必ず作成し て く だ さ い。 新し い 

テーブルスペースにロ グ イ ン ID ア ク セス を与えます。

複数フ ァ イルの割り当て

マルチページフ ァ イルの割 り 当てを有効にする と、 大規模な挿入操作によ るオーバーヘッ

ド を削減でき ます。 これは、 DB2が同時に1ページではな く 1 マルチページ分、 新しいデー 

タページをテーブルスペースに割 り 当て る こ と が可能にな るからです。 

マルチページフ ァ イル割 り 当てを有効にするには ：

1 イ ン ス タ ン スオーナーと し て、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンをデータベースから切断し

ます。

2 次のコマン ド を実行し ます。

db2empfa <dbname>

DB2データベースのカ タ ログ作成

データベースのカ タ ロ グを作成するには ：

1 Service ManagerサーバマシンにDB2 ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールし ます。

2 DB2 ク ラ イ アン ト ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て接続するデータベースのカ タ ロ グを作成

し ます。

別のタ イ ムゾーン設定を使用する と、DB2ユーテ ィ リ テ ィ が作成し たレポー ト 内の日付が

正確でな く なる こ と があ り ます。 

マルチページフ ァ イルの割 り 当ては、 SMS テーブルスペースでのみ有効にでき ます。 
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3 設定ツールのデータ ベース名と し てカタ ロ グ操作の実行時に定義し た名前を使用し ます。

コー ド ページの考慮事項

Service Manager で使用するために、 UTF-8 コードページを設定し た DB2 データベース を作 

成し ます。 Service Manager か ら DB2 ク ラ イ アン ト に渡されるすべてのデータは、 UTF-8 で  

エン コード されるので、 UTF-8ベースの DB2 を使用する と、 データ変換でのオーバーヘッ

ド が削減され、 さ らに特殊文字が喪失する こ と がな く な り ます。
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Microsoft SQL Serverの準備

こ のセ ク シ ョ ンでは、 Service Managerでのサポー ト されている Microsoft SQL Serverデータ   

ベースの実装の概要を説明し ます。 こ こ での説明は、 Service Manager および SQL Server が   

イ ン ス ト ール済みであ る こ と を前提と し ています。 

Service Managerデータベースの初期ロード前に次の手順を実行し て く ださい。 

タ スク 1: ユーザ全員に十分な追加サーバ接続を割り当てます。

28ページの 「サーバ接続」 を参照し て く ださい。 

タ スク 2: SQL Server に接続する際に使用する Service Manager のログイ ン ID と パスワード を 作成し   

ます。

28ページの 「ロ グ イ ン ID」 を参照し て く ださい。 

タ スク 3: SQL Server ツールを使用し て Service Manager データについてのレポー ト を作成する場合  

は、 タ イムゾーンを設定し ます。

29ページの 「SQL Server レポー ト のタ イ ムゾーン」 を参照し て く ださい。

タ スク 4: ターゲッ ト データベースに対し て ［チ ェ ッ クポイ ン ト 時のログ切り捨て］ オプシ ョ ンを有

効にし ます。

29ページの 「Microsoft SQL Serverの ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グサイ ズ」 を参照し て く ださ い。 

タ スク 5: ODBC Driverシステムデータ ソースを作成し ます。

30ページの 「Service Manager と の接続」 を参照し て く ださい。

タ スク 6: 大文字と小文字の区別を設定し ます。

31ページの 「大文字と小文字の区別」 を参照し て く ださい。

タ スク 7: SQL Serverのコー ド ページを設定し ます。

31ページの 「コードページの考慮事項」 を参照し て く ださい。

十分な資格を取得し た Microsoft SQL Server管理者がこの準備作業を支援し て く ださい。
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全般的な容量要件

新しいService Manager システムを設定する場合、テス ト システム用に最低1 GBの容量を割  

り 当てる必要があ り ます。本番システムに必要な総容量は、格納するデータ量や実装によ っ

て異な り ます。 

サーバ接続

フ ォ アグ ラ ウ ン ド ま たはバ ッ ク グ ラ ウ ン ド で実行するすべての Service Manager ス レ ッ ド 

に、 SQL Server への接続が必要です。 Service Manager バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセ ッ サを実行  

するには、 17個の接続が必要です。 データベース を設定する際には、 ユーザ全員に十分な

接続を割 り 当て る よ う にし て く ださ い。 詳細については、 お使いの SQL Server の ド キ ュ メ   

ン ト を参照し て く ださ い。

ログイ ン ID

SQL Serverに接続する際に使用する Service Managerのロ グ イ ン ID と パス ワード を作成し ま  

す。 ロ グ イ ンには、 ターゲ ッ ト データベースへの CREATE/ALTER/DROP TABLE 権限が必  

要です。 Service Manager にロ グオンする と、 そのロ グ イ ン ID に対し て定義されたデフ ォル  

ト テーブルスペースにテーブルが作成されます。

SQL Serverの単一イ ン ス タ ン ス内の専用のテーブルスペースに、 Service Managerの全デー  

タ を格納する よ う にし て く ださ い。 このテーブルスペースには、 Service Managerデータの 

みを格納する必要があ り ます。 複数のイ ン ス タ ン スは、 単一イ ン ス タ ン ス ソ リ ューシ ョ ン

よ り も多 く のシステム リ ソース を消費し ます。

CREATE/ALTER/DROP TABLE権限は、 新しい Service Manager テーブルのイ ン ス ト ール と  

作成中にのみ必要と な り 、さ らにテーブル と イ ンデッ ク ス を作成する DDLの発行を Service

Managerに許可する場合にのみ必要 と な り ます。 
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SQL Server レポー ト のタ イムゾーン

SQL Serverツールを使用し てService Managerデータについてのレポー ト を作成する場合は、  

sm.ini フ ァ イルsqltzパラ メ ータ を設定し ます。 sqltzパラ メ ータの使用方法について 

は、 Service Managerヘルプのシステムパラ メ ータの ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。 

レポー ト のためのODBC ド ラ イバへのアクセスの許可

レポー ト のためにODBC ド ラ イバへのオペレータのア ク セス を許可するには ：

1 Service Managerにシステム管理者特権でロ グオン し ます。

2 ［システム管理］ > ［進行中のメ ンテナンス］ > ［オペレータ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［検索］ を ク リ ッ ク し て、 編集する ［オペレータ］ レ コード を見つけます。

4 ［起動］ タブを選択し ます。

5 ［実行ケイパビ リ テ ィ ］ フ ィ ール ド で、 ［フ ィ ル］ 機能を使用し て、 ［ODBC］ を選択し

ます。 これによ り 、 ODBC ド ラ イバへのオペレータ ア ク セスが許可されます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

 Microsoft SQL Serverの ト ラ ンザク シ ョ ンログサイズ

初期システム ロード中、 Service Manager は SQL Server に対し て大きな挿入 ト ラ ンザク シ ョ   

ン負荷をかけ ます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ グが膨大な量にな ら ない よ う にする には、 SQL 

Server 上のターゲ ッ ト データベースに対し て ［チェ ッ ク ポ イ ン ト 時のロ グ切 り 捨て］ オプ

シ ョ ンを設定し て く ださ い。

別のタ イ ムゾーン設定を使用する と、 SQL Serverユーテ ィ リ テ ィ が作成し たレポー ト 内の 

日付が正確でな く なる こ と があ り ます。 
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Service Manager との接続

一般的な接続規則 ：

• 設定ツールで入力するデータベース名は、 ODBC Driver システムデータ ソースに一致 

させる必要があ り ます。

• システム DSN と し て ODBC Driver データ ソース を設定し ます。 以下を設定し て使用し  

ます。

― SQL Server 認証

― ANSI の引用符付き識別子

― ANSI の NULL、 埋め込み文字、 警告

• Service Managerは、 64 ビ ッ ト 版Microsoft SQL Server 2005 と の互換性があ り ます。

― 64 ビ ッ ト 版 ODBC ア ド ミ ニス ト レータ を使用し てシステム DSN を作成する と、

Service Manager は動作し ません。

― Service Manager が 64 ビッ ト 版 Windows シス テムにイ ンス ト ールさ れている 場合、 

C:\WINDOWS\SysWOW64から odbcad32.exeを起動し て、ODBC Driver用のシス テム 

DSN エント リ を作成し ま す。 こ のコ マンド によ り 、 Service Manager が使用する 32  

ビッ ト 版 SQL ネイ ティ ブク ラ イ アント のシス テム DSN ド ラ イ バが作成さ れま す。

• Service Managerが32 ビ ッ ト 版Windows システムにイ ン ス ト ールされている場合、 

Service Managerは32ビ ッ ト 版SQLネ イ テ ィ ブ ク ラ イ アン ト のシステムDSN ド ラ イバを 

使用し ます。

接続の有効化

Service Managerは、ODBC接続を通じ てデータベースに接続し ます。 Service Manager アプ リ    

ケーシ ョ ンサーバ と SQL Server間の接続を設定するには、 次の情報を入力する必要があ り  

ます。

• データベース名。 

• データベースサーバに接続するために必要な ロ グ イ ン と パス ワード。 これは、 23ペー

ジの 「ロ グ イ ン ID」 で作成し た ロ グ イ ン と パス ワー ド です。

Service Manager の初期設定フ ァ イルには、 sm.ini と い う 名前が付け られています。 こ の 

フ ァ イ ルは、 Service Manager サーバのRUN デ ィ レ ク ト リ の下に置 く 必要が あ り ま す。 

sm.iniフ ァ イルでは、 Service Managerサーバパラ メ ータ を設定でき ます。 
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接続を作成し た後、構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行し て、接続を検証し、システムを SQL Server 

にロード でき ます。 詳細については、 70ページの 「サーバの設定」 を参照し て く ださい。

大文字と小文字の区別

Service Managerは、 大文字と小文字を区別する Microsoft SQL Server と区別し ないMicrosoft   

SQL Server の両方をサポー ト し ます。 HP Service Manager を大文字 と 小文字を区別し ない    

モード で使用するには、 HP Service Manager を イ ン ス ト ールする前に、 SQL Server上で大文   

字 と 小文字を区別し ないコ レーシ ョ ンを選択する必要があ り ます。 データベースの作成時 

に、 ソー ト 順序の大文字と小文字の区別を指定でき ます。

SQL Serverの大文字と小文字の区別の設定

SQL Serverデータベースの作成時に、 コ レーシ ョ ンを適切な値に設定し ます。 

• 大文字と小文字を区別するモード で実行するには、_BINで終わる コ レーシ ョ ン、例え

ばLatin1_General_BINを選択し ます。

• 大文字と小文字を区別し ないモード で実行するには、_CI_ASで終わる コ レーシ ョ ン、

例えばLatin1_General_CI_ASを選択し ます。 

Service Managerは自動的に設定を検出し て、 正し く 動作し ます。

コー ド ページの考慮事項

SQL Server データベースの作成に使用する コードページは、 大部分のデータの文字セ ッ ト  

をサポー ト する ものにし ます。 SQL ServerはUTF-8 コードページをサポー ト し ないので、必  

要な場合は複数の文字セ ッ ト をサポー ト するデータ型を使用し ます。  

西ヨーロ ッパのコードページを選択し た場合、 VCHAR、 CHAR、 TEXTデータ型と し て定

義された列に、 東ヨーロ ッパ文字またはアジア文字を格納する こ と はでき ません。 異なる 

言語の文字を格納する必要があ る場合は、 代わ り に NVARCHAR、 NCHAR、 NTEXT デー

タ型を使用する こ と を検討し て く ださ い。
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Oracle Serverの準備

こ のセ ク シ ョ ンでは、 サポー ト される Oracle データベースの実装の概要を説明し ます。 こ 

こ での説明は、 Service Manager および Oracle がイ ン ス ト ール済みであ る こ と を前提 と し て 

います。 

Service Managerデータベースの初期ロード前に次の手順を実行し て く ださい。

タ スク 1: データ を格納するのに十分なデータ容量を割り当てます。

33ページの 「全般的な容量要件」 を参照し て く ださい。

タ スク 2: ユーザ全員に十分な追加サーバ接続を割り当てます。

33ページの 「サーバ接続」 を参照し て く ださい。 

タ スク 3: Oracleサーバに接続する際に使用するService Managerのログイ ン ID とパスワー ド を作成し 

ます。

33ページの 「ロ グ イ ン ID」 を参照し て く ださい。 

タ スク 4: Oracle ツールを使用し て Service Managerデータのレポー ト を作成する場合は、 タ イムゾー 

ンを設定し ます。

34ページの 「Oracle レポー ト のタ イ ムゾーン」 を参照し て く ださい。

タ スク 5: テーブルスペースが正し く 設定されている こ と を確認し ます。

35ページの 「Oracle テーブルスペース と ユーザ」 を参照し て く ださい。 

タ スク 6: Unix環境変数を更新し て、Oracle 32 ビ ッ ト 版ク ラ イアン ト ラ イブラ リへのパスを設定し ま 

す。

36ページの 「Oracle 32 ビ ッ ト ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ 」 を参照し て く ださい。

タ スク 7: Service Manager システム上にOracle ク ラ イアン ト を イ ンス ト ールし ます。

35ページの 「接続の設定」 を参照し て く ださい。

十分な資格を取得し た Oracle管理者がこの準備作業を支援し て く ださい。
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タ スク 8: 大文字と小文字の区別を設定し ます。

36ページの 「大文字と小文字の区別」 を参照し て く ださい。

タ スク 9: データベースのコー ド ページを設定し ます。

39ページの 「コードページの考慮事項」 を参照し て く ださい。

全般的な容量要件

新しいService Manager システムを設定する場合、テス ト システム用に最低1 GBの容量を割  

り 当てる必要があ り ます。本番システムに必要な総容量は、格納するデータ量や実装によ っ

て異な り ます。 

サーバ接続

フ ォ アグ ラ ウ ン ド ま たはバ ッ ク グ ラ ウ ン ド で実行するすべての Service Manager ス レ ッ ド 

に、 Oracle サーバへの接続が必要です。 Service Manager バッ ク グ ラ ウ ン ド プロセ ッ サを実 

行するには、 17個の接続が必要です。 データベース を設定する際には、 ユーザ全員に十分

な接続を割 り 当て る よ う にし て く だ さ い。 詳細については、 お使いの Oracle の ド キ ュ メ ン 

ト を参照し て く ださ い。

ログイ ン ID

Oracleサーバに接続する際に使用する Service Managerのロ グ イ ン ID と パス ワード を作成し 

ます。 ロ グ イ ン ID は、 以下の特権を持つ必要があ り ます。 Service Manager にロ グオンする   

と、そのロ グ イ ン IDに対し て定義されたデフ ォル ト テーブルスペースにテーブルが作成さ

れます。

Service Managerには、 次のOracleユーザ特権が必要です。

• 接続

• テーブルの作成、 変更、 削除

Oracle の単一イ ン ス タ ン ス内の専用のテーブルスペースに、 Service Manager の全データ を 

格納する よ う にし て く ださ い。 このテーブルスペースには、 Service Managerデータのみを 

格納する必要があ り ます。 複数のイ ン ス タ ン スは、 単一イ ン ス タ ン ス ソ リ ューシ ョ ン よ り

も多 く のシステム リ ソース を消費し ます。
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• イ ンデッ ク スの作成、 変更、 削除

• 任意のデ ィ ク シ ョ ナ リ の選択

• セ ッ シ ョ ン特権の変更

これらの特権を Oracleユーザに与え るには、 次のOracle ステー ト メ ン ト を使用し ます。

create user <smadmin> identified by <smadmin> default tablespace 

<users> quota unlimited on <users>;

grant connect, resource, select any dictionary to <smadmin>;

Oracle レポー ト のタ イムゾーン

Oracle ツールを使用 し て Service Manager デー タ についての レ ポー ト を作成す る 場合は、 

sm.ini フ ァ イルsqltzパラ メ ータ を設定し ます。 sqltzパラ メ ータの使用方法について 

は、 Service Managerヘルプのシステムパラ メ ータの ト ピ ッ ク を参照し て く ださい。 

Service Manager との接続

Service Managerは、Oracleク ラ イ アント を通じ てデータ ベース に接続し ま す。 Service Manager   

サーバと Oracleと の間の接続を設定する には、 次の情報を入力する 必要があり ま す。

• データベース名。 

• データベースサーバに接続するために必要な ロ グ イ ン と パス ワード。 これは、 33ペー

ジの 「ロ グ イ ン ID」 で作成し た ロ グ イ ン と パス ワー ド です。

Service Manager の初期設定フ ァ イルには、 sm.ini と い う 名前が付け られています。 こ の 

フ ァ イ ルは、 Service Manager サーバのRUN デ ィ レ ク ト リ の下に置 く 必要が あ り ま す。 

sm.iniフ ァ イルでは、 Service Managerサーバパラ メ ータ を設定でき ます。 

接続を作成し た後、 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行し て、 接続を検証し、 システムを Oracle に

ロード でき ます。 詳細については、 70ページの 「サーバの設定」 を参照し て く ださい。

CREATE/ALTER/DROP TABLE特権は、 新しい Service Manager テーブルのイ ン ス ト ール と  

作成中にのみ必要と な り 、さ らにテーブル と イ ンデッ ク ス を作成する DDLの発行を Service

Managerに許可する場合にのみ必要 と な り ます。 

別のタ イ ムゾーン設定を使用する と、 Oracle ユーテ ィ リ テ ィ が作成し たレポー ト 内の日付

が正確でな く なる こ と があ り ます。 
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接続の設定

次の手順に従って Oracleデータベースへの接続を設定し ます。

1 Service ManagerサーバマシンにOracle ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールし ます。 

2 tnsnames.oraフ ァ イルでOracleサーバへの接続を設定し ます。

tnsnames.oraフ ァ イルで名前を定義し ます。 

• Unix プラ ッ ト フ ォーム上では、 tnsnames.ora フ ァ イルは $ORACLE_HOME/

network/adminに置かれるか、 TNS_ADMIN環境変数を使用し て指定でき ます。

• Windows プラ ッ ト フ ォーム上では、 tnsnames.ora フ ァ イルは Oracle ホームの

[%ORACLE_HOME%/network/admin]デ ィ レ ク ト リ の下に置かれます。

3 sm.iniフ ァ イルの sqldbパラ メ ータに、Oracleデータベース接続名を指定し ます。 これ 

は、 構成ツールを実行し て Service Managerサーバを イ ン ス ト ールし、 tnsnames.ora 

フ ァ イルに記述し たデータベース名を指定し た後で行 う こ と ができ ます。 詳細につい 

ては、 70ページの 「サーバの設定」 を参照し て く ださい。

Oracle テーブルスペース とユーザ

Oracle サーバ上のほ と ん ど の テーブルは、 50 KB 未満のデー タ を 保存 し ま す。 Service 

Managerは、 SQL テーブルの作成時に初期ス ト レージスペースサイ ズを設定し ます。 

Service Managerの新し いOracleイ ンス タ ンス を手動で作成する 際には、次の操作を行いま す。

• 8 KB またはその倍数のブロ ッ ク サイ ズを持つデータベース を作成し ます。 

• Service Manager データ用のテーブルスペース を別途作成し、 これを Service Manager  

ユーザのデフ ォル ト テーブルスペースに設定し ます。 

• Service ManagerユーザのTEMPORARYテーブルスペース を適切な一時テーブルスペー 

スに設定し ます。

Service Manager には、 32 ビ ッ ト の Oracle ク ラ イ アン ト ラ イブラ リ が必要です。 

これは、 Oracle 64 ビ ッ ト ク ラ イ アン ト イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ またはOracle 

32 ビ ッ ト Instant Client デ ィ レ ク ト リ に あ り ま す。 Oracle サ イ ト を参照 し て、  

Service Managerを実行するプラ ッ ト フ ォームに対応する Oracle ク ラ イ アン ト を 

ダウ ン ロード し て く ださ い。
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Oracle 32 ビ ッ ト ク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ

次の手順に従って Oracle用のUnix環境変数を設定し ます。

1 Oracle ク ラ イ アン ト の32 ビ ッ ト 版共有ラ イブラ リ へのパス を探し ます。

2 次の例で示すよ う にUnix環境変数を設定し ます。 これらの例では、Oracle ク ラ イ アン ト  

共有ラ イブラ リ へのパスは、 Oracle環境変数$ORACLE_HOMEへの相対パス と し て設定

されています。

C シ ェ ル : setenv LD_LIBRARY_PATH $LD_LIBRARY_PATH: $ORACLE_HOME/   
lib32

korn シェル : export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH: $ORACLE_HOME/   
lib32

大文字と小文字の区別

Service Manager は、 Oracle 11.2 以降で大文字 と 小文字を区別し ないデータベース をサポー  

ト し ます。  それよ り 前の Oracle のバージ ョ ンでは、 Service Manager には大文字 と小文字を   

区別するデータベースが必要です。 

大文字と小文字の区別の設定

Oracle データベースの新規作成時に大文字 と 小文字の区別を設定する か、 既存のデータ

ベースの大文字と小文字の区別を変更する こ と ができ ます。

新規Oracleデータベースの大文字と小文字の区別を設定するには ：

1 新規Oracleデータベース を作成する際に、［All Initialization Parameters （すべての初期化  

パラ メ ータ）］ を選択し、 パラ メ ータ を変更し ます。

2 次の表に示すよ う に大文字と小文字の区別を設定し ます。  

NLS_SORTパラ メ ータ と NLS_COMPパラ メ ータに対し て必ず［Override Default 

（デフ ォル ト をオーバーラ イ ド）］ チェ ッ ク ボ ッ ク ス をマーク し ます。

パラ メ ータ名 大文字と小文字を区別

大文字と小文字を 

区別し ない

NLS_SORT BINARY BINARY_CI

NLS_COMP BINARY LINGUISTIC
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3 Service Managerで、 次のSQL ステー ト メ ン ト で ク エ リ を実行し て、 パラ メ ータが有効 

であ る こ と を確認し ます。

select parameter, value from nls_instance_parameters;

NLS_SORT と NLS_COMPの値が、 選択し た もの と一致する必要があ り ます。

大文字と小文字を区別する既存の Oracle データベース を変更し て、 Service Manager データ 

の大文字と小文字を区別し ないよ う にするには ：

1 Service Managerデータ をすべてバッ ク ア ッ プし ます。 「sm -system_unload 

-system_directory:<Service Managerデータ アン ロード フ ァ イルを保存するパス

>」 を実行し ます。

2 Oracleに sys adminユーザでロ グ イ ン し、 次のステー ト メ ン ト を実行し ます。 

alter system set NLS_SORT=BINARY_CISCOPE=SPFILE; 
alter system set NLS_COMP=LINGUISTICSCOPE=SPFILE; 
create pfile from spfile;

3 Oracle イ ン ス タ ン ス をシャ ッ ト ダウ ン し て再起動し ます。 

4 Service Manager テーブルをすべて削除し ます。

5 Service Managerで、 次のSQL ステー ト メ ン ト で ク エ リ を実行し て、 パラ メ ータが有効 

であ る こ と を確認し ます。

select parameter, value from nls_instance_parameters;

NLS_SORT と NLS_COMPの値が、 選択し た もの と一致する必要があ り ます。

6 groupname、sqldebug、 およびその他のデバッ グパラ メ ータ をsm.iniフ ァ イルから

削除 し、 「sm -system_load -system_directory:<Service Manager デー タ ア ン   

ロード フ ァ イルのパス >」 を実行し ます。

大文字と小文字を区別し ない固有イ ンデ ッ クスの確認

初期システム ロード の際に、Service Managerは各テーブルに対し て、そのテーブル内のキー 

に基づいて、 大文字 と 小文字を区別 し ない イ ンデ ッ ク ス のセ ッ ト を作成 し てい ま す。

sqldebug:1パラ メ ータがsm.ini フ ァ イルにあ る場合、 Service Manager は、 最初にテー 

ブルを読み取る と きに これら のイ ンデッ ク ス を ロ グに記録し ます。 sm.log フ ァ イルの内 

容を見る こ と で、 各テーブルに対し て作成された設定を確認でき ます。

Oracle をパラ レルサーバで実行し ている場合、 必ず Oracle のすべてのイ ン ス タ ン スにパラ

メ ータ フ ァ イルを複製し て く ださ い。
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大文字と小文字を区別し ない固有イ ンデッ ク スは、 列式が 

NLSSORT("<field name>",'nls_sort=''BINARY_CI''') であ る Oracle のフ ァ ン ク シ ョ ンベース イ 

ンデッ ク ス と同じにな るはずです。

大文字と小文字を区別し ない固有イ ンデッ ク スが正しい列式で作成されている こ と を確認

するには ：

1 <SM_install_location>\Server\RUN デ ィ レ ク ト リ にあ る sm.ini フ ァ イルで

sqldebug:1を設定し ます。 

2 Service Manager を起動し ます。 

3 <SM_install_location>\Server\logsデ ィ レ ク ト リ にあ る sm.log フ ァ イルを

確認し ます。

ロ グフ ァ イルの次のエン ト リ は、 Oracle イ ン ス タ ン スが大文字 と 小文字を区別し ないよ う

に設定されてお り 、 そのイ ン ス タ ン スに正し く 接続できた こ と を示し ます。 

ロ グ フ ァ イ ルの次の情報は、 Dbdict テーブルに イ ン デ ッ ク ス DBDICTM1C989DE64 が

"NAME" と い う キーで存在し、 これは大文字 と小文字を区別し ないこ と を示し ます。 

RTE I Oracle server settings for language, territory and character set: 

AMERICAN_AMERICA.AL32UTF8 (AL16UTF16)

RTE I OCI Client settings for language, territory and character set: 

AMERICAN_AMERICA.AL32UTF8 (UTF16)

....

RTE I Oracle instance setting for NLS_SORT is set to BINARY_CI

RTE I Oracle instance setting for NLS_COMP is set to LINGUISTIC 

...

RTE I Oracle session is set up in CASE INSENSITIVE mode

RTE D Table Name: DBDICTM1

RTE D Schema Name                    Index Name

RTE D ------------------------------ ------------------------------

RTE D SMDB                           DBDICTM1C989DE64

RTE D ------------------------------ ------------------------------

（中略）

Type Column Name                    Column Expression 

---- ------------------------------ ---------------------------------------

U    SYS_NC00003$                   NLSSORT("NAME",'nls_sort=''BINARY_CI''')

---- ------------------------------ ---------------------------------------
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コー ド ページの考慮事項

Service Manager で使用する ために、 UTF-8 コー ド ページを設定し た Oracle データベース を 

作成し ます。 Service Managerから Oracle ク ラ イ アン ト に渡されるすべてのデータは、UTF-8  

でエン コー ド されるので、 UTF-8 ベースの Oracle を使用する と、 データ変換でのオーバー

ヘッ ド が削減され、 さ らに特殊文字が喪失する こ と がな く な り ます。
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サンプルデータベースのイ ンス ト ール

イ ン ス ト ール DVD にはデモ用に SQL Server Express Edition が収録されています。 開発、 テ   

ス ト 、および本番システムで使用するには、エン タープラ イ ズレベルのRDBMSが必要です。

次の手順に従ってサンプルデータベース を イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

3 ［Install SQLServer2005 for use withHP Service Manager for testing purpose     

only.］ を ク リ ッ ク し ます。

SQLServer フ ォルダが開き ます。

4 SetupSQLServer.bat をダブルク リ ッ ク し ます。

5 プロ ンプ ト が表示された ら、 任意のキーを押し て イ ン ス ト ールを終了し ます。

サンプルデータベースがイ ン ス ト ールされ、 次のプロパテ ィ が設定されます。

あ らかじめ用意されている sm.cfgおよびsm.ini フ ァ イルのデフ ォル ト 設定は、 サンプ

ルデータベースで動作する よ う に設定されています。 別のデータベースサーバに接続する 

には、 構成ツールを使用し て適切な値を設定し ます （70ページの 「設定ツール」 を参照）。 

イ ン ス タ ン ス名 ： SMDEMO

セキ ュ リ テ ィ モード ： SQL

データベース名 ： SMDEMO

SQL ロ グ イ ン /ユーザ名 ： SA

SAパス ワード ： SM@DEMODATA1

コ レーシ ョ ン ： Latin1_General_BIN
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3 サーバのイ ンス ト ール
HP Service Managerは、 Windows またはUnixサーバにイ ン ス ト ールでき ます。 こ こ では、 イ   

ン ス ト ールの要件と サーバのイ ン ス ト ール方法について説明し ます。 

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 42ページの 「Windowsへのサーバのイ ン ス ト ール」 

• 49ページの 「Unixへのサーバのイ ン ス ト ール」 

• 64ページの 「AutoPassの要件」 

• 65ページの 「サーバがDHCPから IP ア ド レ ス を取得する場合、 サーバの新しい IP ア ド

レ スに対応し た新しいラ イセン ス フ ァ イルを要求する こ と が必要な場合があ り ます。」 

• 70ページの 「サーバの設定」 

サーバのア ッ プグレード方法については、『HP Service Manager Upgrade Guide』 を参照し て    

く ださい。 

AIX、 HP-UXおよびSolaris システムにService Managerサーバを イ ン ス ト ールするには、 事 

前に JVM 1.6 を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 JVM のイ ン ス ト ール方法については、  

Javaの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。 
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Windowsへのサーバのイ ンス ト ール

現在のプラ ッ ト フ ォームの要件と互換性については、次のURLのカ ス タマサポー ト Webサ

イ ト をご覧 く ださ い。

http://support.openview.hp.com/

イ ンス ト ールの要件

HP Service Manager を Windowsサーバにイ ン ス ト ールするには、 次の条件が必要です。

• 互換性のあ る Windowsオペレーテ ィ ングシステム

• 使用オペレーテ ィ ングシステム用の最新のWindows Update

• 1 GB以上のRAM （推奨）

― 本番環境の場合は、 予想されるユーザ負荷に基づいて RAM を決定し ます。

• Windowsサーバにイ ン ス ト ールするためのローカル管理者アカ ウ ン ト

詳細については、 Service Managerの互換性一覧表を参照し て く ださい。 * HPサ   

ポー ト 一覧表には、HP Passportユーザ と し て登録し た上でサイ ン イ ンする必要 

があ り ます。

HP Passport IDは、 次のサイ ト でご登録いただけます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

既にHP Passport アカ ウ ン ト をお持ちの場合は、 次のサイ ト にお進み く ださい。 

http://support.openview.hp.com/sc/support_matrices.jsp
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システム要件

Service Manager を イ ン ス ト ールする前に、 使用システムが次の要件を満たすこ と を確認し 

ます。

データベース リ ソース

Service Managerには、 次の リ レーシ ョ ナルデータベースシステム （REBMS） リ ソースが必 

要です。

表 1 サーバを イ ン ス ト ールするためのWindowsのシステム要件

要件 必要な リ ソース

デ ィ ス ク容量 サーバイ ン ス ト ールの場合、 400 MB

TCP/IP 
サービ ス名

Service Managerサーバの設定中に、 有効な TCP/IPサービ ス

ポー ト の入力を求めるプロ ンプ ト が表示されます。 Service 

Managerに対し て選択するポー ト 番号は、 1024 よ り も大き く

なければな り ません。

表 2 サーバを イ ン ス ト ールするためのデータベース要件

要件 必要な リ ソース

RDBMSサーバ サポー ト されている RDMS サーバを イ ン ス ト ールし て設定し

ます。

• IBM DB2

• Oracle

• MS SQL Server

現在サポー ト されている RDBMSサーバの リ ス ト については、

Service Managerの互換性一覧表を参照し て く ださい。

RDBMS ク ラ イ アン ト ご使用の RDBMS サーバでサポー ト さ れているデータベース

ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールし て設定し ます。

• DB2 ク ラ イ アン ト

• Oracle ク ラ イ アン ト

• SQL Server用に定義された Windows ODBC DSN

現在サポート さ れている RDBMSク ラ イ アント のリ ス ト につ

いては、 Service Managerの互換性一覧表を参照し てく ださ い。
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サーバリ ソース

Service Managerサーバは、 次の リ ソース を使用し ます。

表 3 Service Managerサーバシステムの リ ソース

リ ソース 説明

プロセス システムによ って、 sm.cfgフ ァ イルの sm コマン ド ラ イ ンご と

に1つのプロセスが起動されます。 デフ ォル ト で、 各プロセス

は50 コ ンカレ ン ト ユーザセ ッ シ ョ ンに制限されています。 各

ユーザセ ッ シ ョ ン またはバッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスに専用のス

レ ッ ド が割 り 当て られます。

• sm.cfgフ ァ イルの sm system start コマン ド を使用し てバッ

ク グ ラ ウ ン ド プロセス を起動する場合、 smプロセスはバッ

ク グ ラ ウ ン ド プロセス ス レ ッ ド を所有し ます。 

• Service Manager内のユーザセ ッ シ ョ ンからバッ ク グ ラ ウ ン

ド プロセス を起動する場合、 ユーザセ ッ シ ョ ンを所有する

ス レ ッ ド コ ン ト ローラプロセスは、 バッ ク グ ラ ウ ン ド プロ

セス ス レ ッ ド も所有し ます。

50以上のコ ンカレ ン ト ユーザセ ッ シ ョ ンを許可するには、 ヘル

プのサーバの実装オプシ ョ ンに関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ

さい。

共有 メ モ リ サーバは約50 MBの基本共有 メ モ リ を使用し、 さ らに50ユーザ

ご と に5 MBの追加共有 メ モ リ を必要 と し ます。 

システムが割 り 当てる共有 メ モ リ の量は、 sm.iniフ ァ イルの

shared_memoryパラ メ ータ を使用し て指定でき ます。
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Service Managerサーバのセ ッ ト ア ッ プ

次の手順に従って Service Managerサーバを イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに挿入し ます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

3 ［Install HP Service Manager Server for Windows（HP Service Manager Server for     

Windowsのイ ンス ト ール）］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ 実行］をク リ ッ ク し て、Service Managerサーバのセッ ト アッ プウ ィ ザード を開始し ま す。

5 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス契約を読んだ上で同意し ます。

6 ［I accept the terms of the License Agreement （ラ イセンス契約の条件に同意し ま    

す）］ オプシ ョ ンを選択し ます。

［Next］ ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ます。

7 次のいずれかを実行し ます。

• ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト のイ ン ス ト ールフ ォルダを使用し ます。

デフ ォル ト のイ ン ス ト ールフ ォルダは 

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Server\です。

• ［Browse］ を ク リ ッ ク し て、 別のイ ン ス ト ール場所を選択し ます。

前バージ ョ ン か ら のサーバの ア ッ プ グ レ ー ド 方法につい て は、 『HP Service 

Manager 9.20 Upgrade Guide』 を参照し て く ださい。

8 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールプロセス を準備し ます。

概要情報ページが開き ます。

Service Managerサーバを ServiceCenter またはService Managerの既存のバージ ョ   

ン上に イ ン ス ト ールし ないで く だ さ い。 サーバは、 新し いフ ォルダに イ ン ス 

ト ールする必要があ り ます。 

Service Managerサーバのフ ォルダ名には、 カ ッ コおよび非ASCII文字を使用す 

る こ と はで き ません。 命名規則に準拠し ていない名前のフ ォルダにサーバを 

イ ン ス ト ールする と、 サーバを起動できな く な り ます。
サーバのイ ンス ト ール 45



  

 

9 ［Install］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールフ ァ イルのコ ピーが開始されます。

［Cancel］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールを中止でき ます。

イ ン ス ト ールが完了す る と、 ［Completing the Service Manager Server Setup Wizard    

（Service Managerサーバのセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード の完了）］ ページが開き ます。

10 サーバを自動的に設定するには、 ［Run the configuration program after install （イ    

ンス ト ール後に設定プログラムを実行する）］ オプシ ョ ンを選択し ます。

11 ［Finish］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード を終了し ます。

サーバのイ ン ス ト ールは完了です。

［Run the configuration program after install （イ ンス ト ール後に設定プログラムを     

実行す る） ］ オ プ シ ョ ン を 選択 し た場合、 ［Configuring HP Service Manager Server    

（HP Service Manager サーバの設定） ］ ウ ィ ザード が開き ます。 70 ページの 「サーバの  

設定」 の手順を実行し て く ださい。

12 設定手順を実行し た ら、 ブラ ウザのウ ィ ン ド ウ を閉じ るか、 イ ン ス ト ールする次の項

目を ク リ ッ ク し ます。

Windowsサーバのアン イ ンス ト ール

サーバは、 2つの方法のいずれかでアン イ ン ス ト ールでき ます。

• ［プロ グ ラ ムの追加と削除］ からサーバをアン イ ン ス ト ールし ます。 47 ページの 「［プ 

ロ グ ラ ムの追加と削除］ からのアン イ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

• Service Manager イ ン ス ト ールDVDからサーバをアン イ ン ス ト ールし ます。 48ページの  

「イ ン ス ト ールDVD を使用する アン イ ン ス ト ール」 を参照し て く ださ い。

Autopass イ ン ス ト ールボ ッ ク スが開き、 Autopassが自動的にイ ン ス ト ールされ

ます。 Autopass のイ ン ス ト ールが完了する まで ［Finish］ を ク リ ッ ク し ないで 

く ださ い。

Service Managerサーバの設定には、 sm.ini設定フ ァ イルを編集する方法も あ 

り ます。 70ページの 「サーバの設定」 を参照し て く ださい。

サーバのア ン イ ン ス ト ール処理では、 サーバの構成設定 と、 使用し てい る RDBMS 上の

Service Manager データが意図的に保持されます。 Service Manager をシステムから完全にア   

ン イ ン ス ト ールするには、 設定フ ァ イル と RDBMS データ を手動で削除する必要があ り ま

す。 HP では、 既存のサーバデータ を保持する必要がない場合は、 サーバのイ ン ス ト ール

フ ォルダ全体を削除する こ と を推奨し ます。
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［プログラムの追加と削除］ からのアン イ ンス ト ール

次の手順に従って ［プロ グ ラ ムの追加と削除］ からサーバをアン イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerサービ ス を停止し ます。

サーバの停止方法については、 HP Service Manager オンラ イ ンヘルプを 参照し てく だ  

さ い。

3 Windows メ イ ン メ ニューから、 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ > ［プ

ログラムの追加と削除］ を ク リ ッ ク し ます。

［プロ グ ラ ムの追加と削除］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

4 Service Manager Serverプロ グ ラ ム までス ク ロールし て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

プロ グ ラ ム削除の確認を求める メ ッ セージが表示されます。

5 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

こ の処理には数分かか り ます。 ア ン イ ン ス ト ールの進行状況を知 らせる追加の メ ッ 

セージが表示されます。

アン イ ン ス ト ールが完了する と、［プロ グ ラ ムの追加 と削除］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻

り ます。

6 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。
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イ ンス ト ールDVD を使用するアン イ ンス ト ール

次の手順に従って イ ン ス ト ールDVD を使用し てサーバをアン イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerサービ ス を停止し ます。

サーバの停止方法については、HP Service Managerオンラ イ ンヘルプを参照し てく ださ い。

3 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに挿入し ます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

4 ［Install HP Service Manager Server for Windows（HP Service Manager Server for     

Windowsのイ ンス ト ール）］ を ク リ ッ ク し ます。

［Service Manager Server Setup （Service Managerサーバのセ ッ ト ア ッ プ）］ ウ ィ ザード が    

開き ます。

5 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

［Remove the Program （プロ グ ラ ムの削除）］ ウ ィ ン ド ウが開き ます。

6 ［Remove］ を ク リ ッ ク し ます。

こ の処理には数分かか り ます。 ア ン イ ン ス ト ールの進行状況を知 らせる追加の メ ッ 

セージが表示されます。 処理が完了する と、 ［InstallShield Wizard Completed 
（InstallShield ウ ィ ザード が完了し ま し た）］ ページが開き ます。

7 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［Exit Install （イ ン ス ト ールを終了）］ を ク リ ッ ク し て、 DVDブラ ウザを閉じ ます。
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Unixへのサーバのイ ンス ト ール

現在のプラ ッ ト フ ォームの要件と互換性については、 次のカ ス タマサポー ト Webサイ ト を

ご覧 く ださい。

http://support.openview.hp.com/

システム要件

Service Manager を イ ン ス ト ールする前に、 使用システムが次の要件を満たすこ と を確認し 

ます。

表 4 サーバを イ ン ス ト ールする ためのUnixのシステム要件

要件 必要な リ ソース

デ ィ ス ク容量 サーバイ ン ス ト ールの場合、 400 MB

Java Service Managerでは、 システムに Javaバージ ョ ン 1.6がイ ン ス ト ールされている こ と が

必要です。 JDK または JREのいずれを使用する こ と も可能で、 Service Managerはイ ン ス

ト ール時にそれを探し ます。 Intel x86プラ ッ ト フ ォーム上でLinux を実行し ているユー

ザは、 Java を イ ン ス ト ールする必要があ り ません。 Service Managerにはこのプラ ッ ト

フ ォーム用の Javaが含まれています。 Solaris を使用し ているユーザは、 Java 1.6 ア ッ プ

デー ト 20以降を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

TCP/IP 
サービ ス名

Service Managerサーバの設定中に、 有効な TCP/IPサービ スポー ト の入力を求めるプロ

ンプ ト が表示されます。 Service Managerに対し て選択するポー ト 番号は、 1024 よ り も

大き く なければな り ません。

AIXパッチ 

レベル

AIX 5.3には、 次のパッチレベルが必要です。

• TL6 SP5以降

• TL7 SP2以降

• TL8以降

AIX 6.1には、 次のパッチレベルが必要です。

• TL0 SP3以降

• TL1以降

Service Managerは、 AIX システムが必要な TLおよびサービ スパッチレベルを満た し て

いるかど う かを確認し ます。 システムが必要なパッチレベルを満た さ ない場合、

Service Managerサーバはエラー メ ッ セージを表示し、 起動し ません。
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データベース リ ソース

Service Managerには、 次の リ レーシ ョ ナルデータベースシステム （REBMS） リ ソースが必 

要です。

Service Managerは、 ルー ト アカ ウ ン ト からは実行でき ません。 Service Manager を所有する

ユーザ ID を別途作成する必要があ り ます。

表 5 サーバを イ ン ス ト ールするためのデータベース要件

要件 必要な リ ソース

RDBMSサーバ サポー ト されている RDMS サーバを イ ン ス ト ールし て設定し

ます。

• DB2

• Oracle

RDBMS ク ラ イ アン ト ご使用の RDBMS サーバでサポー ト さ れているデータベース

ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールし て設定し ます。

• DB2 ク ラ イ アン ト

• Oracle ク ラ イ アン ト
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サーバリ ソース

Service Managerサーバは、 次の リ ソース を使用し ます。

その他の情報

Service Manager を イ ン ス ト ールする前に次の情報を確認し ます。 

表 6 Service Managerサーバシステムの リ ソース

リ ソース 説明

プロセス システムによ って、 sm.cfgフ ァ イルの sm コマン ド ラ イ ンご と

に1つのプロセスが起動されます。 デフ ォル ト で、 各プロセス

は50 コ ンカレ ン ト ユーザセ ッ シ ョ ンに制限されています。 各

ユーザセ ッ シ ョ ン またはバッ ク グ ラ ウ ン ド プロセスに専用のス

レ ッ ド が割 り 当て られます。

• sm.cfgフ ァ イルの sm system start コマン ド を使用し てバッ

ク グ ラ ウ ン ド プロセス を起動する場合、 smプロセスはバッ

ク グ ラ ウ ン ド プロセス ス レ ッ ド を所有し ます。 

• Service Manager内のユーザセ ッ シ ョ ンからバッ ク グ ラ ウ ン

ド プロセス を起動する場合、 ユーザセ ッ シ ョ ンを所有する

ス レ ッ ド コ ン ト ローラプロセスは、 バッ ク グ ラ ウ ン ド プロ

セス ス レ ッ ド も所有し ます。

50以上のコ ンカレ ン ト ユーザセ ッ シ ョ ンを許可するには、 ヘル

プのサーバの実装オプシ ョ ンに関する ト ピ ッ ク を参照し て く だ

さい。

セマフ ォ Service Managerは、 システムにロ グ イ ン し ているユーザの数に

関係な く 、 11のセマフ ォ を使用し ます。

共有 メ モ リ サーバは約50 MBの基本共有 メ モ リ を使用し、 さ らに50ユーザ

ご と に5 MBの追加共有 メ モ リ を必要 と し ます。 

システムが割 り 当てる共有 メ モ リ の量は、 sm.iniフ ァ イルの

shared_memoryパラ メ ータ を使用し て指定でき ます。 オペレー

テ ィ ングシステムで割 り 当てる共有 メ モ リ の容量は、 sm.ini

フ ァ イル内でService Managerに対し て指定する容量よ り 常に大

き く する必要があ り ます。 つま り システムでは、 Service 

Managerの実行に必要な容量よ り も大き な共有 メ モ リ が必要 と

な り ます。
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表 7 その他のUnix要件

リ ソース 要件

ANSI ター ミ ナル コ ン ソールから イ ン ス ト ールを実行する場合は、 レ ンダ リ ングエ

ラーが発生し ないよ う にANSI ター ミ ナルから イ ン ス ト ールス ク リ

プ ト を実行し ます。 hpterm などのANSI以外のター ミ ナルを使用す

る と、 判読不可能な結果が表示される場合があ り ます。

ルー ト ア ク セス ルー ト ア ク セスが必要になるのは、 システムカーネルの修正、

Service Manager DVDのマウ ン ト 、 およびAutoPassのイ ン ス ト ール

を行 う 場合に限られます。

Service Manager を実行するには、 ユーザ ID を別途作成する必要が

あ り ます。
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予備手順

タ スク 1: Service Managerのイ ンス ト ールパスを指定し ます。

イ ン ス ト ールス ク リ プ ト を実行するユーザは、 指定し た イ ン ス ト ールパスに新しいデ ィ レ

ク ト リ を作成する ための十分な権限を持つ必要があ り ます。

タ スク 2: Oracle ユーザの場合、 ラ イブ ラ リパス変数に、 32 ビ ッ ト 版 RDBMS ク ラ イアン ト へのパス

を追加し ます。

32 ビ ッ ト 版 RDBMS ク ラ イ アン ト へのパス を含める よ う に、 システムのラ イブラ リ パス変

数を更新し ます。 これらのデ ィ レ ク ト リ は、 シェルロ グ イ ンの一部またはプロ フ ァ イルス 

ク リ プ ト の一部と し て追加でき ます。

変数の設定の詳細については、 ご使用のオペレーテ ィ ングシステムのマニュ アルを参照し

て く ださい。

イ ン ス ト ールご と に異な る可能性があ る変数は、 次の規則で識別でき ます。

< 変数 >

イ ン ス ト ール手順の実行中にカ ッ コで囲まれた変数があった場合、 システム固有の情報

を変数に代入する必要があ り ます。 入力の際、 カ ッ コ （< >） は、 コマン ド に含めないで

く ださい。

表 8 各オペレーテ ィ ングシステムのパス変数

OS 設定するパス変数

AIX LIBPATH

HP-UX SHLIB_PATH

LinuxおよびSolaris LD_LIBRARY_PATH

DB2 ユーザの場合、 DB2 イ ン ス ト ールに含まれる db2profile ス ク リ プ ト によ って、 システ

ムのラ イブラ リ 変数と ク ラ スパス変数が自動的に更新されます。 
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サーバのイ ンス ト ール

次の手順に従って Service Managerサーバを イ ン ス ト ールし ます。

1 サーバを イ ン ス ト ールする前に、 64ページの 「AutoPassの要件」 の手順に従って 

AutoPass ラ イセン ス を取得し ます。

2 DVD をマウ ン ト し て、 デ ィ レ ク ト リ をマウ ン ト 位置に変更し ます。

3 ご使用のシステムに一致する実行可能ス ク リ プ ト を実行し ます。 

4 先に進むには、 使用許諾契約に同意し て く ださ い。

5 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、 Service Manager を イ ン ス ト ールする イ ン ス 

ト ールデ ィ レ ク ト リ のア ド レ ス を入力し ます。 

表 9 各オペレーテ ィ ングシステムのセ ッ ト ア ッ プス ク リ プ ト

OS セ ッ ト ア ッ プス ク リ プ ト

PA-RISC システム上のHP-UX setupHP11.bin

Itanium システム上のHP-UX setupHPIA64.bin

AIX setupaix

Solaris setupSolaris.bin

Linux setupLinuxX86.bin

セ ッ ト ア ッ プス ク リ プ ト は、X-Windows環境から実行する こ と を前提と し てい

ます。 セ ッ ト ア ッ プス ク リ プ ト を コ ン ソールから実行する場合は、 コマン ド ラ 

イ ンに "-console" を追加し て く ださい。 例えば、Solaris セ ッ ト ア ッ プス ク リ プ ト  

を コ ン ソールから実行する場合は、 次のコマン ド を入力し ます。

setupSolaris.bin -console.

Service Managerサーバを ServiceCenter またはService Managerの既存のバージ ョ   

ン上に イ ン ス ト ールし ないで く だ さ い。 サーバは、 新し いフ ォルダに イ ン ス 

ト ールする必要があ り ます。 

指定し たデ ィ レ ク ト リ 名がシ ス テムに よ って検証さ れます。 無効なデ ィ レ ク 

ト リ を指定し た場合、 エラー メ ッ セージが生成されます。
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6 システムによ る DVDの内容の読み取 り 、 フ ァ イルの解凍、 指定し たデ ィ レ ク ト リ での

サーバイ ン ス ト ールの完了には、 数分かか り ます。 

7 ［Finish］ を ク リ ッ ク し て、 ウ ィ ザード を終了し ます。

8 サーバを自動的に設定するには、 <インス ト ールパス>/directoryにあ る設定ス ク リ

プ ト を実行し て、sm.cfgフ ァ イルを更新し ます。手順については、70ページの 「サー

バの設定」 へ進みます。

9 runデ ィ レ ク ト リ にあ る /jreフ ォルダが、Java 1.6 JREへのシンボ リ ッ ク リ ン ク であ る  

こ と を確認し ます。

Service Managerサーバのアン イ ンス ト ール

次の手順に従って Service Managerサーバをアン イ ン ス ト ールし ます。

1 Service Managerサービ ス を停止し ます。

2 Service Managerサーバのデ ィ レ ク ト リ と サブデ ィ レ ク ト リ をすべて削除し ます。

カーネルリ ソース要件

Service Manager サーバの実行には、 追加の共有 メ モ リ と セマフ ォが必要です。 ほ と んどの  

Unix システムでは、 カーネル設定パラ メ ータ を介し て これらの リ ソース を設定でき ます。 

パスの入力時に、 "~" 記号を使用し ないで く ださ い。 InstallShield はこ の記号を 

通常の文字と し て処理し、 '~' と い う 名前でデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

Service Managerサーバの設定には、 sm.ini設定フ ァ イルを編集する方法も あ 

り ます。 70ページの 「サーバの設定」 を参照し て く ださい。

次の カーネル リ ソ ー ス 要件は、 Service Manager サーバの実行に必要な最小要件です。 

Service Manager と同じ システム上で、 カーネル リ ソースが必要な他のプロ グ ラ ムを実行す 

る場合は、 既存の リ ソースに、 Service Managerのカーネル リ ソース要件を追加し て く ださ 

い。 例えば、 既存のシステムのカーネル リ ソースに100 MBが必要で、 Service Managerでさ   

らに50 MBが必要 と なる場合、 カーネル リ ソース を 150 MBに更新し ます。
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AIXサーバ

AIX システムには自動調整機能があ る ため、 手動でカーネル設定を調整する必要はあ り ま

せん。

HP-UXサーバ

HP-UXサーバを使用する際の設定と考慮事項を以下に示し ます。 

共有メ モ リ

maxdsizパラ メ ータ

HP-UX のmaxdsizパラ メ ータは、 各プ ロ セスの最大データ セグ メ ン ト サ イ ズを設定し ま

す。 このデータセグ メ ン ト は、 仮想 メ モ リ （ス ワ ッ プ領域） と実 メ モ リ から構成されます。 

システムは、 実 メ モ リ によ って要件を満たそ う と し ます。 maxdsiz限界値に到達する まで

は、 足 り ない領域を補 う ためにス ワ ッ プ領域が使用されます。

maxdsizを最大値に設定し ます。 こ のパラ メ ータの設定の詳細については、 HP-UXヘルプ 

を参照し て く ださ い。

表 10 共有 メ モ リ の要件

カーネル 

設定値 値 備考

shmem 1 共有 メ モ リ を有効にし ます。

shmmax 変数 サーバは約50 MBの基本共有 メ モ リ を使用し、 さ らに

50ユーザご と に5 MBの追加共有 メ モ リ を必要と し ま

す。 

システムが割 り 当てる共有 メ モ リ の量は、 sm.ini

フ ァ イルのshared_memoryパラ メ ータ を使用し て指

定でき ます。 sm.iniフ ァ イルで指定する容量よ り 多

く の共有 メ モ リ を常に割 り 当てる必要があ り ます。

shmmni 変数 Service Manager システムご と に1セマフ ォ ID
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フ ァ イルハン ドル数

フ ァ イル記述子の上限値 （ulimit -n size） が1024以上であ る こ と を確認し ます。
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カーネルパラ メ ータの設定

SAMユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 HP-UXにカーネルパラ メ ータ を設定し ます。

カーネルの IPCパラ メ ータ を設定するには ：

1 SAM を起動し ます。

2 メ イ ン メ ニューから ［Kernel Configuration （カーネル設定）］ オプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［Configurable Parameters （設定可能パラ メ ータ）］ オプシ ョ ンを選択し ます。

4 56ページの 「共有 メ モ リ の要件」 の説明に従ってカーネルパラ メ ータ を修正し ます。

必要なパラ メ ータ を修正し た ら、SAMユーテ ィ リ テ ィ がシステム再起動の手順を表示し ま

す。 変更を有効にするには再起動が必要です。

Linuxサーバ

Linuxサーバを使用する際の設定と考慮事項を以下に示し ます。 

共有メ モ リ

SAMユーテ ィ リ テ ィ を起動するには、 ルー ト ユーザ と なるか、 またはsuperuser権限を持つ

必要があ り ます。

表 11 共有 メ モ リ の要件

カーネル 

設定値 値 備考

shmmax 変数 サーバは約50 MBの基本共有 メ モ リ を使用し、 さ らに

50ユーザご と に5 MBの追加共有 メ モ リ を必要と し ま

す。 

システムが割 り 当てる共有 メ モ リ の量は、 sm.ini

フ ァ イルのshared_memoryパラ メ ータ を使用し て指

定でき ます。 sm.iniフ ァ イルで指定する容量よ り 多

く の共有 メ モ リ を常に割 り 当てる必要があ り ます。

shmmni 変数 Service Manager システムご と に1セマフ ォ ID
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フ ァ イルハン ドル数

フ ァ イル記述子の上限値 （ulimit -n size） が1024以上であ る こ と を確認し ます。

カーネルパラ メ ータの設定

デフ ォル ト の共有 メ モ リ 制限 （SHMMAX と SHMALLの両方） は32 MB です。 ただし この 

値は、システムを再起動せずにprocフ ァ イルシステムから変更でき ます。 例えば、128 MB  

を指定するには、 次のよ う に入力し ます。

こ れ ら のパ ラ メ ー タ を制御す る ため、 sysctl.conf を使用で き ます。 次の行を /etc/ 

sysctl.confフ ァ イルに追加し ます。

こ のフ ァ イルは通常、 起動時に処理されますが、 sysctl.confは後か ら呼び出すこ と も

でき ます。

セキュ リ テ ィ

Service Manager サーバを起動する前に、 Linux のセキ ュ リ テ ィ 機能 exec-shield-randomize を 

無効にする必要があ り ます。 exec-shield-randomizeがオンになっている と、 用意されている

smstartス ク リ プ ト はユーザにエラー メ ッ セージを送信し、 サーバを起動し ません。 ただ

し、 smstartではな く ユーザ独自のス ク リ プ ト を使用する場合、 exec-shield-randomizeがオ

ンであって もサーバを起動する こ と は可能です。 ただし後で停止する こ と に注意し て く だ

さい。

/proc/sys/kernel/exec-shield-randomize フ ァ イ ルは、 Exec-Shield に よ っ て VM

マ ッ ピングを ラ ンダム化するかど う かを制御し ます。 exec-shield-randomize をオフにするに

は、 次のいずれかのオプシ ョ ンを使用し ます。

• 次のコマン ド を入力し ます。

/proc/sys/kernel/exec-shield-randomizeのデフ ォル ト 値は1です。

• 次の行を/etc/sysctl.confフ ァ イルに追加し ます。

• 次の行を/etc/grub.confフ ァ イルに追加し ます。

# echo 134217728 >/proc/sys/kernel/shmall

# echo 134217728 >/proc/sys/kernel/shmmax

kernel.shmall = 134217728

kernel.shmmax = 134217728

echo 0 > /proc/sys/kernel/exec-shield-randomize

kernel.exec-shield-randomize=0

exec-shield=0
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Solaris 9サーバ

Solaris 9サーバを使用する際の設定 と考慮事項を以下に示し ます。 

共有メ モ リ

表 12 共有 メ モ リ の要件

カーネル 

設定値 値 備考

forceload:sys/shmsys 共有 メ モ リ を有効にし ます。

shmsys:shminfo 
_shmmax

変数 サーバは約50 MBの基本共有 メ モ リ を使用し、

さ らに50ユーザご と に5 MBの追加共有 メ モ リ

を必要と し ます。 

システムが割 り 当て る共有 メ モ リ の量は、

sm.iniフ ァ イルのshared_memoryパラ メ ー

タ を使用し て指定でき ます。 sm.iniフ ァ イル

で指定する容量よ り 多 く の共有 メ モ リ を常に割

り 当てる必要があ り ます。

shmsys:shminfo 
_shmmni

変数 Service Manager システムご と に1
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フ ァ イルハン ドル数

フ ァ イル記述子のデフ ォル ト の上限値は256です。 上限値 （ulimit -n size） は1024以上にす  

る必要があ り ます。

次の手順に従って上限値を増やし ます。

1 Solarisサーバにロ グ イ ン し ます。

2 ulimit -a: を実行し ます。 

こ の値を 1024に増やすには、 次のコマン ド を入力し ます。

カーネルパラ メ ータの設定

/etc/system フ ァ イルを使用し てカーネルパラ メ ータ を制御でき ます。 オペレーテ ィ ン 

グシステムが初期化時に/etc/system フ ァ イルを読み込んで、 初期カーネルパラ メ ータ

を定義し ます。 カーネルパラ メ ータの設定の詳細については、 Solaris ヘルプを参照し て く  

ださい。

bash-3.00$ ulimit -a

core file size        (blocks, -c) unlimited

core file size        (blocks, -c) unlimited

file size             (blocks, -f) unlimited

open files                    (-n) 256

pipe size          (512 bytes, -p) 10

stack size            (kbytes, -s) 8192

cpu time             (seconds, -t) unlimited

max user processes            (-u) 29995

virtual memory        (kbytes, -v) unlimited

$ ulimit -n 1024
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Solaris 10サーバ

Solaris 10サーバを使用する際の設定 と考慮事項を以下に示し ます。 

共有メ モ リ

表 13 共有 メ モ リ の要件

プロ ジェ ク ト 設定 値 備考

max-shm-memory 変数 サーバは約50 MBの基本共有 メ モ リ を使用

し、 さ らに50ユーザご と に5 MBの追加共有

メ モ リ を必要と し ます。 

システムが割 り 当て る共有 メ モ リ の量は、

sm.iniフ ァ イルのshared_memoryパラ メ ー

タ を使用し て指定でき ます。 sm.iniフ ァ イ

ルで指定する容量よ り 多 く の共有 メ モ リ を常

に割 り 当てる必要があ り ます。

max-shm-ids 変数 Service Manager システムご と に1
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フ ァ イルハン ドル数

フ ァ イル記述子のデフ ォル ト の上限値は 256 です。 上限値 （max-file-descriptor） は 1024 以

上にする必要があ り ます。

UDPバッ フ ァサイズ

AIX と Linux では、 設定フ ァ イルで設定し た UDB バッ フ ァサイ ズがカーネルの制限値を超

える と、 警告が発生する場合があ り ます。

例えば、 Linuxでは次のよ う な警告が発生し ます。

23966( 23966) 08/11/2009 15:38:33 receive buffer of socket 

java.net.DatagramSocket@c9d92c was set to 20MB, but the OS only 

allocated 131.07KB. This might lead to performance problems. Please set 

your max receive buffer in the OS correctly (e.g. net.core.rmem_max on 

Linux)

カーネルの制限値を変更する こ と でUDP通信のパフ ォーマン スが改善される と思われる場

合は、 スーパユーザによ って制限値を変更でき ます。

次の表に、 ソ ケ ッ ト バッ フ ァサイ ズのカーネル制限値の判定と変更のための設定を示し ま

す。

HP-UXの場合、 デフ ォル ト のカーネル リ ミ ッ ト は2 GB なので、 変更は不要です。

表 14 ソ ケ ッ ト バッ フ ァサイ ズのカーネル制限値

プラ ッ ト フ ォーム 設定の取得と変更 ：

Linux 設定を取得するには ： sysctl -w net.core.rmem_max

設定を変更するには ： sysctl -w net.core.rmem_max=8388608

Solaris 設定を取得するには ： ndd -set/dev/udp udp_max_buf

設定を変更するには ： ndd -set/dev/udp udp_max_buf 8388608

AIX 設定を取得するには ：  no -o sb_max

設定を変更するには ： no -o sb_max=8388608

注 ：  AIXで使用でき るサイ ズは、 1048576、 4194304、 8388608、

... などだけです）
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AutoPassの要件

Service Manager イ ン ス ト ーラは、サーバイ ン ス ト ールの一部と し て AutoPassJ ラ イブラ リ を 

自動的にイ ン ス ト ールし ます。 AutoPass は、 Service Manager ラ イ セン ス を確認し、 どの製  

品機能が有効かを判定し ます。 Service Manager を実行するには、 有効な ラ イ セン スが必要  

です。 Service Managerのラ イセン スには、 一時ラ イセン ス と永続的ラ イセン スがあ り ます。

一時ラ イセンス

Service Manager システムの評価、 テス ト 、 開発のために60日間の一時ラ イセン ス を イ ン ス 

ト ールするには、 次のコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用し ます。

sm -instantOn

一時ラ イセン スは、 1つのシステムに1回しかイ ン ス ト ールできず、 有効期間は60日です。

製品を継続し て使用するには、 この60日間以内に、 永続的ラ イセン スキーパス ワード を取

得するか、 または ト ラ イ アル評価延長を取得する必要があ り ます。

評価期間が残 り 10日間になる と、 システムにロ グ イ ン し よ う とするユーザ全員にラ イセン

スの有効期限が切れる こ と を知らせる警告 メ ッ セージが表示されます。 警告 メ ッ セージが 

表示されないよ う にするには、 製品のシステム管理者はWebサイ ト  

（www.webware.hp.com） にア ク セス し、 製品を使用するための永続的ラ イセン ス をダウ ン

ロードする必要があ り ます。

すべてのモジュールを購入し ておらず、 イ ン ス タ ン ト オンプロセス中に評価するモジュー

ルを追加し たい場合は、 HP アカ ウ ン ト マネージャにお問い合わせ く ださい。

永続的ラ イセンス

Service Managerの永続的ラ イセン スは、 次のURLから要求でき ます。

http://webware.hp.com

AutoPassで管理されています。 

永続的ラ イセン スパス ワード を請求するには、 以下が必要にな り ます。

• Entitlement Certificate （使用許諾証明書）。 これには、 HP製品の製品番号と注文番号が 

記載されています。
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• サーバの IP ア ド レ ス

• お客様の会社または組織の情報

永久ラ イセン スは、 サーバの IP ア ド レ ス と 紐付け られ、 ラ イセン ス フ ァ イル （LicFile.txt）

のコ ピーをサーバのRUNデ ィ レ ク ト リ に置 く 必要があ り ます。 デフ ォル ト 値は次の とお り  

です。

licensefile:<Service Managerサーバのイ ンス ト ールパス>/RUN/LicFile.txt

licensefileパラ メ ータで別のラ イセン ス フ ァ イルパス を指定する こ と もでき ます。 例 ：

licensefile:c:/common/LicFile.txt

サーバがDHCPから IP ア ド レ ス を取得する場合、 サーバの新しい IP ア ド レ スに対応し た新

しいラ イセン ス フ ァ イルを要求する こ と が必要な場合があ り ます。

HP Password Center に FAX、 E メ ール、 電話で問い合わせる こ と も でき ます。 こ の情報は、   

Password Request Form （パス ワード請求フ ォーム） と License Entitlement Certificate （ラ イセ    

ン ス 使用許諾証明書） に記載 さ れてい ま す。 製品 ラ イ セ ン ス を取得す る には、 License 

Entitlement Certificate （ラ イセン ス使用許諾証明書） が必要です。
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Webサイ ト の使用方法

次の手順に従って製品ラ イセン ス を取得し ます。

1 www.webware.hp.comにア ク セス し ます。  
このア ド レ スから、 HP パス ワード配布サービ スのWebサイ ト に移動し ます。

2 Webware ラ イセン ス取得 メ ニューで ［Generate License(s) （ラ イセンスの作成）］ を 

選択し ます。

3 ［Order number （注文番号）］ テキス ト ボ ッ ク スに注文番号を入力し ます。 お客様の注  

文番号は、License Entitlement Certificate（ラ イセン ス使用許諾証明書） - Password Request    

Form （パス ワー ド請求フ ォーム） （HP Order Number （HP注文番号）） に記載されてい  

ます。

4 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［Product selection （製品選択） ］ フ ォームで製品のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し て、 

パス ワード を請求する製品を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

6 パス ワード を請求する製品を選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

7 選択し た製品ご と に、 使用ラ イセン ス数 （LTU） を入力し ます。 使用ラ イセン ス数は、

注文に対し て使用可能な次のLTU数によ って制限されます。

• サーバホス ト 名

• ソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ールするシステムの IP ア ド レ ス

8 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。

9 ［Member sign-in （ メ ンバサイ ン イ ン）］ フ ォームに必要な情報をすべて入力し ［Sign-In 

（サイ ン イ ン）］ を ク リ ッ ク し ます。

10 ［Address information （ア ド レ ス情報）］ フ ォームに必要な情報をすべて入力し、 ［Next］ 

を ク リ ッ ク し ます。

11 ［Receive Permanent Password Certificate （永続的パス ワード証明書の受信）］ フ ォームに   

は、 Permanent Password Certificate のコ ピーが表示されます。 また、 こ のフ ォームには   

追加の配布オプシ ョ ン も記載されています。
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また、 次の例で示すよ う なパス ワー ド証明書 と、 ラ イ セン スキー / パス ワー ド フ ァ イルを

添付し た E メ ールを受け取 り ます。
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エラーの可能性を減らすため、 ラ イセン ス /パス ワード は、 ラ イセン ス /パス ワード証明書

か ら手動で転記し て編集するのではな く 、 ラ イ セン ス キー / パス ワー ド フ ァ イルか ら直接

イ ン ス ト ールする こ と を強 く お勧めし ます。 各ラ イ セン ス キー / パス ワー ド フ ァ イルは適 

切な ターゲ ッ ト シ ス テムに コ ピーし、 アプ リ ケーシ ョ ンで直接イ ンポー ト およびイ ン ス

ト ールする こ と ができ ます。 ラ イ セン ス キー / パス ワー ド フ ァ イルを編集する必要はあ り  

ません。

ラ イセンスキー /パスワー ド フ ァ イルのシステムへの保存

永続的なAutoPass ラ イセン スの取得プロセスでは、1つの.datフ ァ イルまたは複数の.dat

フ ァ イルが指定し た E メ ールア ド レ スに送信されます。 これら のフ ァ イルには、 該当する 

Service Manager モジ ュールを使用する ために必要な ラ イ セン スデータが含まれています。 

これらのフ ァ イルを受け取った ら、 受け取ったフ ァ イルを Service Managerサーバに移動す 

る必要があ り ます。

次の手順に従って ラ イセン スキー /パス ワード フ ァ イルをシステムに保存し ます。

1 .datフ ァ イルの名前を.txtフ ァ イルに変更し て、 テキス ト エデ ィ タで開ける よ う に

し ます。

例 :J8888X1624204.datをJ8888X1624204.txtに変更し ます。

2 ラ イセン スデータ を保存するために LicFile.txt フ ァ イルを作成し ます。 このフ ァ

イルのデフ ォル ト の保存場所は、 次の とお り です。

<Service Managerサーバのイ ンス ト ールパス>/RUN/LicFile.txt

3 ラ イ セ ン ス フ ァ イ ル か ら ラ イ セ ン ス デ ー タ を コ ピ ー し、 そ れ を 作 成 し た

LicFile.txtフ ァ イルに貼 り 付けます。

水平スケーリ ングラ イセンス要件

システムを水平ス ケール環境で動作させるには、 水平グループで動作し ているすべてのホ

ス ト に LicFile.txt を コ ピーする必要があ り ます。 <Service Managerサーバのイ ンス ト ー  

ルパス >/RUN/ フ ォ ル ダ に LicFile.txt フ ァ イ ル を 置 き ま す。 ま た、 各 ホ ス ト に対 し て 

grouplicenseipパラ メ ータ を指定する必要があ り ます。 grouplicenseipの値は、 
webware.hp.com で ラ イ セン ス を要求し た と きに指定し た IP ア ド レ ス と 一致する必要があ

り ます。 水平スケー リ ングの詳細については、 Service Manager を参照し て く ださい。

こ のフ ァ イルの作成が必要なのは 1 度だけです。 追加のラ イセン ス を請求する 

場合は、 こ のフ ァ イルの最後にそのラ イセン ス を追加し ます。
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サーバの設定

HP Service Manager初期設定フ ァ イル （sm.iniフ ァ イル） を修正する と、 Windowsおよび  

Unixサーバイ ン ス ト ールをカス タマイ ズでき ます。 

システムが自動的に起動するプロセス と、 システムの起動パラ メ ータ を sm.cfg フ ァ イル

から定義でき ます。 このフ ァ イルは、 Windows と Unix システムの両方に存在し ます。

• Windows では、 sm.cfg によ って、 サービ スからの開始時にシステムが起動する方法

が決定されます。

• Unix では、 sm.cfgによ って、 smstart ス ク リ プ ト からの開始時にシステムが起動する

方法が決定されます。

設定ツール

［Run the configuration program after install （イ ンス ト ール後に設定プログラムを実行   

する）］オプシ ョ ンを選択し た場合、イ ン ス ト ール時に設定ツールが自動的に起動されます。 

サーバを全 く 初めて イ ン ス ト ールする場合、 デフ ォル ト 設定はサンプルデータベースに対

し て設定されます （40ページの 「サンプルデータベースのイ ン ス ト ール」 を参照）。

こ のツールは、 あ らかじめ用意されているサンプルデータ を実行する新規実装またはテス

ト 実装を設定する ために用意されていますが、 システムの sm.ini フ ァ イルの設定を変更

する ためにいつでも使用でき ます。 

sm.ini フ ァ イルに保存されるパラ メ ータの一覧については、 Service Manager ヘルプを参 

照し て く ださい。

設定ツールを使用する と、 現在のsm.ini設定が上書き されます。 設定ユーテ ィ リ テ ィ を

実行する際は、データやサービ スの予期し ない損失を防ぐため、事前にシステムのsm.ini

フ ァ イルをバッ ク ア ッ プし てお く 必要があ り ます。
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次の手順に従ってサーバを設定し ます。

1 サーバの設定ツールを実行し ます。

2 リ スナポー ト を指定し ます。

3 データベース タ イプ と接続情報を指定し ます。

4 接続を確認し て、Service Managerがデータベースに接続可能であ る こ と を確認し ます。 

5 必要に応じ て、 デモデータ をア ッ プロード し ます。 

表 15 リ スナポー ト パラ メ ータ

パラ メ ータ デフ ォル ト 説明

HTTP Port （HTTP

ポー ト ） （システム）

13080 Service Managerがク ラ イ アン ト の接続要求を リ ス

ンする通信ポー ト 番号です。

Enable HTTPS Port

（HTTPSポー ト を 

有効にする）

HTTP ポー ト を有効にするにはこのオプシ ョ ンを

選択し ます。

HTTPS Port （HTTPS

ポー ト ）

Service Managerがク ラ イ アン ト の接続要求を リ ス

ンする通信ポー ト 番号です。

表 16 データベース タ イプ と接続情報

パラ メ ータ 説明

Database Type

（データベース タ

イプ）

データ を格納する ために使用するデータベース。

SQL DB Name

（SQLデータ 

ベース名）

• SQL Server ： ODBC DSN名

• Oracle ： tnsnames.oraのエン ト リ

• DB2 ： dbname

SQL User （SQL

ユーザ）

Service Managerがデータベースに接続するユーザ。

SQL Password

（SQLパス ワー ド）

Service Managerがデータベースに接続するユーザのパス ワード。
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デモデータ をア ッ プロードする と、あ らかじめ用意されている 9.20 アプ リ ケー

シ ョ ン も ア ッ プロード されます。 ServiceCenter から ア ッ プグレード し ていない 

場合、 これらのアプ リ ケーシ ョ ン も イ ン ス ト ールする必要があ り ます。
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サーバの起動

ユーザがService Managerにア ク セスでき る よ う にするには、 サーバを起動する必要があ り  

ます。 サーバを起動する手順については、 付録 B 「イ ン ス ト ールの検証」 を参照し て く だ 

さい。 

サーバへのク ラ イ アン ト 接続を管理する場合、さ まざまな実装オプシ ョ ンを選択でき ます。

次の リ ス ト は、 最も一般的なサーバ実装オプシ ョ ンです。

• 水平ス ケー リ ング実装

• シングルサーブレ ッ ト 実装

• 垂直ス ケー リ ング実装

• 垂直ス ケー リ ングおよび必要な SSL実装

特定の要件に最適な実装オプシ ョ ンを選択するために、 詳細な情報を調べる場合は、 まず

Service Manager オン ラ イ ンヘルプを イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 オン ラ イ ンヘルプ 

のイ ン ス ト ールの詳細については、 105ページの 「ヘルプサーバのイ ン ス ト ール」 を参照し 

て く ださい。
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4 ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール
HP Service Manager Windows ク ラ イ アン ト は、 Windows ワー ク ス テーシ ョ ンにのみイ ン ス   

ト ールでき ます。 その他のオペレーテ ィ ングシステムで動作する ク ラ イ アン ト をサポー ト  

するには、 Service Manager Web Tier を イ ン ス ト ールし ます。 こ こ では、 イ ン ス ト ールの要    

件と Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール方法について説明し ます。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 76ページの 「Service Manager Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール」 

• 81ページの 「Service Manager共有ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール」 

• 83 ページの 「Service Manager ク ラ イ アン ト または そのコ ンポーネン ト のアン イ ン ス  

ト ール」 
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Service Manager Windowsク ラ イ アント のイ ンスト ール

Service Manager ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールするには、 ローカル管理者権限が必要です。 

Windows ク ラ イ アン ト 上のworkspace フ ォルダおよびconfiguration フ ォルダは書き込み可能

にする必要があ り ます。 デフ ォル ト で、 ク ラ イ アン ト のワーク スペースおよび構成情報は、 

次のデ ィ レ ク ト リ に保存されます。  
C:\Documents and Settings\user_name\Service Manager

Windows ク ラ イアン ト のア ッ プグレー ド

旧バージ ョ ンのService Manager ク ラ イ アン ト を Service Manager 9.20 Windows ク ラ イ アン ト     

にア ッ プグレードする こ と はでき ません。 Service Manager 9.20 Windows ク ラ イ アン ト は新   

し い フ ォ ルダに イ ン ス ト ールす る 必要が あ り ま す。 HP では、 旧バージ ョ ン の Service

Manager ク ラ イ アン ト を削除する こ と を推奨し ます。

イ ンス ト ールの要件

WindowsにService Manager ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールするには、 次のものが必要です。

Service Manager ク ラ イ アン ト 用にカ ス タ マ イ ズ し たヘルプフ ァ イルがあ る場合、 バ ッ ク 

ア ッ プを作成し ておき ます。 Service Manager 9.20 Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ーラに   

よ って、 前のク ラ イ アン ト のカ ス タ ムヘルプは上書き されます。

表 1 Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール要件

要件 最小 推奨

OS Windows XP Professional SP2以上 Windows Vista SP1以上

CPU Pentium III 650 MHz Pentium 4 またはCeleron 2.4 GHz

RAM 256 MB 384 MB

HD ヘルプサーバを イ ン ス ト ールする場

合は150 MB
ヘルプサーバを イ ン ス ト ールする場合は 
150 MB

ド キ ュ メ ン ト を イ ン ス ト ールする場合は 
300 MB
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Service Manager ク ラ イアン ト のセ ッ ト ア ッ プ

次の手順に従って Service Manager Windows ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

3 ［Install Windows Client （Windows ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール）］ を ク リ ッ ク し ま  

す。 Service Manager ク ラ イ アン ト のセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザー ド が開き ます。

4 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス契約を読んだ上で同意し ます。

5 ［使用条件の条項に同意し ます］ オプシ ョ ンを選択し ます。

［ 次へ］ボタ ンがアク ティ ブになり ま す。 イ ンス ト ール先を選択する ページが開き ま す。

6 次のいずれかを実行し ます。

a ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト のイ ン ス ト ールフ ォルダを使用し ます。

デフ ォル ト のイ ン ス ト ールフ ォルダは 

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Clientです。

b ［参照］ を ク リ ッ ク し て、 別のイ ン ス ト ール場所を選択し ます。

7 イ ン ス ト ールする ク ラ イ アン ト 機能を選択するには、 ［次へ］ を選択し ます。 

解像度 800×600 （16色） 1280×1024 （256色）

ネ ッ ト ワーク 100 メ ガビ ッ ト 100 メ ガビ ッ ト 以上

ロ グ イ ンアカ ウ ン ト ローカル管理者アカ ウ ン ト ローカル管理者アカ ウ ン ト

Service Manager Windows ク ラ イ アン ト のセ ッ ト ア ッ プは、 オペレーテ ィ ングシステム と

同じ言語で表示されます。

表 1 Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール要件

要件 最小 推奨
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8 ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールプロセス を準備し ます。 要約情報が記載された 

ページが開き ます。

9 ［イ ンス ト ール］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールフ ァ イルのコ ピーが開始されます。

［キャ ンセル］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールを中止でき ます。

イ ン ス ト ールが完了する と、［Service Manager Clientが正常にイ ン ス ト ールされま し た］  

と い う メ ッ セージが表示されます。

10 ［終了］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード を終了し ます。 ク ラ イ アン ト のイ ン 

ス ト ールは完了です。 

11 ブラ ウザのウ ィ ン ド ウ を閉じ るか、 イ ン ス ト ールする次の項目を ク リ ッ ク し ます。

新しいク ラ イアン ト 接続の定義

ク ラ イ アン ト への最初のア ク セス時に、 Service Manager ホス ト サーバへの接続を定義する 

ための接続ウ ィ ン ド ウが開き ます。 接続ウ ィ ン ド ウでは、 複数の接続設定を追加し て保存 

する こ と ができ ます。

ア ク テ ィ ブなサーバプロ セスに接続を設定する必要があ り ます。 デフ ォル ト で、 定義済み 

の設定は次の とお り です。 

• Windows、 Web、 およびSOAP-API などのHTTP ク ラ イ アン ト 用ポー ト 13080 （http） お

よび13443 （https/SSL） 上の ク ラ イ アン ト リ スナ

• SCAuto用のポー ト 12690上の特別な リ スナ

サーバのセ ッ ト ア ッ プがデフ ォル ト の設定を使用し ない場合、 サーバにク ラ イ アン ト の接

続を設定する必要があ り ます。

新しいク ラ イアン ト 接続の定義

次の手順に従って新しいク ラ イ アン ト 接続を定義し ます。

1 Windows の メ イ ン メ ニューから、 ［ス ター ト ］ > ［プログラム］ > ［HP］ > ［Service

Manager 9.20］ > ［Service Manager Client］ を ク リ ッ ク し ます。 接続ウ ィ ン ド ウが開    

き ます。

2 ［新規］ を ク リ ッ ク し ます。 ［接続］ ウ ィ ン ド ウの ［接続］ ペイ ンに新しい ノード が表 

示されます。
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3 接続パラ メ ータ を入力するか、 選択し ます。

表 2 Windows ク ラ イ アン ト 接続パラ メ ータ

パラ メ ータ デフ ォル ト オプシ ョ ン 説明

名前 新規構成 こ の構成の名前

ユーザ名 現在ロ グ イ ン中の 

Windowsユーザの 

ユーザ名

サーバへのロ グ イ ンに使用する名前

パス ワー ド 空白 サーバへのロ グ イ ンに使用するパス ワード

パス ワー ド を保存する False システムにパス ワード を保存し てお く ためのオプ

シ ョ ン

自動ロ グ イ ン False Service Manager ク ラ イ アン ト の起動時に自動的にロ グ

イ ンする ためのオプシ ョ ン

サーバホス ト 名 localhost Service Managerサービ スのホス ト と なるサーバの名前

サーバポー ト 番号 13080 コ ンピュ ータ がサーバと の接続に使用する ポート 番号

言語 空白 こ のセ ッ シ ョ ンで使用する言語 （コ ンピ ュータで設

定されている言語と は別の言語も選択可能）

接続を色で識別 空白 接続の背景色を変更する ためのオプシ ョ ン
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4 ［詳細設定］ を ク リ ッ ク し て、 その他の接続オプシ ョ ンを設定し ます。 詳細機能はオプ 

シ ョ ンです。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 詳細機能を追加し ます。

6 ［適用］ を ク リ ッ ク し て、 接続を追加し ます。

7 その他の接続を追加するには、 手順2～手順6 を繰 り 返し ます。

Service Managerサーバへの接続

1つのService Managerク ラ イ アン ト から複数のサーバに接続でき ます。 接続ご と に別のウ ィ   

ン ド ウが開き ます。

次の手順に従って Service Managerサーバに接続し ます。

1 Windows メ イ ン メ ニューで、 ［ス ター ト ］ > ［プログラム］ > ［Service Manager 9.20］  

> ［Service Manager Client］ を ク リ ッ ク し ます。

接続ウ ィ ン ド ウが開き ます。

表 3 Windows ク ラ イ アン ト 詳細接続パラ メ ータ

パラ メ ータ 説明

SOAP メ ッ セージを

圧縮

GNU zip （gzip） エン コーデ ィ ングを使って SOAP メ ッ セージを圧縮するオプシ ョ ン。 

これによ り 、 サーバ と の送受信データ量を減らすこ と ができ ます。

SSL暗号化を使用 ネ ッ ト ワーク上でデータ を送信する際に、 SSL （Secure Socket Layer） 暗号化ツール

を使用し てデータ を保護するオプシ ョ ン

SOAP ト ラ フ ィ ッ ク

を ト レース

デバッ グ用にSOAP メ ッ セージを記録するオプシ ョ ン

SSL 暗号化を有効にするには、 有効な CA 証明書フ ァ イルを定義する必要があ

り ます。 ク ラ イ アン ト イ ン ス ト ールには、サンプルCA証明書フ ァ イル「cacerts」 

が含まれています。 Windows イ ン ス ト ールで cacerts フ ァ イルが配置される 

デフ ォル ト の場所は、 C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\ 
Client\plugins\com.hp.ov.sm.client.common_9.20です。

Windows ク ラ イ アン ト のその他の設定方法については、Service Managerオン ラ 

イ ンヘルプを参照し て く ださ い。
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2 次のいずれかを実行し ます。

• 接続をダブルク リ ッ ク し ます。

• 接続を ク リ ッ ク し て、 ［接続］ を ク リ ッ ク し ます。

Service Manager共有ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール

Service Manager ク ラ イ アン ト をネ ッ ト ワーク共有にイ ン ス ト ールし、 複数のユーザが共有 

ク ラ イ アン ト から実行する よ う に設定でき ます。 共有ク ラ イ アン ト 設定では、 各ユーザが 

個別のローカル設定を持つよ う に構成し た り 、 全ユーザが共通設定を使用する よ う に構成

する こ と が可能です。 Service Manager サーバは、 接続元に関係な く 各ク ラ イ アン ト 接続を  

個別に ト ラ ッ キング し ます。 次の手順に従って Service Manager ク ラ イ アン ト の共有イ ン ス  

タ ン ス を イ ン ス ト ールし ます。

1 Service Manager ク ラ イ アン ト をネ ッ ト ワークサーバにイ ン ス ト ールし ます。 詳細につ  

いては、 76 ページの 「Service Manager Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール」 を参照   

し て く ださ い。

2 Service Manager ク ラ イ アン ト を イ ン ス ト ールし たフ ォルダに対し て Windows ネ ッ ト  

ワーク共有を作成し、 ユーザにネ ッ ト ワーク共有へのア ク セス を許可し ます。 例 ：

\\my_server\Service Manager Client

詳細については、 Windowsのオン ラ イ ンヘルプを参照し て く ださい。 

3 共有ク ラ イ アン ト を使用する各ユーザのコ ンピ ュータ システムにロ グ イ ン し ます。

4 ネ ッ ト ワーク共有を ローカルシステムの ド ラ イブ名にマ ッ ピング し ます。 例 ： ド ラ イ 

ブレ ター ： F:マ ッ プ先 ： \\my_server\Service Manager Client

5 ネ ッ ト ワーク共有のServiceManager.exeフ ァ イルのWindows シ ョ ー ト カ ッ ト を作

成し ます。 例 ： F:\ServiceManager.exe

デフ ォル ト では、 すべてのユーザが共通の ク ラ イ アン ト 設定を共有し ます。 各ユーザ 

が個別のローカルク ラ イ アン ト 設定を持つよ う にする場合は、 次の手順に進みます。

6 Windows シ ョ ー ト カ ッ ト のターゲ ッ ト プロパテ ィ を修正し て、 実行可能フ ァ イル名の

後に次の情報を追加し ます。 -data %USERPROFILE%\Service Manager\
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-dataパラ メ ータ を使用する と、 ク ラ イ アン ト 設定を保存するパス を指定でき ます。

上記のサンプルパスは、 現在ロ グ イ ン し ている ユーザのDocuments and Settings  

フ ォルダにService Manager フ ォルダを配置し ます。

パス名にスペースが含まれる場合は、 パス を二重引用符で囲む必要があ り ま

す。 例 ：

F:\ServiceManager.exe -data "%USERPROFILE%\HP Service 

Manager\workspace"
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Service Manager ク ラ イアン ト または 

そのコ ンポーネン ト のアン イ ンス ト ール

Windows の ［プロ グ ラ ムの追加 と削除］ を使って、 Service Manager ク ラ イ アン ト をアン イ 

ン ス ト ールでき ます。

次の手順に従って Service Manager ク ラ イ アン ト またはコ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールし ま 

す。

1 Windows の メ イ ン メ ニューから、 ［ス ター ト ］ > ［設定］ > ［コ ン ト ロールパネル］ >

［プログラムの追加と削除］ を ク リ ッ ク し ます。

［プロ グ ラ ムの追加と削除］ ウ ィ ン ド ウが開き ます。

2 Service Manager Client までス ク ロールし て、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

プロ グ ラ ム削除の確認を求める メ ッ セージが表示されます。

3 ［はい］ を ク リ ッ ク し ます。

アン イ ン ス ト ール処理には数分かか り ます。 アン イ ン ス ト ールの進行状況を知らせる 

追加の メ ッ セージが表示されます。

アン イ ン ス ト ールが完了する と、［プロ グ ラ ムの追加 と削除］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに戻

り ます。

4 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イ アン ト のアン イ ン ス ト ール処理では、ク ラ イ アン ト の構成設定値が意図

的に保持されます。 Service Manager を完全にアン イ ン ス ト ールするには、 これ  

ら のフ ァ イルを手動で削除する必要があ り ます。 HP では、 既存の ク ラ イ アン

ト 設定を保持する必要がない場合、 ク ラ イ アン ト の イ ン ス ト ールフ ォルダ全

体、およびローカルの書き込み可能な workspace フ ォルダ と configuration フ ォル

ダを削除する こ と を推奨し ます。
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5 Web Tierのイ ンス ト ール
Web Tier を イ ン ス ト ールする と、 ク ラ イ アン ト が Web イ ン タ フ ェース を使って HP Service  

Managerサーバにア ク セスでき る よ う にな り ます。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 86ページの 「Web Tierのアーキテ クチャ」 

• 87ページの 「Web ク ラ イ アン ト のブラ ウザ要件」 

• 88ページの 「Web Tierのイ ン ス ト ール」 

• 99ページの 「Web ク ラ イ アン ト から Service Managerへのア ク セス」 

• 100ページの 「Web ク ラ イ アン ト CTI （Computer Telephony Integration）」 

• 103ページの 「テレ フ ォニー Web ク ラ イ アン ト の使用」 
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Web Tierのアーキテ クチャ

Service Manager Web Tier は、 Web サーバ と Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバの両方を使って、   

Web ブ ラ ウザから Service Manager のフ ォームにア ク セスでき る よ う にし ます。 Web サーバ  

は受信し た HTTP 要求を処理し、 Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバは Service Manager への接続 

に必要な JavaおよびJSP を実行し ます。

Windows または UNIX プ ラ ッ ト フ ォームに Web Tier を イ ン ス ト ールするには、 Web アプ リ  

ケーシ ョ ンサーバにwebtier-9.20.war フ ァ イ ルを配置 し ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ン 

サーバによ っては、Sun J2SE Java Development Kit（JDK）のイ ン ス ト ールも必要と な り ます。

Tomcat、 WebSphere などの Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバには、 Web サーバが組み込まれて

います。
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Web ク ラ イアン ト のブ ラウザ要件

ブラ ウザから Web ク ラ イ アン ト にア ク セスでき る よ う にするには、 次の設定と オプシ ョ ン

を有効にする必要があ り ます。

• Cookie を有効にし ます。

• Java を有効にし ます。

• JavaScript を有効にし ます。

• ポ ッ プア ッ プを有効にし ます。 Service Manager サーバの URL をポ ッ プア ッ プ例外 リ ス  

ト に追加でき ます。

ワーク フ ローのグ ラ フ ィ カルビ ューを表示するには、 Sun Java Runtime Environment （JRE）   

を イ ン ス ト ールし ます。
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Web Tierのイ ンス ト ール

Service Manager Web Tier を イ ン ス ト ールするには、次のタ ス ク を実行する必要があ り ます。

タ スク 1: Web Tierのサポー ト に必要な Web アーキテ クチャ を決定し ます。

89 ページの 「Web Tier のサポー ト に必要な Web アーキテ クチャの決定」 を参照し て く だ さ  

い。

タ スク 2: Service Manager Web Tier をご使用のWeb アプ リ ケーシ ョ ンサーバに配置する。

90ページの 「Service Manager Web Tierの配置」 を参照し て く ださい。

タ スク 3: Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバのメ モ リ設定を本番環境用に設定し ます。

97ページの 「Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバの ヒ ープサイ ズの設定」 を参照し て く ださい。

タ スク 4: web.xml フ ァ イルにグローバルWeb ク ラ イアン ト 設定を記述し ます。

93ページの 「web.xml設定フ ァ イルによ る Web ク ラ イ アン ト の設定」 を参照し て く ださい。
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Web Tierのサポー ト に必要なWeb アーキテ クチャの決定

Service Manager Web Tier を実行するには、 少な く と も 1 つの Web アプ リ ケーシ ョ ンが必要   

です。 Web Tierの機能およびスケールによ っては、専用の本番環境Webサーバ と追加のWeb  

アプ リ ケーシ ョ ンサーバも必要にな る場合があ り ます。 下記のガ イ ド ラ イ ン を参照し て、 

実装に必要な Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバ と Webサーバ数を決定し て く ださい。

Web Tierに専用の本番環境Webサーバが必要であるかど うかの決定

以下に示す実装オプシ ョ ンのいずれかを使用する場合、 専用の本番環境Webサーバのイ ン

ス ト ールおよび設定が必要にな り ます。 次に記載 さ れた設定のいずれ も 実行し ない場合 

は、 単一のWeb アプ リ ケーシ ョ ンサーバから Web Tier を実行でき ます。

• 信頼済みサイ ンオン実装 （Web ク ラ イ アン ト ユーザが Service Manager にロ グオンする 

際にユーザ名と パス ワード を入力する必要がないよ う にする場合）。

• 負荷分散実装 （Web ク ラ イ アン ト 接続を複数の Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバ間に分散

させる場合）。

• 膨大な数のコ ンカレン ト ユーザに対応可能な、 拡張された実装 （300 以上のコ ンカレ

ン ト Web ク ラ イ アン ト 接続に対応でき る よ う にする場合）。

信頼済みサイ ンオン実装

信頼済みサイ ンオン実装では、Webサーバが、認証前のHTTPヘッ ダ情報を認証ソ フ ト ウ ェ

ア （SiteMinderや統合Windows認証など） から受け入れる必要があ り ます。 認証ソ フ ト ウ ェ 

アは別途イ ン ス ト ールおよび設定する必要があ り ます。 ご使用の Web サーバが認証ソ フ ト  

ウ ェアから取得する HTMLヘッ ダ情報については、 ご使用のWebサーバのマニュ アルを参

照し て く ださい。

詳細な情報については、 ソ フ ト ウ ェアサポー ト オン ラ イ ンサイ ト  

（http://support.openview.hp.com/） で、 以下のホ ワ イ ト ペーパーを参照し て く ださい。

『Setting up Single Sign-on in Service Manager. SSL Setup and Single Sign-on in Service Manager     

using Windows or Third Party Authentication』
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負荷分散実装

負荷分散実装では、 Web サーバを使用し て、 2 つ以上の Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバに接

続要求をルーテ ィ ング し ます。 Web ク ラ イ アン ト 要求を受け付け る ために使用可能な Web 

アプ リ ケーシ ョ ンサーバ （ワーカーと も呼ばれる） を識別する よ う にWebサーバを設定す

る必要があ り ます。 Web サーバ と Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバを数台組み合わせて使用す 

る場合、 接続ソ フ ト ウ ェアを別途イ ン ス ト ールし なければな ら ない場合があ り ます （例え

ば Apache Web サーバを使用する Tomcat Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバに要求をルーテ ィ ン  

グするには、それに適し たコネ ク タ を イ ン ス ト ールする必要があ り ます）。 使用可能なワー 

カー Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバへの HTTP 要求のルーテ ィ ング情報については、 ご使用 

のWebサーバ と Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバのマニュ アルを参照し て く ださい。

拡張された実装

ス ケー リ ング実装では、 膨大な数のコ ンカレ ン ト Web ク ラ イ アン ト ユーザに対応するため

に、 上記で説明し た負荷分散実装を使用し ます。 原則 と し て、 HP では、 ご使用の Web Tier  

がサポー ト する 300 個すべてのコ ンカ レ ン ト Web ク ラ イ アン ト 接続に対し て、 1 台のワー

カー Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバを起動する こ と を推奨し ます。 Web Tier がサポー ト 可能  

な接続数を決定する際には、 ソ フ ト ウ ェアサポー ト オン ラ イ ンサイ ト 上にあ る以下のホ ワ

イ ト ペーパーを参照し て く ださ い。

Service Manager 7 Reference Configurations

Service Manager Web Tierの配置

Service Manager Web Tierには、 Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバで動作する J2EE準拠のWeb ア   

プ リ ケーシ ョ ンが含まれています。 Web アプ リ ケーシ ョ ンの配置方法は、 Web アプ リ ケー 

シ ョ ンサーバご と に異な り ます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンの配置についての特別な手順が必 

要な場合は、 ご使用のWeb アプ リ ケーシ ョ ンサーバの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。
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次の表は必要と なる配置方法のサマ リ を記載し て し ます。

Web TierのTomcatへの配置

例えば、 次の手順に従って Tomcat上にwebtier-9.20.warフ ァ イルを配置し ます。

1 サーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し て ロ グ イ ン し ます。

2 Tomcat アプ リ ケーシ ョ ンサーバを停止し ます。

3 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに挿入し ます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

4 ［Download Service Manager Web Tier （Service Manager Web Tier のダウンロー    

ド）］ を ク リ ッ ク し ます。 フ ァ イルのダウ ン ロード プロ ンプ ト が開き ます。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 ［名前を付けて保存］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

6 フ ァ イルを Tomcatのwebappsデ ィ レ ク ト リ に保存し ます。 例 ： 

C:\Program Files\Apache Software Foundation\Tomcat 5.5\webapps

表 1 Web Tierの配置方法

Web アプ リ ケーシ ョ ン

サーバ 配置方法

Apache Tomcat webtier-9.20.warフ ァ イルをwebappsフ ォルダにコ ピー

し、 Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバを開始し ます。

BEA WebLogic 管理コ ン ソールを開いて、 webtier-9.20.warフ ァ イルから

Web アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ス ト ールし ます。

IBM WebSphere 管理コ ン ソールを開いて、 webtier-9.20.earフ ァ イルから

Web アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ス ト ールし ます。

JBoss webtier-9.20.warフ ァ イルをwebappsフ ォルダにコ ピー

し、 Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバを開始し ます。

Sun ONE JBossおよびwebtier-9.20フ ォルダとの結合を設定します。
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7 webtier-9.20 フ ァ イル内のweb.xmlフ ァ イルを編集し て、 サーバ接続情報を追加し

ます。 93ページの 「web.xml設定フ ァ イルによ る Web ク ラ イ アン ト の設定」 を参照し て  

く ださい。

Web Tier を配置し た後に Web ク ラ イ アン ト を設定する こ と もでき ます。 Web ク  

ラ イ ア ン ト を設定せずに Web Tier を配置する こ と も 可能ですが、 その場合、 

Web Tier は Web ク ラ イ アン ト 設定を行 う まで ク ラ イ アン ト 接続を受け付け ま 

せん。
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web.xml設定フ ァ イルによる Web ク ラ イアン ト の設定

Web Tier サーバのweb.xml フ ァ イルでグ ローバル Web ク ラ イ アン ト 設定を定義でき ます。 

こ のフ ァ イルで定義する設定によ り 、 すべてのWeb ク ラ イ アン ト のク ラ イ アン ト 設定が決

ま り ます。 各パラ メ ータの一覧 と 詳細については、 Service Manager オン ラ イ ンヘルプを参  

照し て く ださい。

次の手順に従ってweb.xmlフ ァ イルから ク ラ イ アン ト を設定し ます。

1 アーカ イブ管理プロ グ ラ ムでwebtier-9.20.warフ ァ イルを開き ます。

こ のフ ァ イルは、 Service Managerのイ ン ス ト ールDVDから ダウ ン ロー ド でき ます。

2 web.xmlフ ァ イルをアーカ イブから ローカルシステムに解凍し ます。

3 テキス ト エデ ィ タでweb.xmlフ ァ イルを開き ます。

4 フ ァ イルで設定を追加または編集し ます。 最も一般的な Webパラ メ ータの設定の リ ス

ト については、 95ページの 「一般的な Webパラ メ ータの設定」 を参照し て く ださい。

フ ァ イルはデフ ォル ト パスのWEB-INF\に解凍し ます。 これによ り 、 フ ァ イル

を再度アーカ イブする と きにパス情報が保持されます。
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5 少な く と も、 serverHost と serverPortパラ メ ータ を設定する必要があ り ます。

6 フ ァ イルを保存し ます。

7 Tomcatサーバを開始し ます。

Tomcatがwebtier-9.20.warフ ァ イルを自動的に開き、webtier-9.20仮想デ ィ レ ク ト リ を作

成し ます。 

8 更新し たweb.xmlフ ァ イルを も う 一度webtier-9.20.warアーカ イブに追加し ます。

webtier-9.20.warを Web Tierに配置する と、Web ク ラ イ アン ト がweb.xmlフ ァ イル 

で定義し た ク ラ イ アン ト 設定を使用する よ う にな り ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<!DOCTYPE web-app PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.// 

DTD Web Application 2.2//EN" "http://java.sun.com/ 

j2ee/dtds/web-app_2_2.dtd">

<web-app>

<display-name>Service Manager</display-name>

<description>Service Manager</description>

...

<init-param>

<param-name>serverHost</param-name>

<param-value>localhost</param-value>

</init-param>

<init-param>

<param-name>serverPort</param-name>

<param-value>13080</param-value>

</init-param>

...

ホス ト の設定

ポー ト の設定

Tomcatサーバを開始し たと き にwebtier-9.20ディ レ ク ト リ が作成さ れていない場合は、 ロ グ

ファ イ ルを確認し て、ロ グファ イ ルに記載さ れた情報に基づき サポート にご連絡く ださ い。

web.xmlフ ァ イルには、 WEB-INF\パスが含まれていなければな り ません。
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Web Tierのログフ ァ イル

Service Manager Web Tier は、 ロ グ フ ァ イ ルを Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバが使用するデ   

フ ォル ト のロ グフ ァ イルおよび場所に書き込みます。 ロ グフ ァ イルの名前 と 場所について 

は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

一般的な Webパラ メ ータの設定

表 2 一般的な Web Tierパラ メ ータの設定 

パラ メ ータ

デフ ォル ト

値 説明

cacerts WEB-INF こ のパラ メ ータは、 SSLサポー ト に必要な CA証明書へのパスの リ ス

ト です。

compress_soap false こ のパラ メ ータは、 Web ク ラ イ アン ト と Service Manager Web Tier間で

データ圧縮を使用するかど う かを指定し ます。

helpServerHost localhost こ のパラ メ ータ は、 Service Managerヘルプサーバの名前を指定し ま す。

helpServerPort 80 こ のパラ メ ータは、 Service Managerヘルプサーバが リ ス ンする通信

ポー ト 番号を指定し ます。

refreshMessages false こ のパラ メ ータは、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバからの新しい メ ッ セージ

の有無をブラ ウザが確認するかど う かを決定し ます。

refresh 
MessagesInterval

15000 こ のパラ メ ータは、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバからの新しい メ ッ セージ

の有無をブラ ウザが確認する間隔 （ ミ リ 秒） を決定し ます。

serverHost localhost こ のパラ メ ータ は、 Service Managerホス ト サーバの名前を指定し ま す。

serverPort 13080 こ のパラ メ ータは、 Service Managerサーバが リ ス ンする通信ポー ト 番

号を指定し ます。

ssl false こ のパラ メ ータは、 Web ク ラ イ アン ト がサーバのデモ証明書を使用し

て通信を暗号化する こ と を可能にし ます。

viewactivenotes false こ のパラ メ ータは、 サーバが メ ッ セージを送信し た と きにポ ッ プア ッ

プ メ ッ セージを表示するかど う かを決定し ます。 
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WebSphere ク ラスローダモー ドの設定

WebSphereを使用し ている 場合、こ の Webモジュ ールのク ラ ス ロ ーダ順序が PARENT_FIRST

に設定さ れている こ と を確認する 必要があり ま す。 

1 WebSphere アプ リ ケーシ ョ ンサーバの管理コ ン ソールで、 ［Applications （アプ リ ケー

シ ョ ン）］ を選択し ます。

2 ［Enterprise Applications （エン タープラ イ ズアプ リ ケーシ ョ ン）］ を選択し ます。

3 ［HP Service Manager 9.20 Web］ を選択し ます。

4 ［Class loading and update detection （ク ラ スのロー ドおよび更新検出）］ を選択し    

ます。

5 ［Class Loader Order （ク ラ ス ローダ順序）］ が ［Parent class loader first （親ク ラ ス ローダ    

優先）］ に設定されている こ と を確認し ます。

6 ［Apply］ を ク リ ッ ク し ます。

7 変更を行った場合、 メ ッ セージボ ッ ク スで ［Save］ を選択し ます。 

8 ［Save］ を選択し ます。 

9 アプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。 
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承認済みJAR フ ァ イル

承認済み JAR フ ァ イルは不要にな り ま し た。 以前のイ ン ス ト ールで これらのフ ァ イルを イ 

ン ス ト ールし ていた場合は、 削除する必要があ り ます。

Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバのヒープサイズの設定

Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバの ヒ ープサイ ズに比例し て、 各Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバ

が処理でき る接続数が決ま り ます。 最適なパフ ォーマン ス を実現するには、 ほ と んどのア 

プ リ ケーシ ョ ンサーバで256 MB以上の ヒ ープサイ ズが必要 と な り ます。Web ク ラ イ アン ト  

接続によ り パフ ォーマン スが低下し た場合、 Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバの ヒ ープサイ ズ

を増やし てみて く だ さ い。 ヒ ープサ イ ズの設定手順については、 Web アプ リ ケーシ ョ ン 

サーバの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。
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Service Manager で使用するためのWebサーバの設定

IIS

次の5つのパラ メ ータ を含める よ う にworkers.properties.minimal （IIS 5） フ ァ イル 

またはworkers2.properties （IIS 6.2） フ ァ イルを編集し ます。

[uri:/sm/servlet/*] 
info=Prefix mapping

[uri:/sm/*.jsp] 
info=Extension mapping

[uri:/sm/*.do] 
info=Extension mapping

[uri:/sm/attachments/*] 
info=Extension mapping

[uri:/sm/cwc/nav.menu] 
info=Extension mapping
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Web ク ラ イアン ト から Service Managerへのアクセス

次のURL を使用し て、 Web Tierから Service Managerにア ク セス し ます。

• 標準Web ク ラ イ アン ト のア ド レ ス ：

http://<server>:<port>/webtier-9.20/index.do

従業員セルフサービ ス Web ク ラ イ アン ト のア ド レ ス ：

http://<server>:<port>/webtier-9.20/ess.do

ア ク セシブルWeb ク ラ イ アン ト のア ド レ ス ：

http://<server>:<port>/webtier-9.20/accessible.do

ア ク セシブルWeb ク ラ イ アン ト には、 レ コード リ ス ト が表示されません。

ア ク セシブル従業員セルフサービ ス Web ク ラ イ アン ト のア ド レ ス ：

http://<server>:<port>/webtier-9.20/accessible_ess.do

<server>には、 Web Tier を実行し ている Web サーバの名前を入力し ます。 <port> には、 

Web Tierへの接続に使用する通信ポー ト 番号を入力し ます。

デフ ォル ト の Web サーバポー ト （ポー ト 80） を使用し ている場合、 Web Tier の URL で通 

信ポー ト を指定する必要はあ り ません。 通信ポー ト の設定手順については、 Webサーバの

ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。
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Webク ラ イ アント CTI（ Computer Telephony Integration）

Web ク ラ イ アン ト は、 CTI （Computer Telephony Integration） アプ リ ケーシ ョ ンか ら の接続  

をサポー ト し ます。 Web ク ラ イ アン ト のCTI実装では、Service Manager イベン ト サービ スア  

プ リ ケーシ ョ ンを使用し てレ コード のオープンや更新を行います。

次の手順に従って CTI を設定および使用し ます。

タ スク 1: Web ブラウザを設定し ます。 

100ページの 「Webブラ ウザ要件の設定」 を参照し て く ださ い。

タ スク 2: JRE を イ ンス ト ールし ます。 

100ページの 「JREのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

タ スク 3: CTI アプレ ッ ト を イ ンス ト ールし ます。

102ページの 「CTI アプレ ッ ト のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

タ スク 4: コールを受け付けるためにWeb ク ラ イアン ト を接続し ます。

103 ページの 「テレ フ ォニー Web ク ラ イ アン ト によ る コールの受け付け」 を参照し て く だ 

さい。

Web ブ ラウザ要件の設定

Web ク ラ イ アン ト でCTI を使用するために、 次の設定およびオプシ ョ ンを有効にし ます。

• Cookies

• Java

• JavaScript

• ポ ッ プア ッ プ （Service ManagerサーバのURL をポ ッ プア ッ プ例外 リ ス ト に追加）

JREのイ ンス ト ール

CTI アプレ ッ ト を実行するには、 JRE （Java Runtime Environment） を各Web ク ラ イ アン ト シ  

ス テムにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 互換 JRE バージ ョ ンの確認については、 Web 

ブラ ウザの ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。
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例えば、 次の手順に従 う と、 Sunの J2SE JRE を イ ン ス ト ールでき ます。 J2SE JREは Internet  

Explorer またはMozilla と一緒に使用でき ます。

1 Sunの Java Webサイ ト にア ク セス し ます。 

http://java.sun.com/javase/downloads/index.jsp

2 Java Runtime Environment (JRE) セ ク シ ョ ンを探し て、 ［ダウンロー ド］ を ク リ ッ ク し ま   

す。

3 使用許諾契約に同意し ます。

4 使用オペレーテ ィ ングシステム （Windows など） まで移動し、 オペレーテ ィ ングシス

テム用の最新JRE をダウ ン ロード し ます。
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CTI アプレ ッ ト のイ ンス ト ール

Web ク ラ イ アン ト が CTI アプ リ ケーシ ョ ンからの Service Manager システム イベン ト を受け 

付け る よ う にするには、 各 Web ク ラ イ アン ト システムで CTI アプレ ッ ト の 1 回限 り のイ ン

ス ト ールを実行する必要があ り ます。

次の手順に従って CTI アプレ ッ ト を イ ン ス ト ールし ます。

1 Web ク ラ イ アン ト システムにローカル管理者アカ ウ ン ト でロ グ イ ン し ます。

2 他のすべての Service Manager ク ラ イ アン ト および Web ブラ ウザウ ィ ン ド ウ を閉じ ま 

す。

3 Webブラ ウザを開いて、 テレ フ ォニー Web Tier URLにア ク セス し ます。

http://<server>:<port>/webtier-9.20/index.do?telephonyuser=1

<server>には、 Web Tier を実行し ている Webサーバの名前を入力し ます。 <port>には、  

Web Tierへの接続に使用する通信ポー ト 番号を入力し ます。

4 Web ク ラ イ アン ト システムに JREが適切にイ ン ス ト ールされている場合、ユーザにCTI

アプレ ッ ト を イ ン ス ト ールする よ う 要求するプロ ンプ ト がWebブラ ウザに表示されま

す。

5 ブラ ウザ上で適切なア ク シ ョ ンを ク リ ッ ク し、 アプレ ッ ト を受け付けます （［実行］ や

［OK］）。

6 Webブラ ウザを閉じ て再起動し ます。

アプレ ッ ト のイ ン ス ト ールには、 ローカル管理者アカ ウ ン ト が必要です。
102 第5章



テレ フ ォニー Web ク ラ イアン ト の使用

テ レ フ ォ ニー Web ク ラ イ ア ン ト には CTI ア プ リ ケーシ ョ ン が必要です。 ま た、 Service

Manager内でイベン ト サービ スアプ リ ケーシ ョ ンを構成する必要があ り ます。

Web ク ラ イアン ト から CTIへのアクセス

次のURL を使用し て、 Web ク ラ イ アン ト のテレ フ ォニー部分にア ク セスする こ と ができ ま

す。

• 標準テレ フ ォニー Web ク ラ イ アン ト のア ド レ ス ：

http://<server>:<port>/sm/index.do?telephonyuser=1

• ア ク セシブルテレ フ ォニー Web ク ラ イ アン ト のア ド レ ス ：

http://<server>:<port>/sm/accessible.do?telephonyuser=1

こ のア ド レ ス を使用する と、 レ コード リ ス ト モードおよび従来の メ ニューは、 ア ク セ

シビ リ テ ィ 要件に準拠し ないため使用できな く な り ます。

<server>には、Web Tier を実行し ている Webサーバの名前を入力し ます。 <port>には、Web  

Tierへの接続に使用する通信ポー ト 番号を入力し ます。

テレ フ ォニー Web ク ラ イアン ト による コールの受け付け

CTI アプ リ ケーシ ョ ンから イベン ト が来る と、 テレ フ ォニー Web ク ラ イ アン ト はユーザに

対し て、 現在の作業を保存する よ う 促すプロ ンプ ト を表示し ます。 

テレ フ ォニーアプレ ッ ト は、 Service Managerのセルフサービ ス部分には適用されません。

デフ ォル ト の Web サーバポー ト （ポー ト 80） を使用し ている場合、 Web Tier の URL で通 

信ポー ト を指定する必要はあ り ません。 通信ポー ト の設定手順については、 Webサーバの

ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。

現在の作業を保存し、 ［Yes］ を ク リ ッ ク し て着信コール （または他のイベン ト ） を受け付

けて く ださい。
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6 ヘルプサーバのイ ンス ト ール
HP Service Managerヘルプサーバは、Windows システムにイ ン ス ト ールでき ます。 こ こ では、   

イ ン ス ト ールの要件とヘルプサーバのイ ン ス ト ール方法について説明し ます。 ヘルプサー

バの開始方法と停止方法については、 111ページの 「ヘルプサーバへのア ク セス」 を参照し 

て く ださい。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 106ページの 「Service Managerヘルプサーバの概要」 

• 108ページの 「Windowsへのヘルプサーバのイ ン ス ト ール」 

• 111ページの 「ヘルプサーバへのア ク セス」 
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Service Managerヘルプサーバの概要

Service Manager ヘルプサーバは、 全オン ラ イ ンヘルプフ ァ イルの格納およびア ク セス用の 

集中管理 ス ペー ス を 提供 し ま す。 Service Manager ヘルプサーバには、 エ ン ド ユーザが  

Windows ク ラ イ アン ト またはWeb ク ラ イ アン ト から ア ク セス し た り 、 あ るいはWeb ブラ ウ

ザから直接ド キ ュ メ ン ト へア ク セスするためのWebサーバが組み込まれています。

ヘルプサーバのア ッ プグレー ド

旧バージ ョ ンのヘルプサーバを Service Manager 9.20ヘルプサーバにア ッ プグレードする こ  

と はでき ません。 Service Manager 9.20 ヘルプサーバは、 新しいフ ォルダか、 または旧バー  

ジ ョ ンのヘルプサーバ と は別のシス テムに イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 HP は、 旧

バージ ョ ンのヘルプサーバを削除する こ と を推奨し ます （必須ではあ り ません）。

イ ンス ト ールの考慮事項

Service Managerヘルプサーバを イ ン ス ト ールする と、 以下が可能にな り ます。

• ユーザに簡単に更新でき るヘルプソース を提供でき ます。

• Service Manager ド キ ュ メ ン ト のカス タ ムバージ ョ ンを配置でき ます。 ヘルプサーバに  

保存されたオン ラ イ ンヘルプを編集し て、 組み込み Web サーバ と 共に配置でき ます。

ヘルプサーバに接続するすべてのク ラ イ アン ト は、 カ ス タマイ ズ されたオン ラ イ ンヘ

ルプフ ァ イルを自動的に参照し ます。

ヘルプサーバ用にカス タマイ ズ し たヘルプフ ァ イルがあ る場合、バッ ク ア ッ プを作成し て

おき ます。 Service Manager 9.20ヘルプサーバのイ ン ス ト ーラによ って、 旧ヘルプサーバの  

カス タ ムヘルプは上書き されます。
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ヘルプサーバのテス ト

サーバマシンからヘルプサーバをテス ト するには、 ブラ ウザで次のア ド レ スに直接接続し

ます。

http://<helpserverhost>:<helpserverport>/help/

<helpserverhost>には、接続先のヘルプサーバの名前または IP ア ド レ ス を入力し ます。

<helpserverport>には、ヘルプサーバへの接続に使用する通信ポー ト を入力し ます。 デ 

フ ォル ト の80 HTMLポー ト を使用する場合、 ポー ト 番号は省略し て もかまいません。
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Windowsへのヘルプサーバのイ ンス ト ール

ヘルプサーバのイ ン ス ト ール後、 ヘルプサーバの設定ウ ィ ザード でサーバ設定をカ ス タマ

イ ズでき ます。

イ ンス ト ールの要件

Windowsにヘルプサーバを イ ン ス ト ールするには、 次の条件が必要です。

• Windows 2003以上

• オペレーテ ィ ングシステム上に最新のWindows Update

• 240 MBの空き容量

• 256 MB以上のRAM を推奨

― テス ト 環境の場合は、 128 MBのRAMで十分です。

― 本番環境の場合は、 予想されるユーザ負荷に基づいて RAM を決定し ます。

• HTTP 接続要求を リ ス ンするための空き通信ポー ト 。 デフ ォル ト の通信ポー ト は 8083 

です。

• Sun Java Runtime Environment （JRE）
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Service Managerヘルプサーバのセ ッ ト ア ッ プ

次の手順に従って Service Manager ヘルプサーバを イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに挿入し ます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

3 ［Install HP Service Manager Help Server （HP Service Manager ヘルプサーバのイ    

ンス ト ール）］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Service Manager Help Server Setup Wizard （Service    

Managerヘルプサーバのセ ッ ト ア ッ プウ ィ ザード）］ が開き ます。

4 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス契約を読んだ上で同意し ます。

5 ［I accept the terms of the License Agreement （ラ イセンス契約の条件に同意し ま    

す）］ オプシ ョ ンを選択し ます。 ［Next］ ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ます。

6 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。 ［Destination Folder （イ ン ス ト ール先のフ ォルダ）］  

ページが開き ます。

7 ヘルプサーバを イ ン ス ト ールするパス を入力または選択し、 ［Next］ を ク リ ッ ク し て

続行し ます。 ［Ready to Install the Program （プロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールする準備ができ     

ま し た）］ ページが開き ます。

8 ［Install］ を ク リ ッ ク し ます。 ウ ィ ザード が、 システムにヘルプサーバを イ ン ス ト ール 

し ます。

9 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。 ［Configure HP Service Manager Help Server （HP Service     

Managerヘルプサーバ設定）］ ウ ィ ザード が閉じ ます。

10 ［ス ター ト ］>［すべてのプログラム］>［HP］>［Service Manager 9.20］>［HelpServer］  

> ［Configure Help Server］ を ク リ ッ ク し ま す。 ［Service Manager Help Server     

Configuration （Service Managerヘルプサーバ設定）］ ページが開き ます。

11 ［Next］ を ク リ ッ ク し ます。
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12 次のいずれかを実行し ます。

a ［Skip］ を ク リ ッ ク し て、 デフ ォル ト の構成設定を使用し ます。

b 必要に応じ て、 次のパラ メ ータ を更新し ます。

13 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Service Manager Help Server Configuration （Service Manager ヘルプサーバ設定） ］ ペー    

ジが開き ます。

14 ［Install Windows Service （Windows サービスを イ ンス ト ールする）］ オプシ ョ ンを  

選択し ます。

15 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。

ヘルプサーバの設定と、 Windowsサービ スのイ ン ス ト ールが実行されます。

表 1 ヘルプサーバ設定パラ メ ータ

パラ メ ータ デフ ォル ト 値 説明

Server port 
（サーバポー ト ）

8083 こ のパラ メ ータは、 ヘルプサーバがHTTP要求を リ

ス ンする通信ポー ト を指定し ます。

Windows Service  
Name （Windows 
サービ ス名）

HP Service 
Manager 9.20 
Help Server

こ のパラ メ ータは、 ヘルプサーバが使用する

Windowsサービ スの名前を指定し ます。
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ヘルプサーバへのアクセス

次のイ ン タ フ ェースからヘルプサーバにア ク セスでき ます。

• Windows ク ラ イ アン ト 。 111ページの 「Windows ク ラ イ アン ト からヘルプサーバへのア

ク セス」 を参照し て く ださい。

• Web ク ラ イ アン ト 。 112 ページの 「Web ク ラ イ アン ト からヘルプサーバへのア ク セス」

を参照し て く ださ い。

• Webブラ ウザ。 112ページの 「ブラ ウザからヘルプサーバへのア ク セス」 を参照し て く  

ださい。

Windows ク ラ イアン ト からヘルプサーバへのアクセス

Windowsク ラ イ アント でヘルプサーバのオンラ イ ンヘルプを表示する には、Windowsク ラ イ

アント の設定を変更し 、ヘルプサーバのホス ト 名と 通信ポート を定義する 必要があり ま す。 

次の手順に従ってヘルプサーバからオン ラ イ ンヘルプを表示する よ う にWindows ク ラ イ ア

ン ト を設定し ます。

1 Windows ク ラ イ アン ト にロ グ イ ン し ます。

2 ［ウ ィ ン ド ウ］ > ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

［設定］ ウ ィ ン ド ウが開き ます。

3 ［ヘルプ］ ノード を ク リ ッ ク し て展開し ます。

4 ［ヘルプサーバ］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ヘルプサーバを使用し て ド キュ メ ン ト にアクセス］ オプシ ョ ンを有効にし ます。

6 次の情報を入力し ます。

a ヘルプサーバのホス ト 名または IP ア ド レ ス

b ヘルプサーバの通信ポー ト

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ユーザが ［ヘルプ］ ア イ コ ンを ク リ ッ クするか、 ［ヘルプ］ > ［ヘルプ目次］ を選択す

る と、Windows ク ラ イ アン ト にヘルプサーバからのオン ラ イ ンヘルプが表示されます。

こ の設定はク ラ イ アン ト 設定と共に保存され、 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ で取 り 込

まれる ため、 Windows ク ラ イ アン ト ユーザに対し て簡単に配置でき ます。
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Web ク ラ イアン ト からヘルプサーバへのアクセス

デフ ォル ト では、 Web ク ラ イ アン ト ではオン ラ イ ンヘルプを表示でき ません。 Web ク ラ イ

アン ト でヘルプサーバのオン ラ イ ンヘルプを表示するには、 Web ク ラ イ アン ト のweb.xml

フ ァ イルを設定し、 ヘルプサーバのホス ト 名と通信ポー ト を定義する必要があ り ます。

次の手順に従ってオン ラ イ ンヘルプをヘルプサーバから表示する よ う にWeb ク ラ イ アン ト

を設定し ます。

1 Web Tier を イ ン ス ト ールし たサーバにロ グ イ ン し ます。

2 アプ リ ケーシ ョ ンサーバイ ン ス ト ールの sm/WEB-INF フ ォルダにあ る web.xml フ ァ

イルを開き ます。

3 次の情報を入力し ます。

a helpServerHost - ヘルプサーバのホス ト 名または IP ア ド レ ス

b helpServerPort - ヘルプサーバの通信ポー ト

4 web.xmlフ ァ イルを保存し ます。

Web ク ラ イ アン ト は、 ヘルプサーバのオン ラ イ ンヘルプを表示し ます。

ブ ラウザからヘルプサーバへのアクセス

次のURL を互換性のあ る Webブラ ウザに入力する と、ヘルプサーバのオン ラ イ ンヘルプを

表示でき ます。

http://<helpserverhost>:<helpserverport>/help/

<helpserverhost>には、 接続先のヘルプサーバの名前または IP ア ド レ ス を入力し ます。

<helpserverport>には、ヘルプサーバへの接続に使用する通信ポー ト を入力し ます。 デ 

フ ォル ト の80 HTMLポー ト を使用する場合、 ポー ト 番号は省略し て もかまいません。
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7 ク ラ イアン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の 

イ ンス ト ール
Service Manager ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 Windows システムにイ ン ス ト ールで 

き ます。 こ こ では、 イ ン ス ト ールの要件 と ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ のイ ン ス ト ー 

ル方法について説明し ます。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 114ページの 「Service Manager ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の 概要」 

• 116ページの 「Windowsへのク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の イ ン ス ト ール」 

• 118ページの 「Windows ク ラ イ アン ト で使用する画像のカ ス タマイ ズ」 

• 120ページの 「Windows ク ラ イ アン ト のカス タマイ ズ」 
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Service Manager ク ラ イアン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の 

概要

Service Manager ク ラ イ ア ン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 エ ン ド ユーザに配布す る ために 

Windows イ ン ス ト ールをカ ス タマイ ズする ための、 オプシ ョ ンのカ ス タマイ ズ コ ンポーネ

ン ト です。 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て Windows ク ラ イ アン ト をカ ス タマ 

イ ズ し てから、 それを組織の他の場所に配置でき ます。

ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ でカ ス タマイ ズ し た変更は、 すでにイ ン ス ト ールされて

いる Windows ク ラ イ アン ト には適用されません。 既存の Windows ク ラ イ アン ト を変更する 

には、 既存のク ラ イ アン ト をアン イ ン ス ト ールし、 カ ス タマイ ズ済みのフ ァ イルを使って

再イ ン ス ト ールし ます。 

ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 Windows ク ラ イ アン ト イ ン タ フ ェースから直接行わ

れた変更 と、 ユーテ ィ リ テ ィ 内で行われた変更のみをピ ッ ク ア ッ プし ます。 ク ラ イ アン ト  

構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 Windows ク ラ イ アン ト の初期設定フ ァ イルに対し て直接行われた

変更をピ ッ ク ア ッ プする こ と はでき ません。

Service Manager ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 次の Windows ク ラ イ アン ト 設定を変 

更し ます。

• ユーザが Windows ク ラ イ アン ト を開いた と きに表示される Service Manager スプラ ッ 

シュ画面の画像

• Service Manager で表示されるプロバイ ダの名前。 例 ： Hewlett-Packard Development  
Company, L.P.

• Service Manager アプ リ ケーシ ョ ンの名前。 例 ： Service Manager

• アプ リ ケーシ ョ ンの画像およびア イ コ ンの場所

• Windowsク ラ イ アント がド キュ メ ント を表示する 際にアク セス する ヘルプサーバの場所

• ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行する前に、 管理者がWindows ク ラ イ アン ト イ

ン タ フ ェース内で保存する変更 ：

― デフ ォル ト のロ グ イ ンオプシ ョ ン

― 表示する接続ダ イ ア ロ グ構成オプシ ョ ン

― デフ ォル ト 接続構成の設定

― ヘルプサーバ設定オプシ ョ ン
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イ ンス ト ールの考慮事項

Service Manager ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 次の場合に使用し ます。

• カス タ ムバージ ョ ンの Windows ク ラ イ アン ト を配置する必要があ る場合。 ク ラ イ アン 

ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を使って Windows ク ラ イ アン ト を事前に設定すれば、 カ ス タ ム

の設定および画像を使用する こ と ができ ます。

• カス タマイ ズのステ ッ プ数を減らす必要があ る場合。 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ  

テ ィ を使用する と、 各Windows ク ラ イ アン ト を個別にカ ス タマイ ズする必要がな く な

り ます。

既知の問題

Service Manager ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ には、 次の既知の問題があ り ます。

• ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行する前に画像をカ ス タマイ ズする必要があ り

ます。 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ では、 画像の場所を変更する こ と はでき ます 

が、 画像を直接編集する こ と はでき ません。

• 定義済みの SSL 接続を持つ Windows ク ラ イ アン ト を再パッ ケージ化し て配置する場

合、 Windows ク ラ イ アン ト で接続エラー メ ッ セージ "No trusted certificate found"が表示   

される場合があ り ます。 これは、 カ ス タマイ ズ し た ク ラ イ アン ト を元のク ラ イ アン ト

と 異な るパスにイ ン ス ト ールし よ う と し ている こ と を示し ます。 ク ラ イ アン ト の ［設 

定］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 CA証明書フ ァ イルへの正しいパス を指定する と、 ク ラ イ

アン ト 接続を復元でき ます。 
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Windowsへのク ラ イアン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ の 

イ ンス ト ール

ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールするには、イ ン ス ト ールDVD上でイ ン ス

ト ール実行可能フ ァ イ ルを実行し ます。 イ ン ス ト ール後、 ク ラ イ ア ン ト 構成ユーテ ィ リ  

テ ィ を使って Windows ク ラ イ アン ト の設定をカ ス タマイ ズでき ます。

イ ンス ト ールの要件

• Windows 2000、 Windows XP Professional、 またはWindows Vista

• オペレーテ ィ ングシステム上に最新のWindows Update

• 70 MBの空き容量

• 256 MB以上のRAM を推奨

― テス ト 環境の場合は、 128 MB の RAM で十分です。

― 本番環境の場合は、 予想されるユーザ負荷に基づいて RAM を追加し ます。

• Service Manager Windows ク ラ イ アン ト イ ン ス ト ールへのア ク セス

Service Manager ク ラ イアン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ のセ ッ ト ア ッ プ

次の手順に従って Service Manager ク ラ イ アント 構成ユーティ リ ティ をイ ンス ト ールし ま す。

1 Windows システムにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手 

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

3 ［Downloads （ダウンロー ド）］ タブを選択し ます。

4 ［Download HP Service Manager Client Configuration Utility（HP Service Manager     

ク ラ イアン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ のダウンロー ド）］ を ク リ ッ ク し ます。
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［Service Manager Client Configuration Utility Setup （Service Manager ク ラ イ ア ン ト 構成    

ユーテ ィ リ テ ィ のセ ッ ト ア ッ プ）］ ウ ィ ザード が開き ます。

5 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス契約を読んだ上で同意し ます。

6 ［I accept the terms of the License Agreement （ラ イセンス契約の条件に同意し ま    

す）］ オプシ ョ ンを選択し ます。

［Next］ ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ます。

7 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Destination Folder （イ ン ス ト ール先のフ ォルダ）］ ページが開き ます。

8 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールするパス を入力または選択し ます。

9 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Ready to Install the Program （プロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールする準備ができ ま し た）］ ペー    

ジが開き ます。

10 ［Install］ を ク リ ッ ク し ます。

ウ ィ ザード が、 システムにク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールし ます。

11 ［Finish］ を ク リ ッ ク し ます。
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Windows ク ラ イアン ト で使用する画像のカス タ マイズ

ローカルフ ォルダまたはWebサーバの仮想デ ィ レ ク ト リ から代替バージ ョ ンの画像を提供

する こ と で、 Windows ク ラ イ アン ト が使用する画像をカ ス タマイ ズでき ます。

画像の編集の指針および考慮事項

カス タマイ ズ された画像には次の指針および考慮事項が適用されます。

• カス タ ム画像はすべて、 元のフ ァ イル名を保持する必要があ り ます。

• カス タ ム画像はすべて、 icons/obj16 フ ォルダに対するオ リ ジナルの相対パス を保

持する必要があ り ます。

• これは、 カス タマイ ズ し た画像をbranded/obj16フ ォルダに保存するだけで実現で

き ます。 branded/obj16 フ ォルダに更新さ れた画像がない場合、 Service Manager ク  

ラ イ アン ト はicons/obj16フ ォルダのデフ ォル ト 画像を使用し ます。

• Web サーバから カ ス タ ム画像を提供する と、 Windows ク ラ イ アン ト を再イ ン ス ト ール

し な く て も画像が自動的に更新されます。

ローカルフ ォルダからのカス タム画像の提供

再パ ッ ケージ化し た ク ラ イ アン ト でカ ス タ ム画像を提供するには、 次の手順に従います。

こ の方法で画像を カ ス タ マ イ ズする と、 デフ ォル ト 画像のほかにカ ス タ ム画像が イ ン ス

ト ールされる ため、 Service Manager Windows ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ールに必要なハード  

デ ィ ス ク容量が増加し ます。

次の手順に従って ローカルフ ォルダから画像をカ ス タマイ ズ し ます。

1 画像を Service Manager ク ラ イ アン ト から一時フ ォルダにコ ピーし ます。

Service Manager ク ラ イ アン ト の画像は、 次のフ ォルダにあ り ます。 

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Client\plugins\ 

com.hp.ov.sm.client.eclipse.user_9.20\src\resources\icons\obj16

2 カス タマイ ズする画像を一時フ ォルダで編集し ます。

118ページの 「画像の編集の指針および考慮事項」 を参照し て く ださい。

3 カス タマイ ズ し ない画像を一時フ ォルダから削除し ます。

4 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行し、 ローカル画像オプシ ョ ンを選択し ます。
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ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ は、 Service Manager ク ラ イ アン ト イ ン ス ト ール内に

次の新しいフ ォルダを作成し ます。 
C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Client\plugins\ 

com.hp.ov.sm.client.eclipse.user_9.20\src\resources\icons\brand

ed\obj16

5 カス タ ム画像をbranded\obj16フ ォルダにコ ピーし ます。

6 ク ラ イ アン ト を zip フ ァ イルまたは選択し た別の配布形式で再パッ ケージ化し ます。

Webサーバの仮想デ ィ レ ク ト リからのカス タム画像の提供

中央 Web サーバから カ ス タ ム画像を提供するには、 次の手順に従います。 こ の方法で画像 

を カ ス タ マ イ ズする と、 Service Manager Windows ク ラ イ ア ン ト の イ ン ス ト ールに必要な  

ハー ド デ ィ ス ク容量は増加し ません。 また、 Web サーバ上で画像に対し て行ったあ ら ゆる 

変更が、 Windows ク ラ イ アン ト に自動的に適用されます。

次の手順に従って Webサーバ仮想デ ィ レ ク ト リ から画像をカス タマイ ズ し ます。

1 カス タ ム画像を保存するための仮想デ ィ レ ク ト リ を Webサーバ上に作成し ます。

2 画像を Service Manager ク ラ イ アン ト から一時フ ォルダにコ ピーし ます。

Service Manager ク ラ イ アン ト の画像は、 次のフ ォルダにあ り ます。 

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Client\plugins\ 

com.hp.ov.sm.client.eclipse.user_9.20\src\resources\icons\obj16

3 カス タマイ ズする画像を一時フ ォルダで編集し ます。

118ページの 「画像の編集の指針および考慮事項」 を参照し て く ださい。

4 カス タマイ ズ し ない画像を一時フ ォルダから削除し ます。

5 カス タ ム画像を Webサーバの仮想デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

6 ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行し、 Web サーバの仮想デ ィ レ ク ト リ オプシ ョ

ンを選択し ます。

ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ はService Manager ク ラ イ アン ト を設定し て、 参照先 

を Webサーバの仮想デ ィ レ ク ト リ に設定し ます。

ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を開いたま までも、カス タ ム画像を ローカル

フ ォルダにコ ピーでき ます。
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Windows ク ラ イアン ト のカス タ マイズ

ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ を実行するには、 Windows ク ラ イ アン ト をあ らかじめイ

ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。 

次の手順に従ってカス タ ム Windows ク ラ イ アン ト を作成し ます。

1 ［ス ター ト ］>［プログラム］>［Service Manager Client Configuration Utility］>［Client    

Configuration Utility］ を ク リ ッ ク し ます。

［Client Configuration Utility （ク ラ イ アン ト 構成ユーテ ィ リ テ ィ ）］ が開き ます。

2 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Specify Service Manager Directory （Service Managerデ ィ レ ク ト リ の指定）］ ページが開    

き ます。

3 Service Manager Windows ク ラ イ アン ト の既存イ ン ス ト ールへのパス を入力または選択  

し ます。

4 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Change Startup Splash Image （起動時のスプラ ッ シュ画像の変更）］ ページが開き ます。

5 次のいずれかを実行し ます。

• デフ ォル ト のスプラ ッ シ ュ画像を使用するには、 ［Skip］ を ク リ ッ ク し ます。

• 使用する スプラ ッ シ ュ画面の画像へのパス を入力または選択し ます。

デフ ォル ト のスプラ ッ シ ュ画面はsplash.gif と い う 名前で、 フ ォルダ

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Client\plugins\ 

com.hp.ov.sm.client.eclipse.user_9.20\src\resources\icons\obj16

にあ り ます。

スプラ ッ シュ画面の画像の編集には、 次の指針を使用し ます。

• 画像は、 元のフ ァ イル名を保持する必要があ り ます。

• 画像は、Windows ビ ッ ト マ ッ プ（gif）フ ァ イルフ ォーマ ッ ト でなければな り ません。

• 画像は、 約500 ピ ク セル （幅） ×600 ピ ク セル （高さ） にし ます。 画像のサイ ズが 

これよ り 大きい場合、 こ のサイ ズに ト リ ミ ング されます。

6 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Replace Provider and Application Strings （プロバイ ダおよびアプ リ ケーシ ョ ン文字列の    

変更）］ ページが開き ます。
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7 次のいずれかを実行し ます。

• デフ ォル ト のアプ リ ケーシ ョ ンテキス ト 文字列を使用するには、［Skip］ を ク リ ッ

ク し ます。

• 次の項目に使用するテキ ス ト 文字列を入力し ます。

8 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［（Customize Where Service Manager Application Images are Located） Service Manager アプ    

リ ケーシ ョ ン画像の配置方法のカ ス タマイ ズ］ ページが開き ます。

9 次のいずれかを実行し ます。

• デフ ォル ト のアプ リ ケーシ ョ ン画像を使用し ます。

– ［No customization （カス タ マイズし ない）］ ： デフ ォル ト の画像を使用する  

にはこ のオプシ ョ ンを選択し ます。

– ［Skip］ を ク リ ッ ク し ます。

• カス タマイ ズ し た Windows ク ラ イ アン ト の画像へのパス を選択し ます。

– ［Locally （ローカル） ］ ： ク ラ イ アン ト パッ ケージングユーテ ィ リ テ ィ が、 

\branded\obj16 と い う フ ォルダを作成し ます。カ ス タマイ ズ し た画像を こ

こ に配置する と、 こ の画像がWindows ク ラ イ アン ト のデフ ォル ト の画像の代

わ り に使用されます。

– ［Remotely （リ モー ト ）］ ： Windows ク ラ イ アン ト がカ ス タマイ ズ し た画像に 

ア ク セスするためのURL を入力し ます。

詳細については、 118 ページの 「Windows ク ラ イ アン ト で使用する画像のカ ス タ マ イ

ズ」 を参照し て く ださい。

10 ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Customize Default Login Options （デフ ォル ト のロ グ イ ンオプシ ョ ンのカ ス タマイ ズ）］   

ページが開き ます。

表 1 プロバイ ダ と アプ リ ケーシ ョ ンの設定

フ ィ ール ド 入力する情報

Provider 
（プロバイ ダ）

Windows ク ラ イ アン ト イ ン タ フ ェースに表示する会社名を入力し ます。 

デフ ォル ト 名はHewlett-Packard Development Company, L.P.です。

Application

（アプ リ ケー

シ ョ ン）

Windows ク ラ イ アン ト イ ン タ フ ェースに表示する アプ リ ケーシ ョ ン名

を入力し ます。 デフ ォル ト 名はService Managerです。
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11 次のいずれかを実行し ます。

• デフ ォル ト 接続を作成し ない場合は、 ［Skip］ を ク リ ッ ク し ます。

• カス タマイ ズ し た ク ラ イ アン ト の ［接続］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに次のオプシ ョ ン

を表示するかど う かを選択し ます。

• 作成するデフ ォル ト 接続に関する次の情報を入力し ます。

表 2 接続ダ イ ア ロ グ構成オプシ ョ ン

フ ィ ール ド 説明

Show the "Remember 
my password" option

（［パス ワード を保存

する］ オプシ ョ ンを

表示） 

デフ ォル ト では有効になっています。 無効にする と、 ク ラ イ アン

ト の ［接続］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに ［パス ワード を保存する］

チェ ッ ク ボ ッ ク スオプシ ョ ンが表示されな く な り ます。

Show the server 

parameters （サーバ 

パラ メ ータ を表示） 

デフ ォル ト では有効になっています。 無効にする と、 ク ラ イ アン

ト の ［接続］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに、 ［ロ グ イ ンパス ワード を使

用］ および ［信頼済みサイ ンオンを使用］ ラ ジオボタ ン、 ［サー

バホス ト 名］ および ［サーバポー ト 番号］ が表示されな く な り

ます。 また、 ［新規］ および ［削除］ ボタ ンが無効にな り ます。

Show the "Advanced" 

options page （［詳細

設定］ オプシ ョ ン

ページを表示） 

デフ ォル ト では有効になっています。 無効にする と、 ク ラ イ アン

ト の ［接続］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スに ［詳細設定］ ノー ト ブ ッ ク

タブが表示されな く な り ます。 また、 ［SOAP ト ラ フ ィ ッ ク を ト

レース］ する機能も使用でき な く な り ます。

表 3 デフ ォル ト の接続ダ イ ア ロ グ構成オプシ ョ ン 

フ ィ ール ド 説明

Hostname 
（ホス ト 名）

Windows ク ラ イ アン ト の接続先と なる Service Managerサーバの

ネ ッ ト ワーク名または IP ア ド レ ス を入力し ます。

Port Number 
（ポー ト 番号）

Service Managerサーバがク ラ イ アン ト 接続要求を リ ス ンする通

信ポー ト を入力し ます。 デフ ォル ト の通信ポー ト は13080です。
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• ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。

［Use and Configure Help Server （ヘルプサーバの使用と設定）］ ページが開き ます。

12 次のいずれかを実行し ます。

• ヘルプサーバか ら オン ラ イ ンヘルプを提供し ない場合、 ［Skip］ を ク リ ッ ク し ま

す。

• ヘルプサーバ と の接続を確立するには、 ［Use Central Help Server （セン ト ラル   

ヘルプサーバを使用）］ オプシ ョ ンを選択し ます。 次のヘルプサーバ情報を入力し 

ます。

Compress Messages

（ メ ッ セージを圧縮）

true を選択する と、 Windows ク ラ イ アン ト と Service Managerサー

バ間の メ ッ セージ圧縮が有効にな り ます。 false を選択する と、

メ ッ セージは圧縮されません。

Use SSL Connection

（SSL接続を使用）

true を選択する と、 Windows ク ラ イ アン ト と Service Managerサー

バ間のSSL接続が有効にな り ます。 標準接続を使用するには false

を選択し ます。

CA Certificate Path

（CA証明書のパス）

SSL接続で使用する CA証明書へのローカルパス を入力または選

択し ます。 SSL接続を使用し ない場合は、 このエン ト リ は空白の

ま まにし ておき ます。

サンプルCA証明書フ ァ イルcacertsは、 次のパスにあ り ます。 

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Client\ 

plugins\com.hp.commons_9.20\

表 3 デフ ォル ト の接続ダ イ ア ロ グ構成オプシ ョ ン (続き )

フ ィ ール ド 説明

表 4 ヘルプサーバ設定オプシ ョ ン

フ ィ ール ド 説明

Help Server Host

（ヘルプサーバ 

ホス ト ）

Windows ク ラ イ アン ト の接続先と なる Service Managerヘルプサーバ

のネ ッ ト ワーク名を入力し ます。

Help Server Port

（ヘルプサーバ

ポー ト ）

Service Managerヘルプサーバが ク ラ イ アン ト 接続要求を リ ス ンする

通信ポー ト を入力し ます。 デフ ォル ト の通信ポー ト は80です。
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• ［Next］ を ク リ ッ ク し て続行し ます。 ［Client Configuration Utility （ク ラ イ アン ト    

構成ユーテ ィ リ テ ィ ）］ ページが開き ます。

13 ［Exit］ を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イ アン ト の構成が完了し ま し た。

14 Service Manager 9.20デ ィ レ ク ト リ の内容を zip化し て、Service Manager 9.20 ク ラ イ アン    

ト のカ ス タマイ ズ し た構成を他のユーザに配置する準備を し ます。 配置を正し く 行 う  

には、次の2つのデ ィ レ ク ト リ が必要です。 デフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ パスは次の とお 

り です。

― C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20

― %HOMEPATH%\Service Manager

配置された ク ラ イ アン ト を正し く 動作させるには、 エン ド ユーザの windows\system32 デ ィ

レ ク ト リ にイ ン ス ト ール DLL が存在する必要があ り ます。 また、 システム環境変数に次の 

パスが追加されている必要があ り ます。 
 <ServiceManagerHome>\plugins\com.hp.ov.sm.client.thirdparty_9.20\lib;

ヘルプサーバのホス ト およびポー ト は、ヘルプサーバ設定ウ ィ ザード で設定し

た値と同じであ る必要があ り ます。 詳細については、105ページの「ヘルプサー 

バのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。
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8 検索エンジンのイ ンス ト ール
HP Service Manager 検索エンジンは、 Windows サーバまたは Unix サーバにイ ン ス ト ールで  

き ます。 こ のセ ク シ ョ ンでは、 イ ン ス ト ール要件に関する情報 と、 検索エンジンのイ ン ス 

ト ール方法と構成方法を記し ます。

ナレ ッ ジ管理アプ リ ケーシ ョ ンは通常のサーバのイ ン ス ト ールによ って イ ン ス ト ールされ

ますが、 検索エンジンは別にイ ン ス ト ールする必要があ り ます。

このセ ク シ ョ ンの ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 126ページの 「Service Manager検索エンジンのイ ン ス ト ール」 

• 127ページの 「イ ン ス ト ールウ ィ ザード によ る検索エンジンのイ ン ス ト ール」 

• 130ページの 「テキス ト ベース イ ン ス ト ーラによ る検索エンジンの イ ン ス ト ール」 

• 132ページの 「検索エンジンの開始と終了」 

• 133ページの 「検索エンジンの設定」 

• 136ページの 「検索エンジンでのデータのイ ンデッ ク ス作成」 
 125



Service Manager検索エンジンのイ ンス ト ール

Service Manager 検索エンジンのイ ン ス ト ールには、 次の 2 種類の方法があ り ます。 イ ン ス  

ト ールウ ィ ザード を使用し て イ ン ス ト ールする方法と、 テキス ト ベースのイ ン ス ト ーラ を

使用し て イ ン ス ト ールする方法です。 検索エンジンを イ ン ス ト ールし た後に、 検索エンジ 

ン設定を構成でき ます。

イ ンス ト ールの要件

Service Manager検索エンジンを イ ン ス ト ールするには、 次の条件が必要です。

• 512 MB RAM

• 4-6 GBの空き容量

• 800 MHz以上のプロセ ッサ

• /tmp （Unix） および\TEMP （Windows） に指定された 400 MBの空間

HP-UXのカーネルリ ソース要件

HP-UX上でナレ ッ ジ管理を実行するには、 次のカーネルパラ メ ータ を設定し ます。

Linuxイ ンス ト ーラ には JVMが含ま れていま すが、他のオペレ ーティ ングシス テムをお使い

の場合は、検索エンジンのイ ンス ト ーラ を実行する ためにJVMのイ ンス ト ールが必要です。 

表 1 HP-UXのナレ ッ ジ管理カーネル リ ソース要件 

値 設定

maxdsiz 1.9 GB (0x7B033000)

maxfiles 2048 KB

maxfiles_lim 2048 KB

maxssiz 160 MB (0xA000000)

max_thread_proc 1024

maxswapchunks 8192
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イ ンス ト ールウ ィ ザー ド による検索エンジンのイ ンス ト ール

次の手順に従って イ ン ス ト ールウ ィ ザード を使用し て Service Manager検索エンジンを イ ン 

ス ト ールし ます。

1 検索エンジンのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

2 Service Manager検索エンジンのイ ン ス ト ールウ ィ ザード を開始し ます。

3 イ ン ス ト ール先のWindows システムの自動実行が有効になっていれば、 ウ ィ ザード が

自動的に起動し ます。 

自動実行が無効になっている場合、 次のいずれかの方法でウ ィ ザード を手動で起動し

ます。

Windows システムの場合 ：

• GUI から、 DVD デ ィ レ ク ト リ へ移動し、 setupwin32.exe をダブルク リ ッ ク し

ます。

• コマン ド プロ ンプ ト から次のよ う に入力し ます。 D:\>setupjwin32

こ こ で、DはDVDド ラ イ ブを表し ま す。 実際のDVDド ラ イ ブ名を入力し てく ださ い。

maxtsiz 1 GB (0x40000000)

maxuprc 512

maxusers 128

nkthread 1024

nproc 517

表 1 HP-UXのナレ ッ ジ管理カーネル リ ソース要件 (続き )

値 設定
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Unix システムの場合 ：

HP-UX の場合、 126 ページの 「HP-UX のカーネル リ ソース要件」 に説明し たカーネル 

設定パラ メ ータ をセ ッ ト し ている こ と を確認し ます。

• GUIから ：

– DVD をマウ ン ト し、 DVDデ ィ レ ク ト リ へ移動し ます。

– 例えば、 Solaris システム用のsetupsolaris、 AIX システム用のsetupaix

など、Unixシステムに一致する実行可能ス ク リ プ ト をダブルク リ ッ ク し ます。

• コマン ド プロ ンプ ト から ：

– DVD をマウ ン ト し て、 デ ィ レ ク ト リ をマウ ン ト 位置に変更し ます。 

– ご使用のUnixシステムに一致する実行可能ス ク リ プ ト を実行し ます。例えば、  
./setupsolaris （Solaris システム用） 

または 

./setupaix （AIX システム用）

［Service Manager Search Engine Setup （Service Manager 検索エンジンセ ッ ト ア ッ プ） ］     

ウ ィ ザード が開き ます。

4 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス契約を読んだ上で同意し ます。

5 ［I accept the terms of the License Agreement （ラ イセンス契約の条件に同意し ま    

す）］ オプシ ョ ンを選択し ます。 ［Next］ ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ます。

6 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 次のイ ン ス ト ールパラ メ ータ を指定し ます。

表 2 検索エンジンのイ ン ス ト ールパラ メ ータ

パラ メ ータ 値

Hostname 
（ホス ト 名）

サーバホス ト 名

検索エンジンが別ド メ イ ンの別マシンにあ る場合は、

my.machine.mydomain.comなどの完全修飾ド メ イ ン

を使用し ます。

Masterport （マス タポー ト ） デフ ォル ト は9950です。

Docserver Port 
（ド キ ュ メ ン ト サーバポー ト ） 
(9920-9949)

デフ ォル ト は9948です。

Indexer Port 
（イ ンデクサポー ト ） 
(9960-9979)

デフ ォル ト は9967です。
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7 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

Windows用のデフ ォル ト のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ は 

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Search Engineです。

必要であれば、 ［Browse］ を ク リ ッ ク し て別の場所を選択し ます。

8 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールの概要を確認し ます。

9 ［Install］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールフ ァ イルのコ ピーが開始されます。  
イ ン ス ト ールを中止するには、 ［Cancel］ を ク リ ッ ク し ます。

イ ン ス ト ールが完了する と、 InstallShield ウ ィ ザード によ ってダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開

き ます。

10 Unix システムの場合、 < 検索エンジンのインス トールパス >/ デ ィ レ ク ト リ にあ る

InstallConfiguration.shを実行し ます。

11 ［Finish］ を ク リ ッ ク し て、 ウ ィ ザード を終了し ます。

表 2 の設定を記録し ておいて く ださ い。 Service Manager と検索エンジン間の通  

信を構成する際にこれらの値が必要と な り ます。
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テキス ト ベースイ ンス ト ーラによる検索エンジンの 

イ ンス ト ール

次の手順に従ってテキス ト ベース イ ン ス ト ーラ を使用し て Service Manager検索エンジンを 

イ ン ス ト ールし ます。

1 検索エンジンのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

2 イ ン ス ト ーラ を実行し ます。

3 Windows システムの場合 ：

コマン ド プロ ンプ ト を開いて、 次のよ う に入力し ます。

D:\>setupwin32 -console

こ こ で、 DはDVD ド ラ イブを表し ます。 実際のDVD ド ラ イブ名を入力し て く ださい。

Unix システムの場合 ：

a DVD をマウ ン ト し て、 デ ィ レ ク ト リ をマウ ン ト 位置に変更し ます。

b ご使用のUnix システムに一致する実行可能ス ク リ プ ト を実行し ます。 例えば、 

 ./setupsolaris -console （Solarisシステムの場合）、 

./setupaix -console （AIXシステムの場合） などです。

4 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、 「yes」 と入力し て ラ イセン ス契約に同意し

ます。

5 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、 Service Manager を イ ン ス ト ールする イ ン ス 

ト ールデ ィ レ ク ト リ のア ド レ ス を入力し ます。

システムによ る DVDの内容の読み取 り 、 フ ァ イルの解凍、 logsデ ィ レ ク ト リ の作成に

は、 数分かか り ます。

6 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、 ホス ト 名を入力し て ［Enter］ を押し ます。

指定し たデ ィ レ ク ト リ 名がシ ス テムに よ って検証さ れます。 無効なデ ィ レ ク 

ト リ を指定し た場合、 エラー メ ッ セージが生成されます。

検索エンジンが別 ド メ イ ンにあ る場合は、 mymachine.mydomain.com などの完

全修飾ド メ イ ンを使用し ます。
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7 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、 マス タ ポー ト 番号を入力し て ［Enter］ を

押し ます。 デフ ォル ト は9950です。

8 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、ド キ ュ メ ン ト サーバポー ト 番号（9920-9949）

を入力し て ［Enter］ を押し ます。 デフ ォル ト は9948です。

9 イ ン ス ト ールス ク リ プ ト のプロ ンプ ト で、 イ ンデクサポー ト 番号 （9960-9979） を入力

し て ［Enter］ を押し ます。 デフ ォル ト は9967です。

10 サーバのイ ン ス ト ールは完了です。

11 Unix システムの場合、 <検索エンジンのインス ト ールパス>/デ ィ レ ク ト リ にあ る 

InstallConfiguration.shを実行し ます。

これらの設定を記録し ておいて く ださ い。Service Manager と検索エンジン間の 

通信を構成する際にこれらの値が必要と な り ます。
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検索エンジンの開始と終了

検索エンジンの開始と終了の方法を以下に示し ます。

Windows システムの場合

イ ン ス ト ーラによ って KMSearch と い う 名前のサービ スが作成されます。 これを使用し て

検索エンジンを開始および終了し ます。 こ のサービ スは、 イ ン ス ト ール後に自動的に開始 

されます。

Unix システムの場合

次の項目をsm.iniフ ァ イルに追加し ます。

HP-UXの場合

plugin0:libkmplugin.sl

他のすべてのUnixバージ ョ ンの場合

plugin0:libkmplugin.so

イ ン ス ト ールフ ォルダには、 実行可能ス ク リ プ ト が2つあ り ます。

k2adminstart.sh実行可能ス ク リ プ ト フ ァ イルを実行し、検索エンジン用のイ ンデッ ク ス

サービ ス を開始し ます。

表 3 Unix システム用検索エンジン開始ス ク リ プ ト

名前 目的

k2adminstart.sh 検索エンジン と イ ンデッ ク スサービ ス を開始する

k2adminstop.sh 検索エンジン と イ ンデッ ク スサービ ス を停止する
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検索エンジンの設定

検索エンジンを使用するには、 まず接続を設定し、 それから検索エンジンのイ ンデッ ク ス

を作成し ます。

検索エンジンへの接続

次の手順に従って検索エンジンに接続し ます。

1 KM ADMINプロ フ ァ イルを持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 ［System Administration （システム管理）］ > ［Ongoing Maintenance （進行中のメ  

ンテナンス）］>［Environment Records（環境レ コー ド）］>［Knowledge Management  

Environment （ナレ ッ ジ管理環境）］ を開き ます。

3 ［Assign the Default Knowledge View Group to all operators （デフ ォル ト のナレ ッ   

ジビ ューグループをすべてのオペレータに割り当てる）］ には、 このチェ ッ ク ボ ッ ク ス

をオンにし ます。

4 Host Name of Search Server （検索サーバのホス ト 名） を指定し ます。 これは、 サー   

バのイ ン ス ト ール時に指定し たホス ト 名と同一でな く てはな り ません。

5 情報が正しいこ と を確認するには、C:\Program Files\HP\Service Manager 7.0\ 
Search Engine\KMSearch.cfgの設定フ ァ イルを確認し ます。

6 ［ Verify Server（ サーバの検証）］をク リ ッ ク し て、検索エンジンへの接続を検証し ま す。

7 ［Mapped drive for Style files （ス タ イルフ ァ イル用のマ ッ プ された ド ラ イブ）］ を指    

定し ます。 デフ ォル ト のパスはC:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\ 
Search Engine\data\stylesetsです。

8 ［Verify Path （パスの検証）］ を ク リ ッ ク し て、 パス と マ ッ プの設定が正しいこ と を検 

証し ます。

9 検索エンジン と Service Managerサーバの両方が、stylesets フ ォルダに対し て読み取 り お 

よび書き込み権限を持つこ と を確認し ます。

10 ［Search Engine administration port number （検索エンジンの管理ポー ト 番号）］ を    

指定し ます。 これは、 サーバのイ ン ス ト ール時に指定し たポー ト 番号 と 同一でな く て 

はな り ません。 デフ ォル ト のポー ト 番号を変更し ていなければ、 フ ィ ール ド に表示さ 

れているデフ ォル ト 値を使用し ます。

検索エンジンが別のマシンに イ ン ス ト ール されている場合、 検索エンジンの

stylesets フ ォ ルダ を Service Manager サーバ と 共有す る 必要があ り ます。 環境  

フ ォーム内のス タ イルフ ァ イルパス を stylesets フ ォルダに設定する ために、 こ

の設定には共有の名前およびパス を使用し ます。 
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11 ［Search Engine indexer port number （検索エンジンのイ ンデクサポー ト 番号）］ を    

指定し ます。 これは、 サーバのイ ン ス ト ール時に指定し たポー ト 番号 と 同一でな く て 

はな り ません。 デフ ォル ト のポー ト 番号を変更し ていなければ、 フ ィ ール ド に表示さ 

れているデフ ォル ト 値を使用し ます。

12 ［検索エンジンの検索ポー ト 番号］ を指定し ます。 これは、 サーバのイ ン ス ト ール時に

指定し たポー ト 番号 と同一でな く てはな り ません。 デフ ォル ト のポー ト 番号を変更し 

ていなければ、 フ ィ ール ド に表示されているデフ ォル ト 値を使用し ます。

13 ［Max number of Documents returned from a search（検索で返される ド キュ メ ン ト      

の最大数）］ を指定し ます。

14 ［Default expiration period （デフ ォル ト の有効期限） ］ を指定し ます。 こ こ で指定す   

る有効期限は、 ユーザが 「新規ド キ ュ メ ン ト の作成」 機能で ド キ ュ メ ン ト を作成し た

と きに有効期限を指定する と無効にな り ます。

15 ［Style text for search results （検索結果のス タ イルテキス ト ）］ を指定し ます。 この     

ス タ イルシー ト を使用する こ と で、 検索によ って返される情報の外観を制御し ます。

これは、 HTML css ス タ イルシー ト に似ています。

16 Service Managerから ロ グア ウ ト し て、 再度ロ グ イ ン し ます。

Webサービス接続の使用

ナレ ッ ジ管理アプ リ ケーシ ョ ン環境の次の追加フ ィ ール ド を使用する と、検索エンジンは、

Web サービ ス を使用し て Service Manager を コールバッ ク し、 イ ンデッ ク ス中で更新または 

削除された ド キ ュ メ ン ト と、 エラーがあ るためにイ ンデッ ク スが作成されなかった ド キ ュ

メ ン ト を通知でき ます。

• ［Service Manager Host Name or URL （Service Manager のホス ト 名または URL）］    

は、 Service Managerサーバのホス ト 名またはURL を指定し ます。 例えば、 localhost  

や15.124.215.218です。

• ［Service Manager Http Port Number （Service ManagerのHTTPポー ト 番号）］ は、    

Service Managerサーバのポー ト 番号を指定し ます。 例えば、 13080です。

• ［Service Manager Login Name for Web Service Connection （Service Managerの    

Webサービス接続用ログイ ン名）］ は、 kmknowledgebaseupdates テーブルに対する削除

権限 と、 kmknowbaseerrors テーブルに対する追加および削除権限を持つユーザロ グ イ

ン名を指定し ます。 

Service ManagerのWebサービス接続用ログイ ンパスワー ド は、ロ グ イ ン名のパス ワード 

を指定し ます。 

ユーザ名 と パス ワー ド は、 こ の Web サービ ス接続専用に新規作成する こ と を

お勧めし ます。
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［Manage Knowledgebase （ナ レ ッ ジベー ス の管理） ］ フ ォ ー ム に、 「Search 

Engine incorrect or not found! Please check the Environment     

Settings （検索エンジンが正し く ないか見つか り ません。 環境設定を確認し

て く ださ い）」 と い う メ ッ セージが表示される場合があ り ます。 これは、 ユー

ザがナレ ッ ジベースにア ク セス し よ う と し たが、これらのフ ィ ール ド が正し く

設定されていなかった こ と を示し ます。
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検索エンジンでのデータのイ ンデ ッ クス作成

特定のア ク シ ョ ンには、 フル再イ ンデッ ク スが必要 と な り ます。 これらのア ク シ ョ ンを次 

に示し ます。

• 初期セ ッ ト ア ッ プ （イ ンデッ ク スな し）

• ［Type Information （タ イプ情報）］ タブまたは ［Field Definitions （フ ィ ール ド定義）］ タ  

ブ上での値変更

次のよ う な場合にも、 フル再イ ンデッ ク ス を実行するべきです。

• 大量の変更や新規ド キ ュ メ ン ト があ る

• 検索パフ ォーマン スが低下し ている

イ ンデッ ク スに更新を適用する と、更新は増分イ ンデッ ク ス フ ァ イル と し て追加されます。

ナレ ッ ジベースに多 く の変更を適用し ている場合、 検索エンジンはこれらの増分イ ンデッ
ク ス フ ァ イルのそれぞれに対し て ク エ リ を実行し な く てはな ら ないため、 性能が低下する
可能性があ り ます。 フル再イ ンデッ ク スではま った く 新しいイ ンデッ ク スが作成される た 

め、 性能が向上し ます。 これはハー ド デ ィ ス ク のデフ ラ グに似ています。 大規模なナレ ッ 

ジベースにフル再イ ンデッ ク ス を実行する と、 ナレ ッ ジベースにおける あ らゆる変更が変
更キ ャ ッ シュから削除されるため、 システム リ ソースに大きな イ ンパク ト が生じ る可能性
があ り ます。

検索エンジンでのデータのイ ンデ ッ クス作成

次の手順に従って検索エンジンでデータのイ ンデッ ク ス を作成し ます。

1 KM ADMINプロ フ ァ イルを持つユーザ と し てロ グオン し ます。

2 ［Knowledge Management （ナレ ッ ジ管理）］ > ［Manage KnowledgeBases （ナレ ッ  

ジベースの管理）］ を開き ます。

3 ［Search （検索）］ を ク リ ッ ク し て、 ナレ ッ ジベースの リ ス ト を表示し ます。

4 ナレ ッ ジベース ご と に、 情報が正しいこ と を確認し て、 ［Full Reindex （フル再イ ン 

デッ クス）］ を ク リ ッ ク し ます。 各フ ィ ール ド の説明については、 フ ィ ール ドヘルプを 

参照し て く ださ い。

5 イ ンデッ ク スが存在し ない場合は、作成されます。 イ ンデッ ク スが存在する場合は、削 

除または再作成されます。 ［Docs （ド キュ メ ン ト ） ］ フ ィ ール ド は、 イ ンデッ ク ス を 

作成する と、 空白ではな く な り ます。

イ ンデ ッ ク スが作成 さ れる と、 ユーザは次回の ロ グ イ ン時に イ ンデ ッ ク ス作成済みの ド
キ ュ メ ン ト にア ク セスでき る よ う にな り ます。

検索エンジンが環境ページで適切に設定されている場合のみ、ユーザのナレ ッ ジベースの

再イ ンデッ ク ス またはステータ ス取得を行 う こ と ができ ます。 検索エンジンが見つから な 

ければ、 メ ッ セージボ ッ ク スで通知されます。
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A レガシー統合
Service Managerサーバでレガシー統合を使用するには、 読み込み専用のレガシー 

ServiceCenter リ ス ナ を 設定す る 必要が あ り ま す。 レ ガ シー統合は、 SCCL32 ま た は 

ServiceCenter ODBC ド ラ イバに依存するすべての統合です。 レガシー統合には、Connect-It、  

Get-It、 Crystal Reports などがあ り ます。

こ の付録では、 レ ガ シー リ ス ナの設定方法、 Service Manager への接続方法、 お よ び 

ServiceCenter ODBC ド ラ イバの設定方法について説明し ます。 

こ の付録の ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 138ページの 「概要」 

• 139ページの 「レガシー sc.ini フ ァ イルの編集」 

• 140ページの 「Windowsサービ スのイ ン ス ト ール」 

• 141ページの 「レガシー リ スナの起動」 

• 143ページの 「ODBC ド ラ イバのイ ン ス ト ール」 

• 144ページの 「ODBC ド ラ イバの設定」 
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概要

SCCL32 またはそのレガシー ServiceCenter ODBC ド ラ イバを使用し て Service Manager に接  

続するには、 次のタ ス ク を実行する必要があ り ます。 

タ スク 1: 139ページの 「レガシー sc.ini フ ァ イルの編集」 

タ スク 2: 140ページの 「Windowsサービ スのイ ン ス ト ール」 

タ スク 3: 141ページの 「レガシー リ スナの起動」 （Windowsサーバのみ）

タ スク 4: 143ページの 「ODBC ド ラ イバのイ ン ス ト ール」 

タ スク 5: 144ページの 「ODBC ド ラ イバの設定」 

サーバは、 Windows またはUnixプラ ッ ト フ ォームのどち らでも動作し ますが、 ODBC ド ラ

イバはWindowsでしか動作し ません。 
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レガシー sc.ini フ ァ イルの編集

あ らかじめ用意されているサーバsc.ini フ ァ イルは、 デモデータベースに接続する よ う

に設定されています。 別のRDBMSに接続するには、 sc.iniのパラ メ ータ を編集し て く だ 

さい。 また、 Windowsユーザはsc.iniフ ァ イルにntserviceパラ メ ータ も追加する必要 

があ り ます。 こ のパラ メ ータは、 Windows サービ ス を識別する ために使用される名前を提 

供し ます。 

次の手順に従ってsc.iniフ ァ イルを編集し ます。

1 Service Managerサーバに管理者アカ ウ ン ト でロ グ イ ン し ます。

2 コマン ド プロ ンプ ト を開いて次のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

<Service Manager 9.20インス ト ールパス>\Server\ LegacyIntegration\RUN 

3 テキス ト エデ ィ タでsc.iniフ ァ イルを開き ます。

4 Service Manager RDBMS に接続するために、 データベース接続設定を追加し ます。 こ  

れらの設定は、 21ページの 「データベースの準備」 で使用し た設定です。

5 Windowsユーザのみ ： 次のパラ メ ータ を独立し た行と し て追加し ます。 

ntservice:<Service Manager Legacy Readonly Service Name>

6 フ ァ イルを保存し、 終了し ます。 

Unixユーザは141ページの 「レガシー リ スナの起動」 に進みます。

Windowsユーザは、 次のWindowsサービ スのイ ン ス ト ールセ ク シ ョ ンに進みます。

レガシー リ スナが大文字 と 小文字を区別し ない Oracle データベースに接続す

る場合、sc.ini フ ァ イルにパラ メ ータ sql_oracle_binary_ciを追加し ます。
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Windowsサービスのイ ンス ト ール

レガシー ODBC ド ラ イバで使用する ために Windows サービ ス を別途作成でき ます。 Service 

Managerサーバを既にイ ン ス ト ールし たマシンであれば、 ServiceCenterWindowsサービ ス を

手動でイ ン ス ト ールでき ます。

次の手順に従って Windowsサービ ス を イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 コマン ド プロ ンプ ト を開いて次のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

<Service Manager 9.20インス ト ールパス>\Server\ LegacyIntegration\RUN 

3 「scservic -install」 と入力し ます。

こ のコマン ド は、 sc.iniフ ァ イルのntserviceパラ メ ータによ って指定された名前を持

つWindowsサービ ス を作成し ます。

Windowsサービスのアン イ ンス ト ール

Service Manager サーバが既にイ ン ス ト ールされているマシンであれば、 Windows サービ ス 

を手動で削除する こ と ができ ます。

次の手順に従って Windowsサービ ス をアン イ ン ス ト ールし ます。

1 Service Managerサーバに管理者アカ ウ ン ト でロ グオン し ます。

2 コマン ド プロ ンプ ト を開いて次のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

<Service Manager 9.20インス ト ールパス>\Server\ LegacyIntegration\RUN 

3 「scservic -remove」 と入力し ます。

こ のコマン ド は、sc.iniフ ァ イルのntserviceパラ メ ータによ って指定された名前を持

つWindowsサービ ス を削除し ます。
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レガシーリ スナの起動

読み込み専用の ServiceCenter リ スナを、 コマン ド プロ ンプ ト または Windows サービ スから

起動でき ます。 これはService Managerのイ ン ス タ ン スではないため、［システム ステータ ス］  

ウ ィ ン ド ウには表示されません。 

Unix

次の手順に従って Unixサーバ上でレガシー統合の リ スナを起動し ます。

1 C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Server\ 

LegacyIntegration\RUNに移動し ます。

2 scstartス ク リ プ ト を実行し ます。

Windows

次の手順に従って Windowsサーバ上でレガシー統合の リ スナを起動し ます。

1 Windowsの ［ス ター ト ］ メ ニューから、［コ ン ト ロールパネル］ > ［管理ツール］ > ［サー

ビス］ を選択し ます。 

2 140ページの 「Windowsサービ スのイ ン ス ト ール」 でイ ン ス ト ールし たサービ ス を選択 

し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。

サービ ス と し てではな く 、 アプ リ ケーシ ョ ン と し て リ スナを起動する こ と も でき ます。 こ 

のためには、 <イ ンス ト ールパス>\Service Manager 9.20\Server\ 
LegacyIntegration\RUNデ ィ レ ク ト リ に移動し、 Windows コ マン ド プ ロ ンプ ト で次の

コマン ド を入力し ます。  
scenter -listener:<port number> -RPCReadOnly

RPC読み込み専用モー ドパラ メ ータ

レガシー リ スナは、 RPC読み込み専用モード パラ メ ータ を指定し て起動する必要があ り ま

す。 このパラ メ ータ を指定する こ と で、 ServiceCenter 6.2 サーバが、 Service Manager サーバ   

に干渉せずにService Managerデータベースに接続でき ます （システム ロ ッ ク を作成し ませ 

ん）。
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RPC読み込み専用パラ メ ータ を指定する と、 Service Manager ク ラ イ アン ト （Windows、 Web 

Tier、 Web サービ ス） は Service Manager サーバに接続でき な く な り ます。 ServiceCenter 6.2   

RPCReadOnlyMode リ ス ナが受け入れ る 接続は、 ServiceCenter ODBC ド ラ イ バ ま た は 

Connect-Itからのものだけです。

Connect-It 3.81 を使用し ている場合、 Service Manager と ServiceCenter 6.2読み込み専用 リ ス   

ナの両方のホス ト 名と ポー ト を入力する必要があ り ます。 Connect-Itは、RPC関数を使用し 

て イベン ト サービ スやその他のServiceCenter情報を読み取る ために、 こ の情報を必要と し

ます。 コネ ク タはWebサービ ス を通じ て Service Managerにデータ を書き込みます。

レガシー リ スナを使用し て、 Service Managerのパフ ォーマン スに影響を与えずに、 Service 

Managerデータに対する レポー ト の作成やSQL ク エ リ を実行する こ と もでき ます。
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ODBC ド ラ イバのイ ンス ト ール

次の手順に従ってレガシー ServiceCenter ODBC ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

a イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動

的に起動し ます。 

b 自動実行が無効になっている場合、次の手順に従って DVDブラ ウザを手動で開始

し て く ださ い。

– DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

– clickme.htmを開き ます。

3 ［Install ODBC Driver （ODBC ド ラ イバのイ ンス ト ール）］ を ク リ ッ ク し ます。

ServiceCenter ODBC ド ラ イバ InstallShield ウ ィ ザード が開き ます。

4 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 ラ イセン ス契約を読んだ上で同意し ます。

5 ［I accept the terms of the License Agreement （ラ イセンス契約の条件に同意し ま    

す）］ オプシ ョ ンを選択し ます。

［Next］ ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ます。

6 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールフ ォルダを選択し ます。 

デフ ォル ト 名は次の とお り です。

C:\Program Files\Peregrine Systems\ServiceCenter 6.2\ODBC Driver

必要であれば、 ［Browse］ を ク リ ッ ク し て別の場所を選択し ます。

7 ［Next］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ールプロセス を準備し ます。

8 ［Install］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールフ ァ イルのコ ピーが開始されます。

［Cancel］ を ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールを中止でき ます。

イ ン ス ト ールが完了する と、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。 

9 ［Finish］ を ク リ ッ ク し て終了し ます。
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ODBC ド ラ イバの設定

デフ ォル ト のイ ン ス ト ールでは、 ODBC DSNはデフ ォル ト のレガシー リ スナに接続する よ 

う に設定され、 ローカルホス ト 上に置かれます。 レガシー リ スナに接続するには、 これら 

の設定を編集する必要があ り ます。

次の手順に従ってレガシーODBC ド ラ イバを レガシーの読み込み専用 リ スナに接続する よ

う に設定し ます。

1 Windowsの ［ス ター ト ］ メ ニューから、［コ ン ト ロールパネル］ > ［管理ツール］ > ［デー

タ  ソース （ODBC）］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［システム DSN］ タブを開き ます。

3 ［sc_report_odbc］ を選択し て、 ［構成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 次のパラ メ ータ を使用し て ODBC ド ラ イバを設定し ます。

5 レガシー リ スナを起動し ます。 詳細については、141ページの「レガシー リ スナの起動」 

を参照し て く ださ い。

6 ODBC ド ラ イバが接続可能であ る こ と を確認し ます。 

接続をテス ト するには、ODBC ク エ リ ツールを使用し ます。 例えば、Excelで ［データ］  

> ［外部データの取り込み］ > ［新しいデータベース クエ リ］ を開き ます。 ServiceCenter  

ODBC ド ラ イ バをデー タ ソ ース と し て選択 し ます。 接続する と、 HP Service Manager   

テーブルが表示されます。

表 4 ODBCパラ メ ータ

フ ィ ール ド 値

データ ソース名 sc_report_odbc

サーバ レガシー ServiceCenter リ スナが実行中のホス ト 。 

出荷時のデフ ォル ト は localhostです。

ポー ト 使用する レガシーサーバを設定するポー ト 。 

 出荷時のデフ ォル ト は12690です。
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HP Service Managerで使用するためのCrystal Reportsの

イ ンス ト ール

Crystal Reports を使用し て、 HP Service Manager でレポー ト の表示、 更新、 新規作成を実行   

でき ます。 

次の手順に従って、 HP Service Manager で使用する ために Crystal Reports を イ ン ス ト ールし   

ます。

1 ServiceCenter ODBC ド ラ イバが正し く イ ン ス ト ールされている こ と を確認し ます。 143  

ページの 「ODBC ド ラ イバのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

2 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

3 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

b clickme.htmを開き ます。

4 ［Install Crystal Reports 2008 for use with HP Service Manager only （Crystal     

Reports 2008 を HP Service Manager専用にイ ン ス ト ール）］ を ク リ ッ ク し て、 イ ン ス ト ー   

ラ をサイ レン ト モード で実行し ます。

5 コ ンピ ュータ を再起動し ます。

6 レガシー リ スナを起動し ます。 141ページの 「レガシー リ スナの起動」 を参照し て く だ  

さい。

Crystal Reports 2008 を開 く 前に、 コ ンピ ュータ を再起動する必要があ り ます。
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HP Service Manager レポー ト のダウンロー ド

Service Managerのイ ン ス ト ールDVDには、あ らかじめ用意されている レポー ト が収録され 

てお り 、 これらのレポー ト はCrystal Reports を使用し て実行でき ます。 これらのレポー ト を  

使用するには、 ServiceCenter ODBC ド ラ イバが必要であ り 、 レガシー リ スナが起動されて 

いる必要があ り ます。 HP Service Manager ODBC ド ラ イバのイ ン ス ト ールについては、 143    

ページの 「ODBC ド ラ イバのイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。

次の手順に従って これらのレポー ト をダウ ン ロード し ます。

1 Windowsサーバにローカル管理者権限を持つユーザ と し てロ グ イ ン し ます。

2 Service Managerのイ ン ス ト ールDVD をサーバの適切な ド ラ イブに入れます。

イ ン ス ト ール先システムの自動実行が有効になっていれば、DVDブラ ウザが自動的に

起動し ます。 自動実行が無効になっている場合、 次の手順に従って DVDブラ ウザを手

動で開始し て く ださ い。

a DVDのデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

b clickme.htmを開き ます。

3 ［Downloads］ タブを選択し ます。

4 ［Download Reports for HP Service Manager（HP Service Manager レポー ト のダウ    

ンロー ド）］ を ク リ ッ ク し ます。 

利用可能なレポー ト が含まれている フ ォルダが開き ます。 

5 必要なレポー ト を ローカルデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。

詳細については、 『HP Service Manager Reporting by Using Crystal Reports』 を参照し て く だ     

さい。 
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B イ ンス ト ールの検証
Service Manager が正常にイ ン ス ト ールされた こ と を確認するには、 Service Manager サーバ  

を実行し、 Service Manager サービ ス を開始し、 Service Manager ク ラ イ アン ト を開始する必  

要があ り ます。

こ の付録の ト ピ ッ クは、 次の とお り です。

• 148ページの 「Service Managerサーバの起動」 

• 150ページの 「WindowsからのService Managerサービ スの開始」 

• 151ページの 「Service Manager ク ラ イ アン ト の起動」  

Service Manager Web ク ラ イ アン ト にア ク セスする方法については、 85ページの 「Web Tier   

のイ ン ス ト ール」 を参照し て く ださい。
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Service Managerサーバの起動

ユーザが ク ラ イ アン ト セ ッ シ ョ ンに接続でき る よ う にするには、 Service Manager サーバを 

起動する必要があ り ます。 Service Manager サーバ と それに関連するバッ ク グ ラ ン ド プロセ  

スの開始と停止には、 システムが動作し ているオペレーテ ィ ングシステムに応じ て、 い く

つかの方法があ り ます。 詳細については、 お使いの Service Manager サーバのオペレーテ ィ   

ングシステムに関連する ト ピ ッ ク を参照し て く ださ い。

Windowsのコ マン ド プロンプ ト からのサーバの起動

Windows のコマン ド プロ ンプ ト から Service Manager サーバを起動するには、 次の手順を実 

行し ます。

1 Windows のコマン ド プロ ンプ ト を開き ます。 ［ス ター ト ］ > ［すべてのプログラム］ > 

［アクセサリ］ > ［コマン ド  プロンプ ト ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 HP Service Manager イ ン ス ト ールのRUN フ ォルダにデ ィ レ ク ト リ を変更し ます。 例 ：

cd C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Server\RUN

3 次のコマン ド を入力し ます。

sm -httpPort:13080 -httpsPort:13081

4 ［Enter］ を押し ます。

Windowsサービスからのサーバの起動

Windowsサービ スから Service Managerサーバを起動するには、 次の手順を実行し ます。

1 ［サービ ス］ アプレ ッ ト を開き ます。 Windowsのコ ン ト ロールパネルで、 ［管理ツール］ 

> ［サービス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［サービ ス］ リ ス ト で、 ［HP Service Manager］ を ク リ ッ ク し ます。

httpPortパ ラ メ ー タ と httpsPortパ ラ メ ー タ は、 Service Manager 初期設定フ ァ イ ル 

（sm.ini） に指定されている場合は省略でき ます。

Service Managerサーバが動作し ている間、コマン ド プロ ンプ ト は開いたま まに 

し てお く 必要があ り ます。 コマン ド プロ ンプ ト ウ ィ ン ド ウ を閉じ る と、 Service 

Managerはただちに終了し、 プロセスのク リ ーンア ッ プやレ コード ロ ッ ク の解

放は行われません。
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3 ［開始］ を ク リ ッ ク し てサービ ス を開始し ます。 

UNIXのコ マン ド ラ イ ンからのサーバの起動

UNIXのコ マンド ラ イ ンから Service Managerサーバを起動する には、次の手順を実行し ま す。

1 HP Service ManagerのRunデ ィ レ ク ト リ にデ ィ レ ク ト リ を変更し ます。 例 ：

cd /HP/Service Manager 9.20/Run

2 次のコマン ド を入力し ます。

smstart

3 ［Enter］ を押し ます。

Windows は、 Service Manager サービ スが開始中であ る と い う メ ッ セージを表示し ます。 数  

秒後に、 サービ スが開始し、 ［ステータ ス］ フ ィ ール ド に ［開始］ と表示されます。 Service 

Managerサービ スが開始し ない場合、カ ス タマサポー ト までお問い合わせ く ださい。エラー

メ ッ セージがあればそれをお伝え く ださ い。
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WindowsからのService Managerサービスの開始

Service Manager サービ スは、 Windows のコ ン ト ロールパネルの ［サービ ス］ パネルにあ り  

ます。 サービ スで定義された実行可能フ ァ イルはsm.exeであ り 、 RUN デ ィ レ ク ト リ にあ 

り ます。

Windowsから Service Managerサービ ス を開始するには ：

1 Windowsの ［ス ター ト ］ メ ニューから、［コ ン ト ロールパネル］ > ［管理ツール］ > ［サー

ビス］ を選択し ます。

2 HP Serviceサービ ス を選択し、 ［開始］ を ク リ ッ ク し ます。 サービ スが開始されます。  

サービ スが開始し ない場合、 カ ス タマサポー ト までお問い合わせ く ださい。
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Service Manager ク ラ イアン ト の起動

Service Manager ク ラ イ アン ト を起動するには ：

1 ［ス ター ト ］ > ［すべてのプログラム］ > ［HP］ > ［Service Manager 9.20］ > ［Service  

Manager Client］ を ク リ ッ クするか、 ハードデ ィ ス ク上のService Managerフ ォル  

ダに移動し ます。 デフ ォル ト のパスは次の とお り です。

C:\Program Files\HP\Service Manager 9.20\Client\ 

ServiceManager.exe

［接続］ ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き、 ユーザのデータベース接続を作成、 管理、 使用で

き ます。

2 システム管理者のデータベース接続を作成し ます。

a ［新規の起動設定］ ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

b ［名前］ フ ィ ール ド に、 システム管理者の名前を入力し ます。

c ［ログイ ンパスワー ド を使用］ を選択し ます。

d ［ユーザ名］ フ ィ ール ド に、 「System.Admin」 と入力し ます。

e ［パス ワード］ フ ィ ール ド に、 パス ワード を入力し ます。

f ［サーバホス ト 名］ フ ィ ール ド と ［サーバポー ト 番号］ フ ィ ール ド の情報を確認す

るか入力し ます。

g 必要な場合、［接続を色で識別］ フ ィ ール ド を ク リ ッ ク し、接続の色を選択し ます。

h ［接続］ を ク リ ッ ク し て Service Manager ク ラ イ アン ト の使用を開始し ます。

ク ラ イ アン ト 接続を開始する方法の詳細については、 78 ページの 「新しい ク

ラ イ アン ト 接続の定義」 を参照し て く ださい。
イ ンス ト ールの検証 151
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